
    
      
        
      
    

  


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







目次




１　物語がおわった後での、ちょっとしたお話。

２　物語がはじまる前の、とある夫婦が夫婦になる前のお話。

３　物語のおわりの頃の、裏で起こったちいさなお話。

４　物語のはじめの頃の、ちいさな娘のとあるお話。

５　物語のその後の、とあるちいさなエピローグ。

あとがき
















１　物語がおわった後での、ちょっとしたお話。







　ティスロウでの結けつ婚こん式しきの後、デイルとラティナは、クロイツまでの帰路という機会を利用し、小旅行をするという計画を立てていた。忠実なわんこたるヴィントも同行しているので、二人っきりの新しん婚こん旅行とまではいかないが、わんこはわんこであるからして、人数にカウントするのもどうかという邪じや魔まとも言い難い微び妙みような扱あつかいなのであった。

　とはいえ、わんこを同行させることにも、はっきりとした理由がある。

　かつてデイルは、ラティナと共に故郷までの旅路についた際、荷運びの馬を用意した。それは魔ま獣じゆうや盗とう賊ぞくなどの敵と交戦する際には、前に出ることになるデイルの動作を妨さまたげる事態になってはならない為ためであった。

　だが今回、デイルは大型の背はい嚢のうで自ら荷を運んでいる。

『魔族』となったことで規格外の能力を有する今のデイルは、荷の重さで疲ひ弊へいするということは無い。咄とつ嗟さの事態には荷を捨て身軽になる必要はあるが、ヴィントという、気配の察知に関しては人族よりも大いに鋭えい敏びんな感覚を有する存在が同行する利は大きい。更さらにヴィントは個でも攻こう撃げきする能力を有している。デイルが荷を捨てるだけの時間や、ラティナが防ぼう壁へき魔ま法ほうを展開する時間を稼かせいでくれるだけの目算が立つ。

　新婚甘々空間を邪魔することの無い護衛。

　そうともなれば、デイルやラティナがヴィントの同行を拒こばむ理由はなかった。




「このまま西に向かえば、クヴァレの街がある方向になるんだが」

　デイルが立ち止まってラティナに示したのは、ティスロウから繋つながる山道となっていた街かい道どうを抜ぬけ、海沿いの街道まで出た時のことだった。このまままっすぐにクロイツへの帰路を辿たどっていけば、以前訪おとずれたことのある港町クヴァレがある。

「うん」

　きらきらと陽光を反射する海面を目を細めて眺ながめつつ、海風に帽ぼう子しを飛ばされないように押おさえたラティナが応じる。ティスロウの伝統的な意い匠しようである草花の紋もん様ようがあしらわれた飾り紐リボンが、風を含ふくんでたなびいた。

「今回は少し東の方に寄って行こうかって思ってる。クヴァレとはまた違ちがった意味で観光客を集める場所があるんだ」

「へぇ……」

　含みを持たせたデイルの言い方に、少し下から覗のぞき込むようにしてデイルの顔を見たラティナが首を傾かしげた。

「行ってみるまでのお楽しみ？」

「そういう訳でもねぇんだが、その方がラティナ好みなら、もう少し内ない緒しよにしておくか」

　尋たずねるラティナに、デイルは笑え顔がおで応じる。

「そうだね。楽しみっ」

　満面の笑えみで答えたラティナの様子といい、甘あま口くちにも程ほどがある二人のやり取りに水を差したのはもう一匹の同行者であった。

「にく、あるー？」

「海の近くだから、お魚もあると思うよ」

「にくー」

「私はお魚の方が楽しみなんだけどなぁ……」

　ラティナの意識が食欲の方に向いたことで、甘い空気が霧む散さんして残念仕様となる。この中和作用を担になうヴィントは、色々な意味でやはり有能であるのであった。

　知らない道行きであっても、ラティナやヴィントの足取りには不安がない。

　整備された海沿いの街道をゆっくりと歩む。デイルはもとより、ラティナやヴィントも疲ひ労ろうを訴うつたえることもなく進んでいった。そのはずであったが、ラティナの足取りが急に遅おそくなったことにデイルは気付いた。

「ん？」

　彼かの女じよが、景色に気を取られて足取りが遅くなることは珍めずらしくはないが、それにしてもペースが遅すぎる。不思議に思いつつ観察を続ければ、ラティナは眼前に広がる砂すな浜はまの様子にそわそわとしているらしい。

「……ああ。そういや、今までは岩場ばかりで、波なみ打うち際ぎわには近づけなかったもんな」

「あのね、絵本とかに書いてあったから、知識では知ってるんだけど……海って本当にしょっぱいの？」

「そこからか……まぁ、そうだよな。前来た時も、眺めることしかしてないもんな」

　乾かん燥そう地帯のヴァスィリオ生まれで、街がい壁へきに囲まれたクロイツで育ったラティナにとって、水平線まで青一色の大おお海うな原ばらそのものが、珍しく感じるものだろう。

「なら少し、波打ち際に行ってみるか？」

「いいの？」

「転んだりして、濡ぬれないようにな」

　反射的に『保護者』としての注意がデイルから出てしまったのは、内心で「何な故ぜか水辺に近付いた子どもってのは、必ず転ぶんだよな」ということを考えてしまったからだった。着き替がえなどの用意がないときに限って、不思議なほどに、ずぶ濡れになる。郷里にいた折に、年少の子どもたちの面めん倒どうを見ていた際の、経験則であった。

　そんなデイルの言葉を聞いたラティナは、ちいさく膨ふくれた。

「何かデイル、失礼なこと考えたでしょ」

　新にい妻づまとして、『子ども扱い』は看過できないものなのである。

　だが、彼女の機き嫌げんは、街道から砂浜に下りたことにより一いつ瞬しゆんでよくなった。

「うわあぁぁっ」

　感激の声を上げ、駆かけ足あしで波打ち際まで近付いていく。――と、見せかけて、ラティナは波打ち際に到とう着ちやくする前にくるりと反転して、街道近くのデイルの傍まで戻もどる。

「どうした？」

「えーとね。まわり、誰だれもいないよね？」

　きょろきょろと周囲を見回し、街道の人通りも少ないことを確かく認にんすると、ラティナはいそいそとブーツを脱ぬぎだした。少しだけ躊ちゆう躇ちよしたものの、長ズボンからもするりと足を抜く。

　呆あつ気けに取られたデイルが止める間もない突とつ然ぜんの行動であった。

　ズボンを脱いだとはいえ、彼女が着ているのはチュニックであり、下着が見えているということは無い。だが、普ふ段だんは見せることの無い白い脚あしが大だい胆たんに露あらわになっているのは、なかなかに扇せん情じよう的てきな光景だった。

「ラティ……」

「ちょっとだけ、海の中、入って来るねっ」

　その時のラティナは、滅め茶ちや苦く茶ちや、目がキラキラしていた。

　咎とがめようとしたデイルが、その言葉を中ちゆう途とで飲み込んでしまうほどに、輝かがやいていた。

（……そうだよな。こうなるよな）

　元来ラティナは、羞しゆう恥ち心しんが強い。そうであるのに現在は興奮の前に、色々とタガを外しているようである。幼い頃ころより、好こう奇き心しんの赴おもむくものや、興味を抱いたものに対してずんずんと突つき進すすんでしまう性質は変わっていない。そしてデイル自身も、薄うす々うすこうなることを察していたのだった。

『子ども扱い』に膨れる癖くせに、そういった行動は、子どもの頃から変わらないのである。

「ふわぁああぁぁっ」

　引き潮に、足の下の砂が引き寄せられる感かん触しよくに無む邪じや気きにはしゃぐ声を上げるラティナを前に、デイルはすっかり『親バカモード』の心情でそんな彼女を見守るのであった。




　因ちなみに、ラティナは泳げない。

　もしも更に扇情的な水着姿を披ひ露ろうする――なんてことになったら、デイルはすぐさま『親バカモード』を終しゆう了りようさせてしまうのであるが、泳げない彼女は、そこまでを言い出すことは最後までなかったのであった。




　ヴィントも遅おくれて海の中に飛び込んだため、相手を得たラティナの水遊びは、当初の想定よりもだいぶ長い間続いた。夏の最中である。冷たい海水も心ここ地ち良よいのだろう。水みず飛沫しぶきを散らして遊ぶ彼女の様子は如い何かにも涼すずしげで、デイルの目を楽しませた。

「あんまり夢中になりすぎるなよ」

「うんっ」

　今いま更さらの気もしないでもないが、一応注意は入れておく。

　ラティナが楽しそうであるのならば、何刻でも遊ばせてやりたいが、そうすると本日の宿しゆく泊はく地ちまで辿り着つけなくなってしまう。だが、こんな『寄り道』を楽しむことこそが、今回の目的そのものだとも同時に思ってしまう。

　故にデイルは、そのまま裸足はだしで砂浜を歩くラティナの後を彼女のブーツを持って歩きながら、微かすかに苦く笑しようするだけにとどめたのであった。

　砂浜から街道に戻り、東に更に進んだところで、道は分ぶん岐きしていた。分かれた道の先に目を凝こらせば、傾かたむきかけている日の光に赤く染まり始めた空を背景に、町があることが見て取れた。

「何とか、暗くなる前には着けたか」

　安あん堵どしたように呟つぶやくデイルの声に、ラティナもそこが目的地であることを悟さとる。

「あそこが目的地？」

「そうだ。アッフェって言う町なんだが、観光客が多いだけあって、料理や宿の質が良いところも多い。前もってケニスに相談したら、知り合いが経営しているって料理屋も教えてもらったから……ラティナも興味があるだろ？」

　説明の途と中ちゆうで、既すでに表情を輝かせているラティナの様子を見れば、彼女の返答を待つまでも無かった。デイルは内心でリサーチしておいて良かったと、自分の行動を評価しながら、彼女に笑顔を向けた。

「折せつ角かくだから、少し奮発した宿に泊とまろうな」

「あ……でも、ヴィントも一いつ緒しよだけど、大だい丈じよう夫ぶかなあ……？」

「一応『魔道具』の首輪着けてるし、大丈夫だろ。なんか粗そ相そうしたら町の外で留守番させときゃいいんだし」

「わふうっ」

「それが嫌いやだったら、ラティナを困らせるようなことをしないことだな」

「わんっ」

　道徳観念やら社会秩ちつ序じよをこんこんと語るよりも、ラティナを基準に出した方が物わかりの良くなるわんこである。

　アッフェの町も、他の町や村と同様に魔獣や盗とう賊ぞく避よけの壁で囲まれた造りをしていた。街道から町へと入る門に向かう。何処どこの町も、夜間の出入りは制限されることが多い。だが、日暮れとはいえまだ問題なかったようだった。門番に通行料を渡わたし、門をくぐる。

「うわぁぁっ」

　町の中に一歩入ったラティナが驚おどろいたように感かん嘆たんの声を発した。

「本当、宿がいっぱい……クロイツの南区よりも多いような気がするね」

「町の規模に対して、数が多いからそう感じるんだろうなあ」

　町のメインストリートの両側には、古めかしいながらも清潔感のある宿が連なっていた。宿によっては趣おもむきのある前庭を備えているところもあり、総じて客を迎むかえる雰ふん囲い気きが良い。

「デイル、アッフェの町は観光客が多いって言ってたもんね……クロイツみたいに冒ぼう険けん者しやのひとたちとは客層が違うから、宿の感じも違うってことかなあ」

　きょろきょろと周囲を窺うかがうラティナは、そういった観察に余念がないようだった。

「それでも安い宿もあるらしいぞ。長期滞たい在ざいする客相手に特化した宿なんかもあるらしいからな」

「へえぇ……長期のお客さんってことは、『虎とら猫ねこ亭てい』と似た営業方式になるよね。部屋の広さはどのくらいなんだろう。リネンの交こう換かんの頻ひん度どとか、お掃そう除じのタイミングってどんな感じでしてるのかな」

　全く予想していなかったところに食いつかれて、デイルは呆気に取られた後で噴ふき出だした。ラティナのこれは、紛れもない職業病である。

「デイル？」

「いや。……そういった意味じゃ、今回泊まる宿は、参考にはならないかもしれねぇな」

　首を少し傾げるラティナに笑いながら答えて、デイルは彼女の手を引いた。

「一応、評判を聞いて目星をつけていたのは此こ処この宿なんだが……」

「うわぁっ……」

　思わずラティナから感嘆の声が漏もれる。王都などで貴族の館やかたや王宮の豪ごう勢せいな様子すら見てきたラティナであったが、この宿の上品で落ち着きのある設しつらえに、率そつ直ちよくな感動を覚えたらしい。古い歴史のありそうな建物は、どこもかしこも磨みがき上あげられ、清潔感と心地良さを以もつて訪れるものを迎えている。

　それは、客を迎える従業員の応対が好ましかったことでより強いものになったようだった。従業員への教育が行き届いている配はい慮りよも感じる。ヴィントの姿にも不快感を示さない様子から、ヴィントが着けている『魔道具』が何であるのかも知っているのだと窺わせた。

「デイル・レキだ。予あらかじめ連れん絡らくしていたと思うが……」

「デイル・レキ様ですね。お伺うかがいしております。ようこそいらっしゃいました。どうぞ、こちらに。ご案内させていただきます」

　落ち着きのある様子で彼かれ等らを迎えた壮そう年ねんの男性の従業員は、貴族の館に仕える使用人と比べても遜そん色しよくのない立たち振ふる舞まいだった。男性から引ひき継つがれて案内に立った女性の従業員も、礼れい儀ぎ正ただしいさまを崩くずさない。

「聞いていた通り、良さそうなところだな」

「うん」

　ラティナは素す直なおな感情で微笑ほほえんでいたが、デイルは彼女よりも少々穿うがった理由で宿の従業員たちを評価していた。自ら背嚢で荷物を運ぶ今のデイルの姿を見て、使用人や人足を雇やとうこともしない客として、迎えるに値あたいしない格の相手と侮あなどることも出来るのである。無論『デイル・レキ』という名の影えい響きようも否定できないが、同名やなりすましなどもあるし、それだけでは判断材料とするには頼たよりない。

　予想していたよりも期待して良さそうだった。

　長い廊ろう下かにも、汚よごれ一つ見られない。これは、もう一度ヴィントに釘くぎを刺さしておかないとならないなと、デイルは内心で呟いた。

「ねぇ、デイル」

「ん」

「『お楽しみ』のことは、まだ内緒？」

「んー……」

　そこで、少し上目使いで自分のことを覗き込んできたラティナの様子に、デイルは少々言葉に迷った。実物を目にする前に、説明くらいはしておくべきかと考えを改める。

「このアッフェの町は、温泉で有名なんだよ」

「温泉？」

「温泉ってのは知ってるか？」

「うん。本で読んだことがあるよ。地熱で温められた地下水脈が湧わき出でたものだよね」

「ここいらは、『赤の神アフマル』の神気も強いからな。本来の温泉の効能も強められているって言われてる。そのあたりは、まあ、神しん殿でんが言ってる訳じゃねぇ民間療りよう法ほうの延長みたいなもんだけど」

「ふうん」

　よくわかっていなさそうなラティナの反応に、デイルは意図的に爽さわやかな笑みを向けた。

「この町の近場にある源泉の様子は、結構見ごたえがあるぞ。俺おれも仕事であちこち行ってるが、ここのは他では見ない光景になってる。明日にでも、行ってみような」

　これは本心からの言葉である。

　今まで源泉も何も温泉自体が初体験なラティナにとっては、『他と比べる』ことは出来ないが、一見の価値があると思っては貰もらえるだろう。

「ラティナ、今まで温泉ってのは見たことが無かっただろ。気に入ると良いんだがな」

「うん」




　そう答える笑顔のラティナは全く気付いていないようであったが、無論、今回のデイルには下心がある。

　旅行先に温泉をセッティングである。

　そりゃあ、無い筈はずが無いだろうといったほどに、下心があった。




　基本的にラティナとイチャイチャべたべたしているデイルであるが、正式に結けつ婚こんして関係を夫ふう婦ふといったものに改めたからといって、急にその距きよ離り感が落ち着く筈が無かった。むしろ更にイチャイチャして良い理由が出来たと開き直るのがデイルという男の考え方である。

　ラティナは、羞恥心が強い。

　それは夫婦となる以前から今までも変わらない。

　そんなラティナでも、いつもと異なる環かん境きようならば、開放的な気分になるかもしれない。その状態で、いつも以上にイチャイチャしたいと考えて何が悪いのか。

　新婚なのである。イチャイチャして何が悪い。

　だからこその温泉である。

　温泉なのである。




　そう思っていたデイルに水を差したのは、従業員の女性が非常に申し訳ないような顔をして発した一言だった。

「あの……現在、森の奥おくへの源泉へは、立ち入りが禁止されております」

「え？」

　素で、驚きよう愕がくの声が出た。

　どんな戦場でも冷静沈ちん着ちやくな英えい雄ゆうとして謳うたわれているとは到とう底てい思えない、動どう揺よう具合である。

「そうなんですか？」

　おっとりと尋ねるラティナには、そこまで深刻な様子はない。

「現在調査中なのですが、どうやら魔獣相手の変事らしく、専門家を呼ぶのに時間が掛かかっているそうです。この町の駐ちゆう在ざい兵は、窃せつ盗とうなどの対人犯罪を得意としているそうで、対処が難しいのだとか」

「そうなんですか」

「森と町には距離がありますから、危険はありません。ご安心ください」

「はい」

「もちろん、町の中にも源泉はありますから、温泉は問題なく楽しんでいただけます」

「そうなんですね、良かった」

　そう言ってにっこり笑うラティナを前にしてしまえば、流石さすがのデイルも「良くない」と本音をだだ漏もれさせることは差さし控ひかえるのであった。

　案内された部屋は、魔道具の鍵かぎも備えられた、安全性にも考こう慮りよされた上等の部屋だった。部屋の様子を見たラティナの表情がパッと輝いたことから、彼女がこの部屋に満足したことがわかる。

「素す敵てきな部屋だね」

「ラティナが気に入ったんなら何よりだな」

　木目に艶つやが出るまで磨き上げられた家具は、上品なデザインながら、赤茶色の木材の色もあって温かみのある雰囲気となっていた。テーブルセットの椅い子すや壁かべ紙がみには、驚くほど大おお振ぶりな花の意匠が用いられていたが、派手な印象よりも、旅先こその非日常感を感じるスパイス程度の演出となっている。一方でベッドカバーやカーテンなどのファブリックには、花の意匠の一部の色を抜き出したような無地のものが選ばれてあって、落ち着いた調和も感じさせるものになっていた。

　帽子と上着を脱ぎ、設えてあるクローゼットへと仕し舞まったラティナは、背嚢を部屋の片かた隅すみに下ろしていたデイルへと手を差し出す。

「デイル」

「ああ」

　デイルもまたそんな彼女に特に聞き返すこともなく、脱いだ外がい套とうを渡す。

　当たり前のようにそんなやり取りを交かわしている二人には、『新婚』というぎこちなさはあまり感じられなかった。

　ヴィントも、部屋の一角のラグの上が気に入ったらしい。早さつ速そく今晩の寝ね床どこにする算段を付けたようで、ゴロゴロと身体を転がして寛くつろいでいる。

「うわぁ……」

　待ちきれないとばかりに窓を大きく開け、外へ上体を覗かせる勢いで顔を出したラティナは、歓かん声せいを上げた。上等の部屋らしく、この部屋はアッフェの町が一望できる眺ちよう望ぼうの良さも備えていた。趣のある宿場町の光景が、町中を歩いていた時とはまた異なった角度で目に映る。

「すごいな……綺き麗れいだな……」

「……そういやラティナは、いつか『虎猫亭』に負けない宿を開くのが夢、なんだったけか？」

「いつになるかはわからないけど……そういうお店が出来たら良いなあっとは思ってるの。旅をする人や来てくれたお客さんが、ほっと安心できるような場所で……美お味いしいごはんに笑顔になれるようなお店」

　鮮あざやかな夕焼け空を背にして、ラティナはそう答えると微笑んだ。

「ケニスがね。毎日、上う手まくいかないことの方が多いけれど、うまい酒と料理にありつければ、悪いことだけの一日じゃなかったって思えるだろう……って言ってたけど。私も、誰かにそう思って貰えるような場所を作りたいなって」

「そうか」

　ヴァスィリオの妹姫ひめであり、救国の英雄たる『白金の勇者』の伴はん侶りよとなった今のラティナの立場では、一いつ介かいの宿屋や酒場の女将おかみになるという夢は、現実的には難しいものになるだろう。

　庶しよ民みん派は思考で、若じやつ干かん現実逃とう避ひに走る癖があるとはいえ、元々賢かしこい質たちの彼女が、そのことを理解していない筈が無い。

　だからといって、彼女の『夢』を否定する気にもなれず、静かに微笑んで首しゆ肯こうするにとどめたデイルに向かい、ラティナはもう一度微笑んだ。

　少し、いつもよりも大人びた笑い方だった。

「どういう形になるかはわからないけど、きっといつか叶かなえるよ。そうしたらね、ケニスやリタから教わった色々なことを、今度は私が、次の誰かに教えるの。そうしたいなって、思うの」

　祈いのるように手を組んで言ったラティナは、次の瞬しゆん間かんには、陰かげりの無い笑顔に戻った。窓の外、街の中心部に見える大きな建物へと指を向ける。

「ねえデイル、あの建物なんだろう？　たくさんの人が出入りしているのが見えるんだけど……」

「ああ。あれは共同浴場だよ。ここの宿の中にも浴場はあるが、住人や素す泊どまりの宿に泊まる旅人なんかは、あそこを使うんだ」

「へえ……」

「クロイツの湯屋なんかも、『虎猫亭』の風ふ呂ろ場ばとは比べ物にならないくらい大きいわけだが……ここのは、それよりも更にめちゃくちゃ大きいからな」

「そうなんだ」

「一見の価値はあると思うぞ。そうだな、夕飯にも早いし、折角だから行ってみるか？」

「うんっ」

　ぱっと窓から離はなれたラティナは、今にも部屋から飛び出していきそうな勢いだった。デイルはそんな彼女に少し苦笑しながら窓を閉めると、その背中を追いかけたのだった。
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　――ラーバンド国と隣りん国ごくヴァスィリオを繋ぐ街道の途中に、小さな町が作られる、そんな未来さきの時代。




　冒険者たちが切り開き町の基き礎そを築いたといわれるその小さな土地の領主を、ラーバンド国の貴族籍せきを持たないものに任じたのは、希代の英雄への功績に応こたえるが故のことだった。

　英雄の功績に対して、辺境の小さな土地では功績に応じたものではないという声も一部から上がったが、当の本人が仰ぎよう々ぎようしく貴族の一員になることに難色を示したことと、その土地の立地が英雄とその伴侶にとって具合が良い土地であるということから、話が進むことになった。

　新規に切り開かれたその土地の所有権をラーバンド国が声こわ高だかに主張するのは、当時国交を結んだばかりであった隣国ヴァスィリオとの関係性に、緊きん張ちようを生む火種となりかねないものがあった。

　魔ま王おうによる侵しん攻こうで、国力が低下していた当時のラーバンド国は、隣国との間に余計な軋あつ轢れきを生じたくなかったという事情もある。

　領主に任じられた英雄の伴侶は、隣国の妹姫であった。

　故に、ラーバンド国にとっては魔獣の生息域によって飛び地となっているその土地を、両国の友好と共存の象しよう徴ちようとなっている英雄と妹姫に委ゆだねたのである。




　英雄が功を成した『魔王』が一柱との大戦では、過程で多くの犠ぎ牲せい者しやが生まれた。そうした世情を反映して、劣れつ悪あくな環境に身を落とす人びとも多く存在していた。

　領主夫婦、特に領主夫人となった妹姫は、そのような人びとの中でも特に幼い子どもたちへの慈じ善ぜん活動を惜おしみなく行い、天てん涯がい孤こ独どくの身の上の子どもを自らの領地で養育することも積極的に請うけ負おうようになった。

　多くの子どもたちから母親のように慕したわれる彼女は、一方で、その慈いつくしみ深ぶかい行動を称しよう賛さんされることには難色を示した。まるで何かに対しての罪つみ滅ほろぼしでもあるようだと、彼女を知る一部のものからは、その見返りを求めない慈じ愛あいにあふれる姿を形容されることになる。

　町の一角には、『唄うたう白しろ猫ねこ亭てい』という宿が存在している。

　接客の良さと料理の旨うまさから他領にも名を知られる名宿となっているこの宿は、領主夫人が設立に携たずさわった宿であった。

　自らが養育した子どもたちの将来を考えた時に、より多くの選せん択たく肢しを与あたえる機会になればという観点で設立したのだといわれている。『冒険者』縁ゆかりの地とはいえ、全すべてのものが冒険者になれるわけでもない。体術にも、魔ま法ほうにも才を持たないものはどうしても存在している。将来の糧かてを得る為に、それぞれに見合った能力を伸のばす必要もあって作られた場所であった。この宿で下働きを終えた子どもたちは、他所の接客業や料理店に就ついても評価が高く、それに伴ともない宿自体の名も高まっていく。




　領主夫人には、まるで護衛のように幻獣が控えていることも有名なエピソードの一つとなっていたが、その幻獣は『狼おおかみ』であり、自らが作った宿の名に『猫ねこ』を使ったことの理由は、あまり知られていないものとなっている。




　だがそれは、まだ未来さきの話である。――
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　宿に旅の荷物を置いて身軽になったデイルとラティナは、アッフェの町のそぞろ歩きを再開した。目的地は、宿の部屋から見えた共同浴場だった。共同浴場は不特定多数が利用する施し設せつであるからして、風紀や治安上の理由から男女別に分かれている作りになっている。故にデイルの『イチャイチャしたい』という率直な欲求を叶える場になるとは言い難いものがある。

　だがそんな些さ末まつなことは彼かれにとって、目の前ではしゃぐラティナを愛めでることに比べてしまえば「まあ、とりあえずは良いか」と先延ばしにしてしまえることではあるのだった。

　本当にぶれない男である。

「アッフェの町は、観光客が多い土地だから、クロイツ同様に他の人種への偏へん見けんも少ない。でも、どこの土地にも『人間族絶対主義』みたいなことを言いだす変な奴やつはいるもんだから、気を付けろよ」

「うん。でもたぶん、大丈夫だよ」

「確かにラティナは、角の根元も髪かみに隠かくれちまえば見えにくいけど、あんまり楽観的過ぎるのも……」

　共同浴場の内部に入る前に、思い出したようにデイルが言い出したのは、ラティナへの心配の台詞せりふだった。デイルらしいと言ってしまえばそれまでのそんな言葉に、ラティナは苦笑しながら応じる。

「でもね、デイル……『魔王を害せるのは勇者だけ』なんだよ。お風ふ呂ろの中でたまたま『勇者』に嫌がらせをされるってことは、なかなかないと思うんだ」

「『魔王』の命に係かかわるような影響は『勇者』にしか起こせないとしてもだ。そこまでじゃない嫌がらせだったら、他の奴にもできるだろ」

「心配し過ぎだとは思うんだけど……でもね、心配してくれるのは嬉うれしいな。ありがとうデイル」

「本当に、気を付けるんだぞ」

「うん」

　半刻に満たない時間のしばしの別れだというのに、このいちゃつきようである。

　宿でゴロゴロしているわんこのツッコミが恋こいしくなるような、甘いやり取りであった。とはいえ共同施設の入り口の前という場所を弁わきまえることもない暴挙をしでかしているのも、ある意味新婚カップルとしては正しいのかもしれない。

　共同浴場の中は、まずはロビーとなっている空間となっていた。受付でデイルが二人分の料金を支し払はらうのを見ていたラティナは、幾いく人にんかの人びとが、木札のようなものを受付に見せて奥に入って行くことに気が付いた。暫しばし考え、それらの人びとが、服装などから察するに町の住人なのだろうと見当を付ける。料金をまとめて払はらった証あかしが、あの木札なのだろう。

（まとめて払うと、少し安くなったりするのかな……それとも、町に住む人にだけ、料金が安い設定とかあるのかな……）

　そんなことを考えるラティナは、根っからの庶民派思考なのである。

　受付の奥は、男女で左右に分かれる造りとなっていた。デイルと別れたラティナは、浮うかれ気分で先へと進む。

「おっ風呂、お風呂っ」

　そんな彼女が足を止めて首を傾げたのは、更にその先の通路が、二つに分かれていたからだった。

「……人間族専用のお風呂に分かれてるんだ。デイル、心配し過ぎって訳でも無いのかな……」

　普段、人種の違いを気にすることの無いラティナであるが、こうはっきりとした違いを他者から突き付つけられると、少し気分が落ち込む。

　だがラティナは、どう見ても人間族である他の客たちが、『人間族専用』側に進んでいる訳ではないことに気が付くと、首を傾げた。

「ん？」

　気になったからには、早速、通りかかった従業員を捕つかまえて確認する。

「ああ。確かにこちらのお風呂は『人間族専用』なんですが、狭せまいですし、大体のお客さんは向こうの広い方の共通浴場を利用するんですよ」

「そうなんですか」

「差別主義者がどうこうってよりも、獣人族の毛や、水鱗族の鱗が、湯に浮かぶってのが気になるって人もいらっしゃいますからね。そんなお客さんへの配慮なんです」

「はあ」

「季節の変わり目なんかは、共通浴場の方でも、獣人族専用の湯ゆ舟ぶねを指定させてもらうんですよ。普ふ通つうにしたら、詰つまっちゃうんでね」

「確かに凄すごそうですもんね……」

　獣人族の特とく徴ちようは、三角耳と尾お、そして全身を覆おおう獣じゆう毛もうである。

　日ひ頃ごろヴィントのブラッシングをしているラティナであるからして、表面積の多い獣人族の抜ぬけ毛げ事情もおおよそ察してしまうことになる。

「石せつ鹸けんや手て拭ぬぐいのレンタルもありますけど、獣人族は他の人族の倍くらい石鹸を使うこともありますし、水鱗族は、手拭いよりも硬かためのブラシで身体を擦こすることを好みます。たまに翼人族のお客さんもいらっしゃいますけど、あまり長時間水につかるのは好まないとのことで、主に蒸むし風ぶ呂ろを利用していかれます。まあ、種族それぞれですよね」

「それぞれに好みとかがあるんですね……勉強になります」

　そうやって疑問が解決したラティナは、再び鼻歌まじりに歩を進めることになった。すっきりしたというのと同時に、新しい知識が増えたことに単純に嬉しくなる。

「ヴァスィリオでのお風呂は、すごく温ぬるめだったしなあ……フリソスも、熱めのお風呂は苦手そうだったし。私もあんまり熱いのは苦手だし、魔人族の好みってのもあるのかな」

　客の好みや要望に柔じゆう軟なんに対応しているのは、同じ客商売を生業にしているものとして敬意を抱く。

　デイルが考えている以上に、やはりラティナの根っこの部分は、『隣国の妹姫』よりも、『虎猫亭の看かん板ばん娘むすめ』の方なのかもしれなかった。

　クロイツでも、大多数の一いつ般ぱん的てきな人びとは、湯屋という共同浴場を利用している。

　だがラティナは、殆ほとんど湯屋を利用したことが無かった。『踊おどる虎猫亭』には浴室が設えてある。本来は客の要望に応えるための施設なのだが、幼い時分は彼女を一人で湯屋まで通わせることが困難であったし、成長してからは店の大きな戦力である彼女の勤務時間を確保するために、利便性を優先してそこで入浴を済ますことが多くなっていた。

　庶しよ民みん街である東区住まいの友人たちの話を聞いて、興味本位に行ってみたことはあるが、ほんの数える程度のこととなっている。

　だからラティナは、全身を伸ばしても届かないほどの大きな湯舟というものに、まずは率直に感動を覚えた。

「うわぁぁ……」

　少しトロリとした質感を感じる泉質を確かめ、肩かたまで浸つかって感嘆の息を漏らす。普段の入浴では出来ないほどに、思い切り全身を伸ばしてみた。
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「凄いな。大きなお風呂って良いかもしれない」

　とはいえそんな感想をデイルの前で発してしまえば、『虎猫亭』に大浴場を建設するとでも言い出しかねない。知らず浮かんだそんな想像に、くすりとちいさく微笑む。

　鼻歌まじりにお湯の感触を楽しんだ後で、再び周囲の観察に意識を戻す。

　デイルの勧すすめに応じて受付で借りた石鹸には、精油の香かおりが漂ただよっている。普段使っているものとは異なるものであるが、如何にも女性が好きそうな華はなやかな香りだった。使ってみるのが楽しみだと、洗い場に足を向ける。

「そういえば、ここに来る途中に、石鹸の専門店があったなあ。珍めずらしいって思ったけど、滞在中に色んなもの試ためしてみたり、お土産みやげなんかにするのには良いのかも」

　もこもこと普段の入浴時よりもたくさんの泡あわを立てながら、ラティナは独り言ごちた。

　折角だからと贅ぜい沢たくをするかという心情故ゆえの行動ではあるが、そんなところも庶民的なラティナなのである。

「石鹸の香りに合わせた香こう油ゆも欲ほしくなっちゃうな。デイルに寄り道しても良いか、聞いてみよう」

　楽しげに呟きながら身体を洗う。

　その間も、無意識のうちに周囲に目を配る。地元のひとらしき人びとが使う洗体用の独特な形のスポンジや、水鱗族が好むというブラシに目を留め観察することも忘れない。

　あんな風にがしがしと洗うのも、冒険者たちには人気が出るかもしれない。

　普段の生活では見ることの無かった道具に対し、ラティナの興味は尽つきなかった。

　仕入れ値との折り合いが良さそうだったら、試しに少し買って帰ってみよう。

　そのように、単純に消費者目線とも言い切れないところで思考を巡めぐらせているラティナは、石鹸の良い香りに包まれながら、ささやかな幸せに浸ひたったのであった。




　その結果。

　大浴場での入浴を終えたラティナと合流したデイルは、彼の想定していたのとは少し異なる『温泉街デート』を、新妻とすることとなったのである。




　観光客が多いアッフェの町は、共同浴場から各宿への移動などに配慮がされ、町中の夜間の灯あかりも整備されていた。道の石いし畳だたみの一部が発光するように、柔やわらかな灯りを放っている。魔道具ではなく、蓄光石と呼ばれる魔ま力りよくを帯びた素材の加工品で、周囲の光度が下がると光を放つという特性があるが、日中は石畳と違ちがいが判わからず目立たない。景観を崩さないという点も、採用されている理由だろう。

「その反面、魔道具に対して整備や調整が面めん倒どうって点がある。後、光量や持続時間が日中溜ため込めた光の量に依い存そんするから、一定じゃない。そういった点で問題を持ってる。その分、安価ではあるから、窃盗なんかの可能性は低いってとこじゃねぇかな」

「そうなんだ……面おも白しろいねえ」

　笑え顔がおのラティナは、とても可愛かわいらしい。そこは間ま違ちがいない。

　洗あらい髪がみを束ね、温泉で仄ほのかに赤く上気したうなじが露あらわになっているのも、普ふ段だんあどけない印象の方が強いラティナの、異なる面である。眼福なのである。そこに異存がある筈が無い。

　だが、何か違う。

　仄かな灯りに包まれた趣のある町。そんなロマンチックである筈の環境の最中にいるにもかかわらず、なぜ自分は町中の整備事情についての講こう釈しやくを求められているのだろう。

　いちゃいちゃしながら、甘あまい言葉を重ね、睦むつ言ごとを交わし合う。

　政略でも、見合いでもなく結ばれた、熱々の恋れん愛あい結けつ婚こんなのである。新しん婚こんとしては、それが正しい行動ではないだろうか。

「あ。あそこのお店！　デイル、ちょっと寄り道しても良い？」

「ああ」

　ラティナの求めに応ずることはやぶさかではない。可愛らしい我わが儘ままや、ショッピングも、もっと望んでくれて構わないとは思う。その位の稼かせぎも甲か斐い性しようもあると、自負している。

　だが、やはり何かが違うと思う。

「……やっぱり、もう少し早く結婚まで至るべきだったのか……そうすれば、もっと甘さを堪たん能のうできたのか……？」

「ん？」

　地元民が贔ひい屓きにしているという、飾かざり気けも素っ気もない雑貨店の片隅で、植物を乾かん燥そうさせて作っているという洗体用のたわしを満足気に手にするラティナの姿に、デイルは明確な答えの出ない問いを自問するのであった。

　ただ、好こう奇き心しんが満たされたのか、きらきらと眸ひとみを輝かがやかせるラティナはそれでも可愛らしかった。

　その感想からは一歩もぶれることの無いデイルは、彼もまた、非常に彼らしいとしか言いようがない。

　しかも、次に寄った石鹸の専門店だという店で――

「普段、デイルとこういったお店に寄ったことはなかったけど。デイルは、どういった香りが好きなのかなって……そういったことは、ちょっと、気になったりするから、一緒に来てくれてうれしいな」

　なんて、照れたような表情でラティナに言われてしまったことで、すっかりデイルは、つい先ほどまでの煩はん懊おうを水に流してしまうのであった。相変わらずといえば相変わらずすぎるのが、デイルという男の思考回路なのである。揺ゆらぐことなき残念仕様であった。




　その後で、ケニスの知人が経営しているという料理店へと足を向ける。

　ラティナにもそのことはあらかじめ言っていたのだが、到とう着ちやくした店の、いかにも高級店らしい店構えに、率直に驚いた顔になっていた。

　デイルは内心で、ラティナが『たわしはアッフェから帰路につく前に購こう入にゆうしていけば良い』という判断に至ってくれたことには、安堵していた。片手に日用品の袋ふくろを提さげて扉とびらをくぐるのは、流石さすがに躊ちゆう躇ちよする格の店である。

「ケニスってすごいねえ……」

「ラティナの人脈も、たぶん相当のものになってるとは思うんだけどな……」

　呟いた後でデイルは、ラティナの手を取る。

「さて、行くか」

「でも、お風呂上がりで、普ふ段だん着ぎだよ。大丈夫かな」

「心配するな」

　彼かの女じよを安心させるように微笑んで見せてからデイルは、店の前に立つ。仰々しい看板などは出されていないのだが、迎える品の良さそうなドアマンと、扉に繊せん細さいに施ほどこされた彫ちよう刻こくの意い匠しようが、目的の店であることを示していた。

「凄い」

　ほうと息をつくラティナは、満開の花の彫刻に釘くぎ付づけになっている。華やかだが上品な仕事は、確かに感嘆するほどに美しい。

「ご予約頂いていた、デイル・レキ様ですね」

「ああ」

「お待ち致いたしておりました」

　礼儀正しく応対するドアマンは、普段着姿のデイルとラティナの様子に眉まゆを顰ひそめることも誰すい何かすることもなく、礼を取った態度でドアを引いた。

　大だい丈じよう夫ぶだっただろと、目で言うデイルに、ラティナも安あん堵どの籠こもった微笑みで応じる。

　ドアをくぐる寸前から、二人の纏まとう空気が変わる。

　背筋を伸ばし、ラティナをエスコートするデイルの姿は、王都をはじめとした社交界で磨きぬかれた完かん璧ぺきな紳しん士し然としたものだった。

　そんなデイルに釣つられて、知らず応じるラティナの仕草も、『白金の妖よう精せい姫ひめ』としてラーバンド国の社交界をにぎわせた姫ひめ君ぎみに相応ふさわしい品格のものとなる。

　目の肥えた一流店のドアマンであるからこそ、その風格に敬意を覚える。実用性を重視した旅装であっても、いや、だからこそ、姫君との一時のお忍しのび旅らしい様子だと内心で呟つぶやく。

　デイルが自分の『名前で予約を取った』ということ、そして推測される同どう伴はん者しやが『妖精姫』だと思われることから、一流の店であればあるほど配慮は徹てつ底ていされたものになっていく。

　デイル・レキという名前には、それだけの影響力がある。デイル自身もそのあたりはしっかり自覚しているのだが、やはりラティナはそのあたりの自覚も少ないらしい。

（クロイツからほとんど出ることねぇし、俺が彼あ方ち此こ方ちでやらかしてた時の記き憶おくがラティナには無いってところが大きいんだろうな）

　案内された先の個室で、上質なテーブルクロスやカトラリーに無む邪じや気きに手を滑すべらせ楽しそうにしているラティナを見ながら、デイルは独白して苦く笑しようした。

　ラティナは、そんな風に生来の好奇心の赴おもむくままに、めったに訪おとずれることの無い『高級店』を満まん喫きつすることに決めたらしい。とはいえ、店員の目があるところでは、貴婦人の如く優ゆう雅がな姿に改められる。その様子は見ていて単純に面白い。

「メニューを選ぶのもラティナの楽しみなのは知っているけど、今回は、予約の際に注文も済ませちまってる」

「そうなの？」

　ラティナが、少し残念そうになったのも一いつ瞬しゆんのことだった。デイルから出された言葉に彼女の表情が改まる。

「ケニスの勧めで、料理人の看板料理スペシヤリテを含ふくんだコース仕立ての注文を済ませておいた。絶対に食べておくべき料理を外さないようにってのが、ケニスの言い分だったんで、そうした。んで、ラティナも最後まで食べられるように、ラティナの分は少し量を減らしておいてくれるように頼たのんである」

　デイルにしてみれば、雑談の延長気分の説明だったのだが、ラティナは違う意味で捉とらえているらしい。酷ひどく真しん剣けんな表情で考え込み始めた。

「えーと……ラティナ？」

「きっと、私が好みや好奇心で注文したら、料理選びで失敗しちゃうところだったんだね」

「何処どこでそういう結論になったんだ？」

「看板料理スペシヤリテ……そうだよね、お店の顔になる料理は、絶対外しちゃいけないんだ。注文するときはそういった点も忘れちゃいけないんだよね」

　デイルにしてみれば、別に食事なんてものは、食べたい時に食べたいものを食べるのが一番だと思うのだが、どうにもそういったことを言いだせないラティナの雰ふん囲い気きである。

「……『勉強』か？」

「ケニスのお薦すすめのお店だよ。勉強するところだらけだよ！」

　きっぱりと言い切るラティナの姿は、非常に毅き然ぜんとしていた。

　ラティナの立場はこの数年で目まぐるしく変わっているような気がするのだが、ケニスとの師し弟てい関係という点は、まったく微び動どうだにしていないらしかった。

　アッフェの町は、料理人という視点のラティナにとっても感かん嘆たんすべき立地であったらしい。海が近く、山やまの幸さちにも恵めぐまれている。流通の要所であるクロイツのように各地の様々なものが集まるという利便さはないが、産地だからこそ手に入る食材は、どれも新しん鮮せんで目新しいものも多い。

　前菜に使われた貝も、クロイツでは入手の難しい食材である。共に蒸しあげられた花芽の付いた若菜が、目にも美しい。健けん啖たん家かぶりを見せて皿の上の料理を片づけていくデイルに対し、ラティナは一つ一つをじっくりと確かく認にんするように味わっている。

　夏の季節限定だというポタージュスープは、淡あわい若草色といい、さらりとした食感といい、全てが軽かろやかに涼すずやかに仕上げられている。魚料理として供された海老えびのタルト仕立ては、切り分ければ、断面に鮮やかな何色もの層が現れた。どれも大衆店ではできない手間がかかっていると、料理人の仕事振ぶりすら見み抜ぬいていく。

　そんなに難しい顔をして、料理は楽しめているのかとデイルは心配にもなるが、それはそれで彼女の楽しみ方であるのだろうから、野や暮ぼな突っ込みは入れずにおく。

　看板料理スペシヤリテは、驚おどろくほどにシンプルな白身魚のソテーに見えた。

　旨いことは旨いが、他の料理ほどの華やかさは感じられない。そう首を傾かしげるデイルに対し、ラティナは一口噛かみ締しめて、衝撃をうけている。

「そっか、そうなんだ……そういうこともあるんだ、凄いなあ……」

　残念ながら、デイルには何にそこまで感動しているかはわからなかったので、共感することは出来なかった。添そえ物ものの生花が飾りではなく、食用に育てられたものを使ったサラダ仕立てになっているという説明への驚きだけは、共有できたのでよしとする。

　肉料理も美しい盛り付けで供されてきた。

「……これ、獣人族の村で食べたことのある味だ。こういった調理法もあるんだ……」

　ほろ苦い風味がアクセントになっている緑のソースを味見して、ラティナが唸うなる。絶ぜつ妙みような火入れの赤あか身みの肉が何であるのかについては、デイルの方が詳くわしかった。

「家か畜ちくじゃない獣じゆう肉にくも、クロイツではあんまり出回ってねぇもんな」

「そっか、狩しゆり猟よう肉なんだ……ティスロウでのお料理もおいしかったけど、それをラーバンド国風に調理していくと、こういった料理になるんだね」

　食事の最中、料理に合わせたワインを嗜たしなんでいたのはデイルだけとなるのだが、ラティナはアルコールに弱い自分自身に非常に悔くやしそうな顔をしていて、グラスを傾かたむけるデイルは申し訳なくなった。酒に対して基本的には執しゆう着ちやくを見せることの無いラティナが、こういった反応をするのは珍しい。

　どの料理も非常に完成度が高いからこそ、店側から料理に合わせて提案されるワインとの兼かね合あいが気になって仕方がないらしい。

「ラティナが酔よっても、俺おれがちゃんと連れて帰るから、少しくらい呑のんでみるか？」

「……そうしてみたい気もするけど、味覚が鈍にぶっちゃったら、もっと悔しいから、我が慢まんするの……っ」

「そうか」

　やはり彼女は、ぶれることが無かった。

　デザートの量は、甘あま党とうのラティナにとっては少なかったのではとデイルは心配になったが、彼女はふるふると首を横に振ふる。

「もうお腹なかいっぱい。これ以上は食べられないよ」

「そうか」

「少しずつ色々食べられて楽しかった。ありがとう、デイル」

　ラティナに素す直なおな感謝の言葉を向けられて、デイルの表情も緩ゆるむ。この言葉ひとつで、掛けた手間は全て報むくわれる心情となるのであった。

　そんな会話を交わしつつ寛いでいると、店員からオーナーシェフである料理長が挨あい拶さつに来たいという申し出を持ってきた。ケニスの知人ということもあるし、便べん宜ぎを図はかってくれた相手でもある。挨拶をしたいという点に於おいては、こちらも同意見であったので了りよう承しようすると、時を置かずして恰かつ幅ぷくの良い老年の男が姿を見せた。

　当あたり障さわりのない挨拶――というデイルの胸むね三さん寸ずんは、予測可能ではあったが、若干興奮気味のラティナに依よって無かったことにされた。というよりも、おそらく彼女の反応は、世間一いつ般ぱんではアイドルや英えい雄ゆうといった存在に対する反応と同種のものである。世界規模の英雄譚たんのヒロインとしては憧あこがれの視線で見られる側だと思うのだが、ラティナ自身にとっては、自分よりも腕うでの立つ料理人の方が賛辞を受けるに値あたいする存在となるらしい。

　灰色の眸をきらきらと輝かせたラティナに、尊敬のまなざしを向けられた料理人の方も、満まん更ざらではなさそうな顔である。

　普段ならば、自分以外の男性にラティナがそんな視線を向けることも、向けられた男性の表情が緩むことにも、面白くないという態度を隠さないデイルであるのだが、

「あのお魚の為ために、この場所にお店を開いたんだなって事もわかりました。凄かったです」

　何を以もつて、ラティナがそんな発言をしているのか、さっぱりわからなかったので、沈ちん黙もくを守る選せん択たくをした。

「そうか。ケニスが弟で子しを取ったと聞いた時は話半分だったが、良い後こう継けい者しやを見付けたらしい」

「まだまだ勉強中の身です」

　恥はずかしそうに浮かべる笑顔も、心底嬉うれしそうに見える。『妖精姫』として様々な貴人から賛辞を受けていた時よりも、彼女にとっては余よ程ほど嬉しいことであるらしい。

「やっぱり、料理人の方が、ラティナにとっての本来の職業なんだろうな……」

　かくいう自分も『勇者』として受けた称賛にはあまり価値を見み出いだしていないのだから、あまりひとのことは言えないかと、デイルは独白しながら熱い珈琲コーヒーを啜すする。

「看板料理スペシヤリテに使っているお塩も、特別なものでしたよね」

「わかったか」

「はい。ただ、燻くん製せいされていることはわかったのですが、嗅かいだことの無い香りで、樹きの種類まではわかりませんでした」

「種類がわからないと断言できるのは、たいしたものだ。香りは良いが、生息数が少ない樹でな。この辺りにはその生息域があるっていうのも、店をこの場所で開いた理由だ」

　話の次元は、デイルの理解を超こえ始めていた。

　一方で、ラティナの返答は、店主のお気に召めしたらしい。

　彼女が真剣に話を聞いているという事もわかるのだろう。段々と話に熱が入って行く。

「杏あんずに似た白い花を咲さかせる樹木だが、実は薄うすく食用に向かない。その為、『偽にせ杏あんず』なんて呼ばれ方をしているが、古い学術書にあるという『深山杏』という呼ばれ方の方が、俺は趣おもむきがあって良いと思う」

「ああ！　だからこのお店のモチーフは杏のお花だったんですね」

「食用に向かないとは言っても、香りは非常に高い。俺は、香りを移したリキュールをコースの途と中ちゆうに出す氷ひよう菓かに使っている」

「あの甘い香りはそれだったんですね」

　デイルのカップの中の珈琲は空になったが、まだまだ話は終わらないようだった。そんなところは師匠ケニス譲ゆずりだと、諦あきらめに似た目で夢中になっている様子のラティナを眺ながめる。

　ラティナは非常に楽しそうである。ならば何も問題は無かった。

「春の終わりから夏の初めの時季には、深山杏の根元に、茸きのこが出る。他の樹からは出ない茸だから、これの採れる量も非常に少ない。地元のものしか味わうことの出来ない贅沢だ」

「きのこ……」

「採れたてのものは特に香りが良い。深山杏の薪まきで軽く炙あぶると互たがいに引き立て合って格別だ。それを最上とするのは料理人としては複雑になるのだがな」

「へえ……」

　どこかうっとりと夢見るような表情になったラティナは、思いを馳はせているようだった。

　吟ぎん遊ゆう詩人ならば、愛の歌の一つも紡つむぎ出してしまいそうな表情だったが、彼女が考えているのは食材なのだと思うと、少々残念だとも思ってしまう。

「ちょうど今の季節ですね。そのきのこを、どこかで食べることは出来ますか？」

　ラティナの発した質問に、今の今まで饒じよう舌ぜつだった料理長は、少し気まずいような顔になった。

「いや……」

「もう今年は終わってしまったんでしょうか」

　収しゆう穫かく時期というものは、兎と角かく、環かん境きように左右されやすい。そのことを知るラティナは、微かすかに落らく胆たんした顔をしながら、そんな推測を口にした。

　だが、料理長はそれにも否と首を振る。

「今年は、味も良く豊作な当たり年だったんだが、深山杏の生えている源泉近くの森が閉へい鎖さされてしまってな。魔ま獣じゆうの異常発生が原因らしいが、解決する頃ころには流石に時季も終わってしまうだろう」

　その返答に、ラティナは非常にわかりやすく落胆した。




　はっきりと無理ならば、ラティナは此こ処こまで落胆しなかっただろう。

　時季が終わってしまった。今年は不作で採れなかった。そういった理由であるならば、それなりに落胆するものの、仕方がないと諦めもつく。

　だが、目の前にたくさんあるのに難しいという現実は、簡単に諦めるという心境に至ることを困難にさせる。再びこの町を訪れることが何時になるのかは、予測も出来ない。それが、この季節である保証もない。『次の機会』というものが易やす々やすと訪れることが無いことだけは、はっきりとしている。

　だからラティナは、これだけ落胆してしまったのだった。

　それでもラティナは、我わが儘ままを言うことを苦手にしている。

　これだけわかりやすく、がっかりしていることを雄弁に表情に出しているというのに、その要望を口にすることは無いのだった。




　宿に向けて夜道を並んで歩くその際に、デイルは口数の減ってしまったラティナに声を掛かけた。怒おこっているのでも呆あきれたわけでもなく、静かな優やさしい声は、微かに困ったような声こわ音ねを含んでいた。

「……ラティナは、もっと俺に、我儘とか、おねだりしても良いと思うぞ」

「デイル？」

　蓄光石が、淡い光を放っている。

　その灯りに照らされるラティナの表情は、憂うれいのある表情であるからこそ、頼たよりなさ気げな儚はかなさ故の美しさを感じさせる。

　だが自分が一番見たい彼女の表情は、そんなものではない。

「俺は、ラティナの為なら、結構頑がん張ばれるんだぞ？」

　慈善事業などは柄がらではないし、英雄と呼ばれることに興味はない。だが、彼女の笑顔の為ならば自分はどんなことでもしてしまう。

　それこそ、彼女の笑顔を守る為ならば、魔ま王おうを倒たおすことだって、容た易やすいのだ。

「ラティナの『お願い』だったら、出来うる限り叶かなえてやるぞ？」

「デイル……」

　淡い光の道。幻げん想そう的てきな光に照らされたその空間で、憂い顔がおの姫君は稀き代たいの勇者の手を取った。促うながされた禁断の願いを口にする。




「きのこ食べてみたい……」




　英雄譚の一節の如きシチュエーションにも関かかわらず、ラティナが発したのは、ロマンチックさとは程ほど遠とおい台詞であった。

　また、魔王と同列に語るのはやめて欲しい所である。あまりにも、この残念勇者に討うたれた魔王が、浮かばれない。




「おう。明日、ちょっとばかりヴィントと留守番しててくれな」

　そして、ようやく引き出した年下の愛妻の珍しい我儘に、デイルは非常に嬉しそうな表情で破顔したのだった。





†
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　黒い革かわのコートと、左手の籠こ手て。腰こしに佩はくロングソード。常の武装を身に付けて、デイルは夜のうちに宿を出た。実のところ早朝でも構わなかったのだが、ラティナの安あん眠みんを妨ぼう害がいしても申し訳ないのが理由である。ラティナは心配してくれたが、魔族となって以降のデイルにとって、睡すい眠みんという行動自体の必要性は下がっている。数日単位なら、休息を取らなくとも問題ないのだった。

　食しよく糧りようなども必要無いので、荷物は最低限のものだった。

　アッフェ奥おくの源泉には、かつて訪れたことがある。本来ならばラティナを連れてきたかった場所であるから、地形や場所についてはあらかじめ復習してきている。とはいえ、時間帯もあって視界が悪い。だから念には念を入れて、森の奥に踏ふみ込む前に、普段よりも丁てい寧ねいに魔力を練った。

「〝我らが神に連なりしもの大地よ、我がデイル・レキの名のもと命じる――〟」

　唱えたのは、デイルが得意としている『地』属性魔ま法ほうの中でも、使用する頻ひん度どの高い、周囲の地形や方角を把は握あくする為の魔法だった。デイルが得意な魔法と言いい換かえても良い。感覚的に、周辺の地形を掌しよう握あくしたデイルは、不安の無い確かな足取りで奥へと進み始めた。

　デイルは、詳しくこの森の様子を知る訳ではない。

　だが、植生や環境から、推測することは出来る。

　目を凝こらし、暗くら闇やみの中の気配を探さぐる。土と草木のにおいの中から異常を探る。捉えた微かな違い和わ感かんを見過ごすことなく、その理由を見つけ出す。

　恐おそろしいほどの集中力であり、能力だった。

　元々デイルは、『魔族』となるより以前から、森というフィールドでの探たん索さくを得意にしている。慣れた仕事であるからと油断することもなく、集中を切らすこともない。

「焦こげた跡あと……？」

　樹の幹についた傷を確認し、眉を顰める。比ひ較かく的てき新しい傷に見えるが、傷の表面が融ゆう解かいし、焦げ付いたようになっている。その反面、周囲の草むらなどには、火が消えた跡などは見られない。自然発火したものが消えたにしても不自然だった。

「……」

　黙もつ考こうして、理由を推察する。いくつか浮かんだ理由の何割かは、可能性が低い与太話に近いものだ。だがそれを否定する材料を探す過程は、確実な推論へと至る為の筋道となる。




　無論デイルは、――魔獣が原因。魔獣の異常発生の可能性――そういった危険性の高い事象の話を聞いて、ラティナを宿に置いて単独行動をしている訳なのだが、そこにも彼かれの『残念さ』が潜ひそんでいた。

　真剣に『仕事』に挑いどむデイルは、英雄という名声に恥じることの無い相応しい姿となっている。鋭するどく視線を配る目元も、緊きん迫ぱく感を感じさせる真ま面じ目めな表情も、歴戦の冒ぼう険けん者しやとして何ら違和感のない姿である。

　ラティナは、そんなデイルの姿を知らない。

　ラティナが今のデイルの雄ゆう姿しを目にしたならば、『格好良い』という率そつ直ちよくな賞賛を贈おくることだろう。彼の知らない一面を見ることが出来たと、頬ほおを染めるに違いなかった。

　だが、こんなデイルの姿は同時に、『ラティナがいない』からこそ見られるものとなっている。ラティナが隣となりにいる時のデイルは、どんな時でも間違いなく表情と緊きん張ちよう感を緩め、彼女を全力で愛めでることを忘れない。真面目な表情とシリアスな空気は、それ以上の溺でき愛あいムードに駆く逐ちくされてしまう。

　そういったこともあって、ラティナは、『英雄らしい』デイルの姿を見ることが出来ていないのであった。そして、恐らくこれからも実現はかなり困難なのである。

　それを残念と言わずして、何と言うべきか。




　朝日が昇のぼり、周囲が明るくなり始めても、視界が開けることが無かった。

　深い霧きりが出ていたのである。海が近いこともあり、霧が発生する土地であるのかもしれない。だが、気温や季節といった気象条件がそぐわなく感じられた。

　だが、これも魔獣が引き起こしている事象ならば、この辺り一帯が閉鎖されたのにも頷うなずける。白く濁にごった視界は、道に詳しい地元のものの探索も困難にする。遭そう難なんという事態を避さける為の防護策でもあったのだろう。

「ってことで、すっげえ霧で真っ白だった」

　そんな報告と推測を、デイルは、朝食の席でラティナに披ひ露ろうしたのである。

「ふわあぁ……それは見てみたかったな。でも、迷子になっちゃうかな……」

「俺がラティナを見失う筈はずが無いから、大丈夫だぞ」

「はーぜろ」

　ラティナの足元に行ぎよう儀ぎよく座すわるヴィントが、尾を振りながら合いの手のように突っ込みを入れた。

「この宿の朝食、旨うまいな」

「うん」

　当たり前のようにデイルが宿に戻もどってラティナと向かい合わせに座るのは、朝食の時間であるからだった。

　デイルにとっては、あくまでもラティナとの旅行が主目的で、魔獣の探索は、物のついでである。共に朝食をとるという日課であり、日々のうるおいである行動を疎おろそかにする理由にはならない。

「宿の主人に事情を知る奴やつを紹しよう介かいして貰もらって、この状じよう況きようが、魔獣が原因だと推測した理由を聞かせて貰おうと思ってる。それが俺の推測と合致したら、なるたけ早く片付けてくるな」

「……うん」

　あまりにもデイルがあっさりと言うものだから、ラティナは彼を心配するべきか、判断がつかなくなってしまった。デイルの様子を見ている限り、非常に事態が簡単そうに思えてしまう。

（でも、町の駐在兵のひとたちじゃ、対処できないって言ってたはずだったよね……？）

「ヴィントと一いつ緒しよなら、街の散策とかしてて良いけど、気を付けるんだぞ」

　逆に心配されてしまった。

　大人しく、うんと頷きながらも、ラティナは内心で再び首を傾げていた。

　デイルは、あくまでも食後の散歩に行くような雰囲気である。魔獣退治とは、そんなに気楽に構えていて大丈夫なものだっただろうか。

　あくまでも軽い印象のデイルを見送ってから、食後のお茶を楽しむ。

　とりあえず、考えていてもわからないことにいつまでも囚とらわれていても仕方がないかと、結論付けた。空いてしまった一日である。雑貨屋巡りをしてみようかと考える。昨日寄った店以外も探してみれば、面白いものが見つかるかもしれない。そうだ、今日も大きなお風ふ呂ろに行ってみよう。次々に浮うかんだ考えを並べてみれば、一日の予定は埋うまってしまいそうである。

「ヴィントも温泉、入れたら良いんだけどねえ」

　折せつ角かくならば、同行犬であるヴィントも楽しめれば良いのだがと、独り言が漏もれた。

「わふ？」

「獣人族のひとも入れるんだし……聞いてみるだけ聞いてみようかな」

　不在の間に、熱望していた混浴イチャイチャデートを、飼い犬が実現してしまいそうだという事態になっていることには、流石にデイルの予測も及およばなかったのだった。




　スライムという魔ま物ものがいる。

　分ぶん裂れつで増える単純構造の生物だと考えられているが、生態には謎なぞの部分も多い。故に、本来ならば生物全ぜん般ぱんに使われる『魔獣』という呼こ称しようではなく、非生物に対して使われる『魔物』に分類されている。

　保有魔力が、異常に多いこともその理由の一つである。

　そのことが、スライムという種は、元々人工的に作られた魔法生命体であり、今日見られるものは、それが野生化したものであるという説の根こん拠きよとなっている。

　また、環境に応じた多様性を獲かく得とくしていくという特とく徴ちようを持っている。結果、様々な亜あ種しゆがいる魔物としても知られているのだった。

「推測通りだな」

　デイルが呟いたのは、源泉の近く、なみなみと澄すんだ水を湛たたえる泉の側でのことだった。

　水面の奥、澄んだ水のその奥が、奇き妙みように揺れる。風に揺れる水面に反して、濃のう度どの異なる何物かが潜んでいるかのように、重く揺らめいている。

　その身体組織の多くを水分に依存するスライムは、水辺を好む。また、保有する強い魔力を用いて、周囲の水分濃度を上げるという魔法現象すら引き起こすこともある。今朝の霧は、その余波を受けてのことだろう。

「源泉の方にはいなかったから、熱耐たい性せいは持ってなさそうだな」

　それは不幸中の幸いだろう。源泉や、温泉を経由してアッフェの町に入りこんでいたならば、被ひ害がいは計り知れない規模になる。

　そして何より、そんなことになったらラティナに危険が及ぶ。

　そのようなことを見み逃のがすわけにはいかない。変質しやすいスライムが、熱耐性を獲得する前で良かったと幸運に感謝する。

　スライムに、物理攻こう撃げきは有効ではない。

　通常目にする個体は、実のところは単体ではなく、極小のスライムの集合体となっている。剣けんで払はらい槌つちで打っても、全体に及ぼす影えい響きようは微び々びたるものとなる。更さらに単純構造の生き物であるが故ゆえに、痛覚を有さない。苦痛で行動が制限される事態も起こらないのだった。

　体内の水分は、獲え物ものを消化するための強酸性の体液となっている。下手な干かん渉しようは、武器を摩ま耗もうさせ、皮ひ膚ふを融解させる悪手である。

　だからデイルは、迷うことなく魔法を使うことを選んだ。魔力を練り、長い詠えい唱しようを終え、『現象名』を宣言する。

「〝《召しよう喚かん：大地》〟」

　普段使う《大地変化》とは異なる呪じゆ文もんは、デイルの望んだ結けつ晶しようを泉の底から立ち上がらせる。貴石の結晶のように、魔ま力りよくとの親和性の高いものではこうはいかないが、ありふれた素材であればその限りではない。石英の檻おりは、自然界ではありえない壁となってスライムを外界から隔かく絶ぜつさせた。スライムの、デイルの知識にあるものの平均値とは比ひ較かくにならない、巨きよ大だいな全ぜん貌ぼうが明らかになる。

　自らに起こった異常を察したのだろう。スライムの一部が破は裂れつする。自じ爆ばくのようなその行動は、集団という個を守るために一部を犠ぎ牲せいにする攻撃手段だった。溢あふれ出でた体液が、周囲を侵おかす。

　そこにデイルは、続けて呪文を重ねた。

　石英の壁が密になる。漏れ出た酸は微々たるもので、行き場をなくしたほとんどが、スライムの身体の上でゆらめいた。石英で出来た歪いびつなすり鉢ばちのような構造体に閉じ込められたスライムが、出口を探して移動を開始する様子を見ながらデイルは、一人呟いた。

「でっけえな……ラティナが居たら、めちゃくちゃ興味持っただろうから、危なかったな……」

　やはりこの男は、ぶれることが無かった。

「ヴィント、連れて来れば良かったかな。ハーゲルの『火』魔法、殲せん滅めつ戦には便利だったからなあ」

　人間、楽を覚えたら駄だ目めだなと苦笑する理由が、非常に物ぶつ騒そうである。

　それでもと、デイルは新たな魔法の為に意識を集中させる。得意とする『地』属性以外の魔法は、『橙の神コルモゼイ』の恩おん恵けいが及ばず、魔力を消費することになる。

　だが、デイルの『魔族』となったことによる強化は、保有魔力量にも及んでいた。このように逃とう走そう経路を塞ふさがれた相手に対して、時間のかかる詠唱をすることにも支障がない。大きな魔法を発動させることに対してのデメリットは解消されていた。

　無事に発動した魔法が、超ちよう常じようの現象を引き起こす。

　巻き起こった冷気の渦うずが、体内の構成要素の多くが水分であるスライムの細さい胞ぼう一つ一つに襲おそい掛かる。みるみる白色に濁ったスライムの体液が、微かな破は裂れつ音おんに似た高い音を立てながら凍こおりついていった。

　完成した氷ひよう柱ちゆうの前で、デイルはひとつ息をついた。

「これ、片付ける前に、周りに残ってないかの確認しといた方が良いか」

　これだけ大きな個体となっているものはいないだろう。だが、小さな個体は、周囲に潜んでいる可能性がある。

「ついでに、ラティナが食べたがっていた茸が見つかると良いんだけどな」

　残党狩がりも茸狩りのついでのように呟いて、デイルは森の中に分け入っていったのであった。




「ってことで、これがスライムの干ひ物ものだ」

　まるで朝食時の続きのように、宿の部屋に戻ってきたデイルが、同じ軽い調子で取り出したのは、半はん透とう明めいのごつごつとした塊かたまりだった。

「すらいむ？」

　ヴィントがふんふんと熱心ににおいを確認している物体は、ラティナの知識にある『スライム』というイメージとは程遠い。

「ぷよんぷよんしてないの？」

「ぷよんぷよんかは、言い切れねぇけどなぁ」

「こんなに硬かたいんだ」

「いや、乾かん燥そうさせたからだって」

　あの後、小さな個体も何なん匹びきか捕つかまえたデイルは、それらも冷れい凍とうすると、全部まとめて魔法で水分を抜ぬいた。カピカピになるまで乾燥させるのは、退治するのと同時に、討とう伐ばつ完かん了ばつの証明として然しかるべき場所に提出することが出来るという利点もある。

「まだ残ってるかもしんねえから、山やま狩がりはした方が良いだろうって伝える時に渡わたそうと思ってさ。スライムは亜種が多いから、予あらかじめ種類が特定できれば対策もしやすいからさ」

「ふうん……」

　そのように本当に、朝出で掛かけて夕方には帰って来てしまったデイルの姿は、ラティナにとって、起こっていた事態を深刻なものとして捉えることを困難にしてしまっていた。元々、クロイツでも魔獣退治を日課にしていたデイルの姿を見て育ったこともあり、いまひとつ『凄すごいこと』であることがわからないのである。

「すらいむ、食べられる？」

「酸の塊だから、無理だって」

　そう答えたデイルの隣で、予想外の発言をしたのは、においを確認した結果、結論へと至ったらしいヴィントであった。

「これ、すごくまずいから、むり」

「食ったことあんのか？」

「みかんのいろの、ちょっとすっぱい。とりやすい。ちいさいときのおやつ」

「……食えるのか」

　オレンジ色のスライムの亜種は、天翔狼の仔どもにとってのおやつ扱あつかいの生き物であるらしい。確かに色合い的には、少し美お味いしそうに見えるのかもしれない。

　だが、ラティナがこの話題に、これ以上興味を持ってしまうのは問題があるだろう。

「あ、ラティナ」

　だからデイルは意図的に話題を変えて、強制的にこの話を続けることを阻はばんだのであった。

「お前が食いたがってた茸、見つけてきたぞ。宿の料理人に預けてきたから、たぶん夕食に使ってくれるんじゃないかな」

　効果は覿てき面めんで、ラティナはすっかり笑え顔がおになり、夕飯のことで頭の中を占しめられてしまったのだった。あまりにも非常に幸せそうな笑顔だったので、デイルとしても、本日茸狩りに出掛けた甲斐かいがあったと表情を緩めたのである。

　念願の茸を口に出来た時のラティナの笑みは、更にその上を行く満面のものだった。

　深山杏の薪で軽く炙ったものを、ほんの僅わずかな塩で食した時には、素直に感動を表す。飲み込むのがもったいないというように、咀そ嚼しやくすら楽しんで、溢れる滋じ味みを堪たん能のうしていた。

「すごい……おいしい……」

　確かに料理は満足するものだったが、それ以上にラティナの笑顔がデイルにとっては何よりの御ご馳ち走そうなのだった。
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　そして、デイルにとっては、積極的に今回の魔ま物もの討とう伐ばつに赴おもむいたもう一つの理由があった。

　ラティナと共に、源泉の観光をするというのが、本来デイルが、アッフェの町を訪おとずれた理由の一つである。

　大々的に閉鎖が解かれたという訳ではないのだが、閉鎖の理由が明らかになり、原因が除かれた以上恐れる必要はない。

（それに、こちらとしては好都合！）

　デイルは内心を隠かくすことなく、笑顔でラティナへと向き直る。彼かの女じよは少し遠出の散歩といった趣の本日の外出に既すでに楽しそうな様子であったので、デイルの様子にも疑問を感じることなく笑顔で応じた。

　晴天を仰あおぎ、森の木こ陰かげで足を止める。

　クロイツという都会育ちのラティナにとっては、深い木々の様子も、強い緑の香かおりも珍めずらしく感じるものらしい。豊かに感情を示す表情が、雄弁にそんな内心を示している。

　再び歩き出したラティナには、見知らぬ場所での不安感はない。

　そんな彼女の仕草にも自分への信しん頼らいが透すけて見えて、デイルも幸せ気分が伝染したように微笑ほほえむ。

　今は先行するように歩いているヴィントの尾おも、楽し気に揺ゆれていた。

　森の中の小道を進む。木の根が張り出した土の道は、非常に足場が悪くなっているが、整備された道にはない状態すら楽しんでしまうものらしい。ぴょんぴょんと跳はねるように避けて歩いていく。躓つまずかないかとデイルが心配になった瞬しゆん間かんを見計らったようにバランスを崩くずしたラティナのことは、咄とつ嗟さに出した手で受け止めることに成功した。

　失敗したと、照れたような顔になったラティナには、苦く笑しようまじりの顔で「めっ」と叱しかっておくことも忘れない。

　独特の臭しゆう気きが強く漂ただよってきたことで、目的地が近くなってきたことが感じられた。同時に届く大きな水音で、目的地がどのような場所であるのかが示されていた。

「川だと思ってたんだけど……違ちがう？」

「ああ」

　軽く答え、坂を下る。

　時にラティナが足を滑すべらせたりしないように、手を貸す。ヴィントは、足場の悪い部分はぱたぱたと飛んで行く。そのあたりの要領は非常に良い。

「うわぁ……」

　感かん嘆たんし、見上げるラティナの前には、見事な瀑ばく布ふがあった。岩いわ肌はだから絶え間なく流れ落ちてくる水量は豊かで、滝たきの規模を大きなものにしている。

「凄いねえ……」

「滝としても見事だけどな。ここの凄さは、それだけじゃないぞ」

「え？」

　首を傾げるラティナを促して、滝たき壺つぼへと向かう。流れ落ちた水量を受け止める滝壺にはかなりの深さがあり、泉の如く広がっている。

　そこに手を入れたラティナが驚いた顔になって、少し遅おくれてデイルを見た。

「お湯？」

「この滝の上うえに源泉があって、川の水と合わさって落ちてきている。この滝全体が、温泉なんだよ」

「凄いね、凄いねっ」

　それは彼女も、予想もしていなかったらしい。キラキラと眸ひとみを輝かがやかせて、再び滝壺に手を入れてはしゃいだ様子で掻かきまわしていた。

　そんなラティナの様子に、水遊びをしても良いという判断をしたらしいヴィントが、滝壺に飛び込んだ。すいすいと、デイルも驚おどろくぐらい達者に泳いでみせている。

「お風呂みたいに入れそうなくらいに大きいね」

「冒険者仲間には結構有名でな。実際、入っている奴も多いぞ。町の中の風呂とは趣が違うって、結構好評みたいだ」

「そうなんだ」




　しれっと説明をしているが、それこそデイルの下心満まん載さいの『目的』であった。

　ラティナは、羞しゆう恥ち心しんが強い。婚こん約やくしてから結けつ婚こんに至るまで何年も経たっているが、そのあたりはあまり以前から変わっていない。

　そんなラティナではあるが、同時に彼女は非常に好こう奇き心しんが強い。

　彼女の好奇心を刺し激げきするような、日常では味わえない状況。そういった環境を用意してやれば、いつも以上に甘あまく熱い時間を過ごすことも出来るだろう。開放的な気分につられて、共に入浴を楽しむことすら出来るに違いない。

　魔ま物もの騒さわぎの余波で、他者の出入りが制限されているのは幸いである。ばったりと他の旅人と出くわすという事態も起こらない。それも彼女を後あと押おしする理由になることだろう。

　長年の付き合いで、彼女の性格も良く知っている。

　きっとうまく事が運ぶはずだ。




　そうで、あったが。




「凄いねえ」

　ぱちゃぱちゃと、童心に返ったようにお湯で遊ぶラティナを眺めているのは、デイルだけではなかった。

　幾いく人にんものアッフェの町の人びとというギャラリーがいたのである。

　死んだような目でそんな人々を眺めたデイルが、ぱっと表情を戻してラティナを見る。この男も内心が非常にだだ漏れである。

　この状態となった理由は、デイル自身にあった。

　ラティナを喜ばせたい。デイルは昨日、その一心でこの辺りでしか採れない茸を採取した上で宿の料理人にそれを託たくした。その上で、魔物騒ぎの事情を尋たずねた宿の主人に干物化したスライムを引ひき渡している。

　元々、宿の主人が町にとって外聞が悪い筈の魔物騒ぎの情報をデイルに易々と明かしたのも、デイル・レキという英雄と呼ぶべき名前を知っているからである。その男が、事態の収束を報告した。

　状況を確かく認にんするのも、当然のことだろう。




　町の人びとがいた時点でそのことを理解してしまったデイルは、死んだような目をするしかなかった。

　そしてさすがに、衆目の集まる中で、ラティナ相手に下心満載の願望を口にすることは出来なかったのだった。

　デイルの願望は打うち砕くだかれ、ラティナは観光を満まん喫きつした。そして一番野や趣しゆあふれる温泉を楽しむことが出来たのは、邪心のないヴィントなのだった。

　アッフェの人びとも含ふくめ皆が概おおむね幸せであり、一番角の立たない落としどころに落ち着いているのである。めでたしめでたしなのだった。
















２　物語がはじまる前の、とある夫婦が夫婦になる前のお話。







　ラティナが、その昔話を聞くことになった切っ掛けは、その日、『踊おどる虎とら猫ねこ亭てい』に一人の客が訪れたことであった。




『虎猫亭』を利用する客というのは、冒険者に限らない。

『緑の神アクダル』の神しん殿でんの出先機関であるこの店には、周辺の様々な状況を知るために、旅人や商人たちも立ち寄ることになる。天災で街かい道どうの通行が妨さまたげられていたならば、待機や迂う回かいを考こう慮りよせねばならないし、街道に盗とう賊ぞくや魔獣が出たという情報などがあれば、護衛を雇やとう必要も出てくる。

　重大なニュースが無いことを確認することこそ、安全な旅を続ける為ために必要とされることなのである。

「いらっしゃいませ」

　明るい声で客を迎むかえるのは、看かん板ばん娘むすめたるラティナの日課である。彼女の明るい声が響ひびく店内は、破落戸ごろつきの如き冒険者たちの集つどう場所とは思えぬほどに、健全で穏おだやかな空気が満ちているように感じられる。

　迎えた客の様子を瞬しゆん間かん的てきに把握するのは、看板娘としてのキャリアが長くなっているラティナにとっては無意識のうちの行動だった。初来店の客であることを見て取り、身につけた衣類や装備から職種などを推測する。

　自分よりも年とし嵩かさのその男性は、身に着けた丈じよう夫ぶそうな旅装はさほど悪くない質のものではあるものの、戦せん闘とうなどに向いた種類のものではなかった。唯ゆい一いつ視界に入る武器は腰に提さげているナイフであり、大きさや形を見ても、戦闘職や冒険者とは思えない。

（魔ま法ほう使つかいのひとでもなさそう。商人さんって感じもしないなぁ……ちょっと良いお家の出の旅人さんって感じかな）

　内心で呟つぶやきながら、ラティナは客のもとに近付く。『冒険者』ではない客の目的の多くは、情報の確認か、冒険者への依い頼らいである。世間的に酒場としての営業時間には早いが、飲食目的の客の場合もある。客の素す性じようを推測するというのは、来店した客に適切なサービスを提供する為に、いつの間にかラティナに身に着いた能力なのであった。

「いらっしゃいませ。はじめてのお客様ですね。『緑の神アクダル』の神殿からの掲けい示じ板ばんはあちらになります」

　にっこりと微笑むラティナが、まず掲示板についてアナウンスするのも、一いち見げんの客の多くが、情報の末まつ端たん機関としてこの店を利用することの結果でもある。

「どうも」

　短く応じた客は、掲示板の方に歩きかけていた足を止めると、振ふり返かえってラティナを見た。

「そうだ。この店は軽食はやっているか？　昼を食べ損そこねちまってね」

「はい。大だい丈じよう夫ぶです。……カウンター席でよろしいでしょうか？」

　テーブル席も空いていたが、敢あえてそちらを避けて案内したのは、ぼちぼちいつもの常連客たちが集まり出す時間であるからだった。一いつ般ぱんの客が、荒あらくれ者ものたる冒険者たちに囲まれる状況に萎い縮しゆくしてしまうのは、ラティナも知る所である。

「メニューにあるものの他に、おまかせになりますが、一人前のプレートにすることも出来ます」

「じゃあそれで」

「飲み物はどうされますか？」

　愛あい想そだけでなく手て際ぎわも良く、ラティナは笑顔を崩さぬままに、はきはきと給きゆう仕じの仕事をこなしていった。厨ちゆう房ぼうのケニスにメニューを伝え、注文のあった飲み物はそのまま自分で用意をする。

「お待たせしました」

　グラスを差し出して、料金を受け取った瞬間に、店の扉とびらが開いた。反射的に出で迎むかえた後で、そこに常連客の姿を確認する。

「いらっしゃいませ」

「おう。いつものやつな」

「はい」

「他の連中もそろそろ来るから、つまみはまとめてよこしてくれ」

「わかりました」

　いつものおっさん連中であるからして、大おお雑ざつ把ぱな注文であってもそれで通じてしまう。だがラティナは常とは異なり、足を止めたまま問いかけの言葉を発した。

「あのね、今日は貝のオイル漬づけがあるんだけれど、苦手でなければ出しても大丈夫かなあ？」

「お？　珍しいもんがあるな」

「まだレシピの研究中なんだけれどね。ケニスに、これならお客さんに出しても良いって合格ももらえたから、感想が知りたいなあって……」

　ラティナのその返答に、常連のおっさんの表情が微かすかに緩ゆるむ。最近新にい妻づまになったとはいえ、『看板娘』という呼称を返上していない彼かの女じよ謹きん製せいのメニューだと察してしまえば、悪い気分になる筈がないのである。

　因ちなみにラティナのメニュー開発に於おいて、師し匠しようであるケニスは厳しくも的確な助言をしてくれるので有意義な相談相手となるが、デイルは全く役に立たなかった。ひたすらに彼女に甘いデイルにとっては、「ラティナの作るもんはみんな旨いぞ」となる訳である。

　とはいっても、それでデイルを責めるのも実は難しい所がある。プロ意識の高いラティナが、他人に味見をして貰う状況になれば、既にある一定以上の完成度の品を出すことになる。ラティナとデイルでは、求めるクオリティがそもそも異なるところにあるのであった。

　そうやってラティナが、常連客とのやり取りに時間を取られていたからだろう。

「お待ち」

　ケニスが、数種の総菜を盛り付けた皿とパンの入った籠かごを持って、厨房から顔を出した。カウンター席に大おお股またで向かうと、手にした皿と籠を一声かけながら配はい膳ぜんする。

　男が声を上げたのはその時だった。

「……貴方あなたは」

「ん？」

　感かん極きわまったような声が、自分に向けられていることを察したケニスの眉まゆが微かに寄る。そんなケニスの反応もお構いなしに、カウンター席にいた客は、興奮を隠さない様子で椅い子すから立ち上がり、大おお仰ぎような声を張り上げた。

「まさか、こんな所で貴方に会えるとは！　今日はなんて日だろう！　俺おれのことを覚えていますか!?」

「えーと、あんたは……ああ、確か、ヴァールの……」

「覚えていてくださいましたか！」

　眉み間けんに皺しわを寄せたままケニスが絞しぼり出だした名詞は、ラティナには聞き覚えの無いものであったが、それでもわかったことはあった。

「……今、ケニス、当たって良かったって顔したね……」

　デイルならばともかく、ケニスがそういった反応をするのは珍しいという顔をしたラティナの隣で、常連客も頷いた。

「ヴァールってのは、ラーバンド国の西方にある港町だよ。ってことは、ケニスの現げん役えきの頃ころの知り合いか……十年以上前のことを急に思い出せって言われても……なあ？」

「私も、十年前に来たお客さんに、覚えてるかって急に言われたら……」

　うんうんと頷くラティナの隣にいつの間にか来ていたリタが、少し困ったような顔で彼女に声を掛かけた。

「ケニスは、私と結婚する前は冒険者だったんだけど……ラティナはその頃の話って聞いたことあったかしら？」

「ううん、あんまり……デイルが、『昔ケニスには世話になった』って言ってたけど、それくらい」

「ああ。デイルの奴は、昔ケニスのパーティーにいたからなあ」

　相あい槌づちを打つ常連客を相手に、リタも頷く。

「そうね。その頃のことは私もケニスから聞いた話になるけど……デイルは、故郷から出ることになった時、ケニスのパーティーに預けられたんですって。デイルに冒険者としての基き礎そを教えたのはケニスってことになるわね」

「へえ……」

「ケニスが引退するって言い出した時も、ちょっとした騒さわぎになったな。まだ冒険者として現役も現役、名指しの依頼も多く集める堅けん実じつなパーティーとして周囲に一目以上置かれてた一行のリーダーだ。引退するには早すぎるってな。それでもリタと結婚して、料理人になるためって言われたら、周りは黙だまるしかなくなったよな」

「どういう意味よ」

「リタの親おや父じさんも、リタには厨房は任せられないって常々嘆なげいてたし、料理の出来る婿むこともなれば、文句の言いようもなかったしな」

　リタと常連客の会話を聞きながら、ラティナは少し考え込む仕草をした。

『踊る虎猫亭』の先代、すなわちリタの父親とラティナは面識がある。リタとケニスが結婚して店を継ついで以降、仕事を引退した先代夫婦であったが、近所に住み、店が忙いそがしい時期などには孫であるテオやエマの面めん倒どうを見てくれている。その送おくり迎えをする際になど、ラティナと顔を合わす機会も多いのだった。

「そういえば、リタが厨房に入っているところって……」

　記き憶おくを辿たどりながら、ラティナはちいさく呟きを漏らした。

　昔はあったような気がする。ケニス一人では手が回らない厨房仕事の下した拵ごしらえや片付けなど、リタが補助に入っていた記憶がある。それもいつの間にか、ラティナがケニスの弟で子しとして働くようになり手が足りるようになるにつれ、厨房に入る頻ひん度どは少なくなっていった。とはいえテオが生まれ、リタが子育てにも手を取られるようになったこともあって、特に不思議に思ったことは無かったのだった。

「……でも、厨房はケニスの仕事場だから……リタが入る機会が少ないだけじゃないのかなぁ……」

「もちろんそうよ」

　はっきりと言いきったリタに対して、常連客もさすがにそれ以上を言うことは無かった。

「昔、ケニスはヴァールで討とう伐ばつ依い頼らいをこなしたっていう話があってね……結構、大きな魔ま獣じゆうとの戦闘だったみたいよ」

「よく言うなあ……ケニス達のことがクロイツまで噂うわさで届いてたことは、他の誰だれでもなくリタが良く知ってることじゃねえか」

　さらりと何のことも無いように言ったリタの様子に、常連客がにやにや笑いを浮かべつつ言う。それに対して、妙みように温度の低い笑顔を向けたリタが、表面上は友好的な口調のまま言葉を返した。

「あまり飲み過ぎるのも健康に悪いから、今日は特製の健康茶でも出してあげましょうか？」

　酒場の女将おかみとしてあり得ないような台詞せりふである。

　リタのその反応に、少し首を傾かしげたラティナに対し、常連客の方は疑問を浮かべる様子もなく、苦笑を浮かべたまま豪ごう快かいに手を振った。

「そんなつれないこと言うなって。酒が入っちまえば、そんな昔のことなんか、忘れちまうからよ」

「本当、口はよく回る酔よっ払ぱらいなんだから」

「今日はまだ酔ってねえよ」

　どうやらいつも通りの温度感に戻った常連客とリタの様子を見た後で、ラティナは再びケニスの様子を見た。未だ一見の客に、大げさすぎるほどの感激の言葉を浴びせられて明らかに困こん惑わくしているケニスは、その反面、賞賛を受けること自体には萎縮していないようにも見えた。

「ん？」

　自分の受けた印象が矛む盾じゆんしているようにも感じられて、ラティナは再び首を傾げたのであった。




「ヴァール？」

「うん。デイルはヴァールって知ってる？　港町らしいんだけど……」

「ああ。そういや若い頃、行ったことあるな。漁港のある小さな町だよ。それがどうかしたか？」

　その日に起こった出来事をデイルに報告するのは、ラティナにとっては幼い頃から習慣化された日課である。だからこそ帰宅したデイルを相手に、当たり前のようにいつも通りの『日課』をこなしたのであった。

　ラティナは、夕食を用意する手は休めず、てきぱきと卓たくの上に料理を並べながら言葉を続けた。一見の客がケニスに対してみせた反応について語ると、デイルは苦笑を浮かべる。日中、他出していて一連の様子については目にしていないデイルであったが、易やす々やすと想像の出来ることであったらしい。

「……なんかすごい勢いで、ケニスも驚いてた。リタやお客さんも言ってたけど、昔ヴァールでケニスが、大きなお仕事したって……」

「……十五年位前の、魔獣退治の話か？　確かにあれは結構な事件だったからなぁ……当時のことを知ってる奴やつにとっちゃ、印象は強かっただろ」

「デイル、知ってるの？」

　少し驚いた顔になったラティナの様子に、デイルは暫しばし遅れて納なつ得とくした。

　彼かれは、彼女が幼い頃から意図的に自分の『仕事内容』について語らないようにしてきていた。それは、ラーバンド国から自分が受けている『仕事内容』が、場合によっては『彼女の同族』を屠ほふることもあるという、血なまぐさいものであるからである。

　それもあって、デイルがラティナに、自分が『冒ぼう険けん者しや』として具体的にどんな仕事をしているのか、語ったことは非常に少ない。

　薄うすめたワインで口を湿しめらせ、何から語るべきか言葉を探す。

「ラティナにとっちゃ、そんなに面おも白しろい話でもないかもしんないんだが……」

　そう口火を切り、デイルは昔話を始めたのだった。





†






　デイルが、ラーバンド国大貴族であるエルディシュテット公こう爵しやくとティスロウとの契けい約やくで、直属の任務を請うけ負おうことが決まった十五の歳とし。ティスロウ当主であるヴェンデルガルドは、それでも孫息むす子こをすぐさま公爵のもとに派は遣けんはしなかった。

「お前に、今まで受けさせてきた教育が無む駄だだとは言わねぇが、それだけじゃ足んねぇだろうからな。とはいえ、俺が若い頃に付き合いのあった奴は、流石さすがに引退しちまってるからなぁ……」

　片手で愛用の煙管きせるを揺らしながらそう言ったヴェンデルガルドは、長く煙けむりを吐はく。

「婆の若い頃に付き合いのあった奴って……」

　祖父母のなれそめを知る当時十五だったデイルは、呟きながら微び妙みような顔になった。祖父母が若い頃、『冒険者』と呼ばれる荒あら事ごとを生業にする職に就ついていたことは知っていたし、その時の人脈が、数十年たった今でも大きな財産となっていることも知っていた。

　だが、この規格外の祖母の旧知の相手であるならば、未だ現役である者が何人かいても驚かないような気がするのも事実である。

「ランドルフの姿を見てりゃ、交こう渉しよう術じゆつや礼れい儀ぎ作法ってのが、相手と渡り合う為の武器になるっつうことは、お前にもわかってるだろ」

「まあ……まだ、俺じゃ、親父みたいにやるのが難しいってこともわかってるさ」

「これからお前が関かかわる相手は、多た岐きにわたるだろうさ。世間知らずの田舎いなか者ものには、経験も何もかもが足んねぇ。そこでだ」

　ヴェンデルガルドはそこで一度言葉を切ると、孫息子を真まっ直すぐに見た。

「お前を、タルナートのとこに預けようと思う。お前も面識があるだろう。ヴァイス商隊の警護をやってる連中だ。『冒険者』としての振ふる舞まい方をそこで覚えると良い。公爵んとこの仕事をする時にも役立つはずさ」




　後年、デイルは思ったのだが、当時ティスロウに出入りしていた商隊の護衛についていた冒険者たちの中には、若手のケニス達のパーティーよりも名の通った者たちもいた。そうであるのに、当時はまだ旧きゆう姓せいである『タルナート』を名乗っていたケニスを、孫息子を預ける先に選んだのは、ヴェンデルガルド婆に人を見み極きわめる確かな目があったと言えるだろう。

　基本的に人が良く、面めん倒どう見みの良い性格のケニスは、同時に周囲をよく把は握あくする統とう率そつ者しやとしての能力にも秀ひいでていた。デイルは、長ちよう兄けい気質もあって、人に頼たよるということを苦手にしている面がある。だが、敢えて助けを乞こわずとも、ケニスはそんなデイルの状じよう況きようを察する能力にも優すぐれていた。後にラティナの師となり、幼い頃から彼女の実質的な保護者として指導を任せていた点も含めて、デイルはケニスにはいろいろと頭が上がらない。
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　そして、そんなケニスの資質をはっきりと見極めていた祖母の慧けい眼がんには、正直に言うと妙に悔くやしい想おもいを感じてしまうデイルなのであった。




　当時、ケニスのパーティーには、まとめ役で重戦士であったケニスの他に、四人が所属していた。弓使いで簡易の回復魔ま法ほうも習得していたカレル、前衛型の軽戦士であるヘルムートとサロモ、そして『火』『水』属性持ちの魔法使いスキピオだった。若手の冒険者パーティーにも関わらず魔法を使える者が複数いるのは珍しいことであったし、前衛も、状況に応じて槍やりと剣けんを扱うヘルムートと複数の短たん剣けんを扱うサロモといったように役割分担が成されていた。対人から対魔獣まで多くの戦闘に対応出来るパーティーであったし、護衛任務や魔獣討とう伐ばつ、採取など様々な種類の依頼を受ける一芸に特化したパーティーではないことも、デイルが経験を積むには適切であると判断された理由であった。

　デイルを預けるにあたって、一族の当主である祖母と当主代行である父ランドルフは、ケニス達一行を屋や敷しきに呼び、歓かん待たいした上で正式に依頼をした。ケニス達には、既に打だ診しんをしてあったようでデイルを預かることを拒こばむことは無かったが、それでも一言断っておくことは忘れなかった。

「俺は教育者ではないし、若じやく輩はいの身だ。先達として出来る限りのことをしてはやりたいとは思うが、期待に応こたえられるかの保証は出来ない」

　それでも、この一ひと癖くせも二癖もある祖母を相手にしても全く萎縮しないというだけで、デイルにとってはケニスという人物の評価を上げるには充じゆう分ぶんであったし、ヴェン婆も全く気にすることの無いように大たい笑しようした。

「それはこっちの言う事さ。うちの馬ば鹿か孫に見込みが無さそうなら、いつでも送り返して構わねぇ。そこまで責任を持ってもらおうとは思っちゃいねぇよ。ただ、この山ん中じゃわからねぇ世間って奴を見せてやって欲ほしいだけさ」

　そんな経緯で預けられたデイルであったが、当時から彼は、歳相応に世間知らずな面はあるものの有能さは直すぐ様さま発揮した。

　一族のお家芸である弓の技量に加え、祖父と父から手ほどきされていた剣の腕うで前まえ。更さらには『橙の神コルモゼイ』より賜たまわりし『地』属性の魔法への才能は、遠えん距きよ離りから近きん距きよ離りといった様々な状況の戦闘に対応出来るということでもある。

　だが『有能さ』とは、それだけを指すのではない。

　デイルは、狩人かりゆうどの一族であるティスロウの者として獲え物ものを得る術だけでなく、それらを解体・処理する技術も会え得とくしていた。野営までは至らぬものの、野外で活動する技術も身に付けている。ティスロウでは基本技能として、幼い頃より段階を経て取得するものではあるが、街暮らしのものではそうはいかない。それは同時にデイルが、当主家嫡ちやく男なんとして乳母おんば日ひ傘がさで育てられたという訳ではなく、野外でもある一定以上は自分のことを自らで出来るということでもあった。

　未だ幼さの残る少年といっても良いデイルではあったが、一いつ般ぱん的てきな『駆かけ出だしの冒険者』よりもよほど『基礎』の出来ている様子に、パーティー一行は直ぐにある程度彼かれを評価してくれたらしい。同時にデイルも、祖母や父親が自分をこのパーティーに預けたことが、一種の猶ゆう予よ期間であることを理解していた。外界に出されたことや若じやく年ねん者しやとして扱われることに腐くさっている暇ひまはない。雑用を割わり振られても、本来ならば、『すべて自分一人で』負わなければならなかったことである。教えてもらえるという環かん境きようだけでも整えて貰もらったことに、感謝するべきだという事もわかっていた。

　別にデイルは、そこまで達観できたわけでも、全すべてを飲み込めた訳でも無かった。彼の心情や年ねん齢れいからみてもそれは仕方がないことではあった。だがそれでも、周囲の大人が案じていたほどには荒あれることも、自や棄けになることもなかったのは、やはり兄貴分としてデイルの後見になったケニスの存在が大きかったのだろう。

　ケニスもまた、冒険者としては若手に分類される年齢ではあったが、ティスロウの次期当主候補としての教育を受けていたデイルにとっても、パーティーの要であると認めるに値あたいする能力を感じさせていた。外見が及およぼす影えい響きようもあるだろう。ケニスの大おお柄がらな体たい躯くや低い声は、人の好いい性格もあってまとめ役として頼りがいのある印象を与あたえる。だがそれだけではなく、一行の責任者として矢や面おもてに立つ際には、対たい峙じするものに威い圧あつ感や安定感も与えていた。

　そんなケニスのもとで、デイルは『冒険者』としての経験を積んでいった。

　期間としてはそれほど長い間ではなかった。それでも、野営の仕方といった技術面はもとより、依い頼らい人にんとのやり取りや相場の見極め方かた、消しよう耗もう品ひんの購こう入にゆうなどの際もケニスは極力デイルを同席させた。出来るだけ多く、様々な状況に接する機会をくれたことは、デイルにとって大きな経験となった。得るものが多くある充じゆう足そく感のある毎日であったし、それだけでなく、デイルにとってケニスやその仲間と過ごす空間は居心地の悪いものではなかった。




　ヴァールを訪れたのは、そんな風にデイルが一行にある程度馴な染じんだ頃のことだった。

　別に、討伐依頼の為に訪れた土地ではなかった。近きん隣りんにあった伯はく爵しやく領の大きな街に依頼人を護衛して送り届けた帰路のことである。

「折せつ角かくだから、漁港の様子が見たい」

　ケニスが突とつ然ぜん言い出した言葉に、古株のパーティーメンバーだけではなく、デイルも驚くことは無かった。雑用である食事の支し度たくを下したっ端ぱである自分に押おし付つけるどころか、交代制ですらなく、リーダーであるケニスが殆ほとんど毎回担になっていることに気付いて以降、デイルは早々に悟さとっていたのである。

　大柄の恵めぐまれた体格を生かした戦せん斧ぷによる強力な一いち撃げきを繰くり出す優ゆう秀しゆうな戦士であり、時には後衛を守る盾たてとなりながらパーティーに的確な指示を出す司し令れい塔とうの役割も担う。そんなケニスであるが、彼にとってあくまでも『冒険者』というのは『手段』でしかないのだということに。

　依頼によって様々な土地を訪れ、その土地の食材や調理法をこと細やかにチェックする。更には得たレシピを実際に実じつ践せんし再現する。

　そんなケニスの姿を、デイルがただの好事家マニアとして捉とらえなかったのは、デイルの郷里の職人集団の気質に似たものを感じ取っていたからかもしれなかった。時に偏へん狂きよう的に思えるほどに常人にはわからぬ差異での試し行こう錯さく誤ごを繰り返すさまは、デイルにとっては見知ったものでもある。むしろケニスのそんなさまをすんなりと受け入れたデイルの様子に、カレルたち他のメンバーからの彼への評価が上がったりしたのであった。

「漁港って……クヴァレとかの港町とも違うのか？」

　山育ちのデイルに答えたのは、一行の副リーダー的な役割をしていたカレルだった。彼が己おのれの細身の体躯や一見すると優やさ男おとこのような風ふう貌ぼうを、冒険者という荒くれ者の代名詞である存在に萎縮するような依い頼らい者しやと相対する際、有効に使う武器としていることも、デイルはその頃には理解していた。

「まず、規模は全然違うね。クヴァレはラーバンド国でも有数の交易港でもあるから当然のことだけど。とはいえケニスのことだから、その海域によって獲とれる魚の種類まで気になるんだろうけど」

「……ああ。成なる程ほど……」

「俺はあんまり、生なま臭ぐさいのは好まねえんだがなあ」

「旨うまいにこしたことはねえけどな」

　苦笑したデイルに続き、ヘルムートとスキピオが口々に言う。口数の少ないサロモは首しゆ肯こうして応じていた。

「近海を漁場にする船の為の港だから、小型船に対応した造りにしかなっていないんだよ。とはいっても、さっきの伯爵領でもある程度海産物やその加工品が流通していたから、それなりに景気は良いだろうとは思うよ」

　時にこのような和なごやかな雑談を交かわしながら街道を逸それ、ヴァールに向かう道へと曲がる。カレルの言葉を裏付けるように、道は細くはなったものの、きちんと整備されたものが続いていた。近隣の町との取引がある証しよう拠こだろう。徒歩での旅をする者にも有あり難がたい。

「帰りは船か、交易の馬車なんかについでで同乗させてもらえりゃ、助かるんだがなあ」

　とはいえそれもまた本音だろう。冗じよう談だん交じりの口調で言ったスキピオに、同意するような笑い声が起こった。

　途と中ちゆう一度、野営し、翌日朝早くに発たつ。

　その際に振舞われる燻くん製せい肉が、時折野営のついでにケニスが手製しているものであることには驚かなくなったデイルだったが、それをパンに挟はさんだだけの軽食にも、料理人の腕うでが現れることの方が驚きだった。炙あぶり加減などの具合もあるのだろう。正直に言って、下手な店のものを食べるよりも、ケニスの料理の方がよほど上等のものなのである。

　デイルがそのことを感想として告げると、ケニスは少々驚いた様子になった。

「お前んとこテイスロウの作物は、皆、味も濃こくて上等なものだ。お前のおふくろさんの料理の腕も、相当なものだった。田舎いなか料理と馬鹿にするようなものじゃない。お前は、自分で思っている以上に舌が肥えているのだろうな」

　感心したように言うケニスの隣となりで、デイル自身は首を傾げていた。

「俺、そんなに食事にはこだわらねぇんだけど……」

「こだわるかどうかってのと、舌の良しあしもまた同じじゃないからなあ……それでも、やっぱり、折角口にするんだったら、旨いものである方に越こしたことは無いだろう？」

「そういうもんか？」

「お偉いさんのとこに出入りするなら、『味がわかる』ってことも悪いもんじゃないだろう。とはいえいくら上等な食事でも、結局は自分の好みに優先されちまうんだろうがな。万ばん人にんに好まれる味ってのも無理な話だ。俺の料理が口に合ったなら何よりだよ」




　――そんなケニスの薫くん陶とうを受けた少女に、胃い袋ぶくろをがっつり掴つかまれたことも『敗因』の一つとなることには、デイル本人だけでなくケニスもまた、全く想像もしていない時分の会話であった。

　当人が『自覚している以上に舌の良い』デイルが、細やかな気き遣づかいと観察眼によって彼の好みを見事探さぐり当あて、美味なる食事を日々提供してくれる相手に陥かん落らくするのも、無理はないことなのである。――




　そしてやがてヴァールが見えてきた時、一番初めに異常が起こっていることに気付いたのは、やはりと言えるかもしれないがケニスだった。

「……おかしい」

　道の途中、町と港が見み渡わたせる小高い丘おかの上で一度足を止め、目を凝こらす。

　ケニスの様子に気付いたカレルが横に並び、デイルもまた訝いぶかし気げにケニスを見た。

「どうしたんだ？」

「海が荒れている様子もないのに、漁に出ている船がない」

「確かに。漁を終えるにしても時間が早すぎる」

　カレルの同意に、デイルは遅おくれて事態を理解した。港の様子を観察し、係留している船はあるものの沖おきに出ている船の影かげが一艘そうも無いことを把握する。持つ知識と観察眼さえあれば気付くことの出来た事態だ。不慣れな環境で起こっている事態とはいえ、いつまでも『山育ち』であることを言い訳にしてはならない。気を引き締しめると同時に己の至らなさを反省する。

　だから、デイルもまた、気付くことができた。

「あそこ……なんか変だ」

「何処どこのことだ？」

「港の少し先……海の色が不自然だ。光の反射……？　そうでもねぇな、たぶん、何か……」

　デイルが指した先、陽光を反射し煌きらめく海面の奥おくの深い蒼あおの色が異なる色調を示している。深度の変化にしては不自然なその色は、注視する一行の前で、ゆらりと動いた。

　それはそこに、巨きよ大だいな生き物が潜ひそんでいることを示していた。

　ほどなくして訪おとずれたヴァールの町は、どこか活気が感じられない閑かん散さんとした印象を受けた。ケニスと一言言葉を交わしたカレルが、場を離はなれる。一いつ般ぱん人じん相手に情報を集めたい場合、柔にゆう和わな外見のカレルが単独で動くことはままあることだった。ヘルムートやサロモといった強こわ面もてのメンバーが同行していては、どうしても一般人は萎縮してしまう。

「……漁に出ていないのは、昨日今日の話じゃなさそうだな」

　周囲を見渡し、船や漁具の状態を確認しながら呟いたケニスに、スキピオが提案する。

「どうする？　カレルが戻もどるまで待つか？」

「町長に話を聞いてみるのもありだとは思うが……どうした、デイル？」

　港の先、影があった方向を見たまま動かないデイルにケニスが声を掛けた時、ひときわ大きな波が幾いくつも港に流れ込んできた。係留してある船が大きく揺ゆれ、岸にまで海水が押し寄せ不ふ穏おんな雰ふん囲い気きを漂ただよわす。足元にまで及ぶ海水に、知らず力を籠こめながらデイルに釣つられるように沖に視線を向ける。

「あれは……」

　魚ぎよ影えいにしては大きすぎる影。その巨大な生き物の尾おの先が海面から覗のぞいていた。想像もしていなかった鮮あざやかな色の鱗うろこが、煌めきの残像を残して海面を叩たたく。

　視界にとらえたのは一いつ瞬しゆんだったが、細く長い尾の形に、ヘルムートが丘の上で見ていた時から推測していた生き物の名めい称しようを口にした。

「……大海蛇シーサーペント」

「いや……違ちがう……」

　仲間の言葉を否定したケニスは、何処か呆ぼう然ぜんとしたように呟いた。

「あの特とく徴ちよう的てきな朱しゆ色いろの鱗……あれは瑪め瑙のう眼がん竜りゆうだ……」

「瑪瑙……？」

　ケニスの言葉に疑問を浮うかべているのが自分だけではないことを見て取って、デイルは内心でほっとした。他の仲間の様子を見るに、どうやら自分が不勉強だから知らないという訳ではないらしい。

「海洋性の水すい棲せいの竜種だ」

　説明を続けるケニスの姿からも、どうやら一般的に知られている魔獣ではないことが透すけて見えた。

「本来は、外洋に棲すむ魔獣である筈はずなんだがな。知能はそんなに高くはなく、魔法を操あやつることもないが、魔法耐たい性せいの高さが大きな課題となるらしい。……俺も文ぶん献けんで見ただけで、実物を見るのは初めてだ……」

　ケニスの声こわ音ねに含ふくまれているものが、感動や感かん嘆たんに分類されるものであることにデイルが気付いたのは、その直後に続いた彼の言葉を聞いてからだった。

「幻まぼろしとも言われる食材だ……」

「え？」

「成程」

「そうなったか」

　呆あつ気けに取られたデイルと異なり、付き合いが長い分、他のメンバーはある程度予想が出来ていたらしい。無口なサロモもうんうんと頷うなずいていた。

「ちょ……っ、ケニス？」

「冷れい凍とうはおろか、冷蔵ですら食味が変わることから、長期保存はおろか流通にすら適さない幻の食材。鮮せん度どの良いうちでなければ真の食味を体験することの出来ないことだけが、『幻』とまで呼ばれる理由ではない。その生息域が非常に限定されているのも大きな理由なんだ……」

「……」

　普ふ段だんは基本的に冷静なケニスの口ぶりに、だんだんと熱が入る。

　その過程でデイルも悟った。――なんかピンポイントだったんだな。たぶんこれ、止まらない奴だ――と。

　周囲のメンバーたちの達観したような表情が、自分のその推測を肯こう定ていしているように感じられる。

「瑪瑙眼竜は、本来、外洋に生息している。その為ため、船上の足場の利きかない場所で交戦する必要があり、なおかつ遠えん距きよ離り攻こう撃げきが主な手段になる。だが、魔法耐性の強さから、攻撃手段も限られ……」

「ん？　なぁ、ケニス」

　なおも熱く語り続けていたケニスであったが、デイルが思わずといった風に発した疑問の声はきちんと届いたらしい。無視することもなく、説明を止めると、傍かたわらにいたデイルの方へと視線を向けた。

「……なんだ？」

「外洋に生息って……何でこんな小せぇ港にいるんだ？　似た色の別の魔獣って可能性はないのか？」

「……まあ、こんな近海にいることは『普ふ通つう』じゃないだろうな。だが、あの特徴的な色の鱗で、あのサイズの生き物って言うのは、他に該がい当とうするものがいない」

「そうなのか」

「大海蛇は、多くの種類が青から銀といった体色のものになる。赤系統の鱗を持つ魚類なら存在しているが、あれほどの大きさになるものはいない。他の種の魔獣だという可能性も、体表にしっかりと鱗があることが確かく認にんできたから低いしな」

　興奮気味に熱く語っていたが、ここまで細部を観察しているならば、冷静さを欠いていた訳ではないらしい。

「水棲の竜種の中で、赤い鱗を持つものは他にもいるが、そもそも生息域がもっと北部になる。南限はラーバンド国の海域にかすりもしない。それらから、一番可能性が高いのが、瑪瑙眼竜だろうという結論になった」

「お……おう」

「外洋に棲む生き物であっても、餌えさの魚群を追って、港の中に入りこんでしまうってのも、時折聞く話だ。今回の件も、そういった事例だと思うけどな」

　デイルも、ある程度魔ま獣じゆうや動植物の生態について学んでいた自負があったが、ここまで確信をもって断言できるということには感嘆することしかできない。

　経験の差という言葉だけでは、今の自分とケニスとの差は言い表せないだろう。

「で、どうする？　カレルの持ち帰る情報を待つか？」

　スキピオの言葉にケニスは仲間たちを見回すと、結論を出した。

「町長に話を聞こう。こんな『好条件』は、あり得ない。他の冒険者に依い頼らいを出す前というならば尚なおのことだ」

　そして、町長の屋敷があると思われる方向に、一同を先導して歩き出したのだった。

　町長の屋敷の場所は、丘の上から町を一望した際の様子から見当が付いていた。街壁に囲まれた都市のように、盗とう賊ぞくや魔獣の襲しゆう来らいに備えた堅けん牢ろうな造りになっていないことも一いち目もく瞭りよう然ぜんであったので、道や建物の配置に来訪者を迷わせようとする意図なども感じられない。

　田舎いなか町まちらしいと言ってしまえばそれまでだが、それは同時にこの町の財力についても予想が付く光景だった。

　突とつ然ぜん訪おとずれた冒険者たちに、町長は驚おどろきと警けい戒かいを隠かくす様子もなかったが、ケニスが交こう渉しようをはじめてしばらくすると、驚きの表情の意味は別の物に変わったようだった。内部に招き入れられ、更に話を詰つめる。

　屋敷を辞して外に出ると、門の前でカレルが待っていた。

「やっぱり町長のところにいましたか」

「ああ。聞きたいことは聞けた。お前の方はどうだった？」

「それなら、ついでに宿も押さえておきましたから、そこで情報交こう換かんといきましょう」

　ケニスとカレルは短く互たがいの状況を確認すると、歩き出した。そんなケニス達の一連の様子を見ていたデイルが溜ため息いきをつく。

「どうした？」

「いや……何だか当たり前のように、どんどん決まっていくからさぁ……」

　町長との交渉を始め、情報収集や宿の予約など、些さ細さいなことも含めて何もかもの手て際ぎわが良い。『冒険者』という職の一般的なイメージである、荒事の専門家という面からは想像がつきにくいが、彼かれ等らの交渉能力はずば抜ぬけている。

　少年の面おも影かげを残すデイルの憧しよう憬けいにも似た眼まな差ざしを向けられた大人たちは、少々面おも映はゆいように表情を崩くずし、大笑した。

「慣れと言いきるには、適性もありますからね」

「俺やサロモみたいな交渉事が壊かい滅めつ的てきに苦手な奴もいるしな」

「俺もあまり得意とは言えない。だから得意な奴と組んでるんだろう」

　カレルに続いて、スキピオやヘルムートにも言われて、デイルは微かすかに唸うなった。自分の立場ではいつまでも『苦手』と後回しにして良いスキルではないので、より、そう考えてしまう。

「お前は別に、そんなに焦あせらなくても、そのうちやれるようになるだろ」

「そのうちじゃ、駄だ目めだろ」

「大だい丈じよう夫ぶだろう。まあ、こればっかりは確証してやることも出来んから、『多分』だけどな」

　そう言いながらケニスは豪快に笑った。

　ケニスのその反応が少し不服であったのか、不ふ貞て腐くされた顔になったデイルには、歳相応のあどけなさがある。

　そんなデイルを見ながら、ケニスは目め尻じりを少し緩ゆるめた。

　大人になろうともがく目の前の少年は、それでも自分に不足しているものを謙けん虚きよに受け止め、吸収しようと貪どん欲よくに前を向いている。

　若葉のような伸のびやかさは、それを過去のものにしてしまった自分たちには、少々眩まぶしく目に映るものだ。

　それでも、そんな少年にとっての『目標』とされるのは悪くはない心持ちだった。

　この少年の負わされた『責務』を自分たちは知っている。

　そして少年が、『勇者』と呼ばれる稀まれ人びとであることもまた、同時に聞かされていることだった。そうはいっても稀人であることと、当人の才能には全く相関関係はないこともまた、ケニスは知っていた。『勇者』という能力を持っていたとしても、剣技の達人や、魔法の才に秀でるとも限らない。

　元々、『魔ま王おうの対存在』である稀人に『勇者』という呼こ称しようが付いたのも、かつて悪逆の限りを尽つくした『魔王』から祖国を救い、周辺諸国を束ねてついにはそれを討うち果はたした稀人が、英えい雄ゆうとされる能力を有さない全くの凡ぼん夫ぷであったからだとされている。稀人がたった一つ有していた『勇気』を讃たたえ、それを以もつて真なる英雄へと至ったことにあやかって、以降『魔王の対存在』を『勇者』と呼称するようになったと伝えられている。英雄譚サーガとして好まれ広く伝わっている歴史の一幕である。

　だがこの少年は、『勇者』として望まれるような過か酷こくな戦場に立つことになるのだろう。一国の権力者から請け負う『依頼』が生易しいものである筈が無い。

　その一助になれば――そう思う感情の片かた隅すみには、新たに刻まれる英雄譚の片隅に自分の軌き跡せきが刻まれることへの期待感も否定できない物がある。『冒険者』になることを選んだ者は多かれ少なかれ、そういったものに憧あこがれを抱いていたりするものなのである。

　だからこそケニスは、仲間たちと共に、『弟分』となったこの少年に『教える』という立場を悪くはないものと考えたりするのだった。

　カレルが取った宿は、この小さな港町に相応な、古い小規模のものだった。だが、きちんと手を入れられ、堅けん実じつに営んでいる気配がある。それに反してこれだけ寂さびれた印象を受けるのは、現在の町の状況を反映してのことだろう。

　宿の一階の食堂に席を取っても、他の客の気配はない。

　寂れているという印象を裏付けるような光景だった。

　そこで一行は互いの情報を交換した。港で見た光景から『瑪め瑙のう眼がん竜りゆう』である推測と、町長から聞いた話を伝えると、カレルもまた頷いた。

「僕ぼくの聞いた話とほぼ同じようです。漁師も竜だと判断したようで、安全を第一に様子を見ることになったとか」

「町長も状況は把握しているが、街まで出て、『緑の神アクダル』の神しん殿でんに情報提供して冒険者が来るのを待つにも、時間が掛かかる。領主に討とう伐ばつの為に兵を出してもらうとなれば、もっとだ。様子見と言うのは簡単だが、手を出しあぐねているというのもあるだろうな」

「竜の討伐依頼なんて出したら、報ほう奨しよう金きんもかなり積まなきゃなんねえしな」

　カレルとケニスの言葉の後にスキピオが苦く笑しようしながら続けると、デイルも納得したように手を打った。

「だから、ケニスの申し出を町長も受けたんだな」

「討とう伐ばつ依い頼らいを出すためには、報奨金が必要になるが、勝手に討伐するって相手には、それは必要にならないだろ。竜種の素材としての価値はかなり高いものになる。討伐を成功させて売ばい却きやくすれば、十分に採算が取れる。そもそもの目的が違う俺おれたちには、報奨金がなくても問題にはならないってことだ」

　ケニスは町長との交渉で、報奨金を必要としない代わりに、討伐に成功した際の獲物の所有権を認めさせていた。それは今回の交戦場所が町の所有する港付近であるということもあり、場合によっては、港や町に損傷が起こりうるという面もあることからの保険であった。賠ばい償しようを理由に獲物の所有権を奪うばおうとする可能性も考こう慮りよしておかなければならない。

「一応確認しておきたいんだが、デイル、お前の『地』属性魔法は、海中の地面にも適応しているのか？」

「ん？　あまり深い所だと難しいが……ここの港の規模くらいだと、時間さえあれば干かん渉しようできると思う」

「なら、足場は確保できるな」

　ケニスが『好条件』と判断したのも、デイルの『地属性魔法』があるからだった。

「通常なら、船上から遠距離攻撃を仕し掛かけることしかできないが、今回は直接地上に引ひき摺ずり出だせる。無論、竜種相手に侮あなどるのは命取りだが、こんなに有利に運べることはめったにない。勝算もある。引き受けない理由がないだろう」

「旨いらしいしな」

「幻の食材だしな」

「竜ってどうやって捌さばくんだ？」

　真ま面じ目めな顔で宣言したケニスであったが、仲間たちにはすでに本音が知しれ渡わたっていた為、いまいち締まらないまとめとなった。

　明日は更に周囲の状況を把握しておこうという結論に達した後で、宿の食堂に食事を頼たのむ。

　ここしばらく、漁に出ることができていない為に、新しん鮮せんな魚ぎよ介かい類るいが提供されない食事となったことで、特にケニスの闘とう志しは更に激しく燃えたようであった。




　デイルが『橙の神コルモゼイ』より給たまわりし『加護』は、『大地に関わる魔法に於おける守護』である。彼は、『地』属性の魔法に限れば、魔ま力りよくを消費することなく発動することができた。

　とはいえ、本職の『魔ま法ほう使つかい』ではないデイルは、魔法を発動させる為の集中に、少々時間を取られることになる。普段よりも長く詠えい唱しようを紡つむぎ、魔力を慎しん重ちようかつ丁てい寧ねいに練り上げる。

「〝我らが神に連なりしものよ大地よ、我わがデイル・レキの名のもとに命じる、我の望むまま聳そびえその姿を変え――〟」

　スキピオの『水』属性の魔法で、瑪瑙眼竜が港の中に追い込まれる。魔法耐性の高い瑪瑙眼竜にとってはたいした痛手にならない攻撃であるが、不快感を抱かせ目的地に追い込むくらいの効果は発揮したようであった。

　あらかじめ打ち合わせていたポイントに、瑪瑙眼竜が到とう達たつする。

　その瞬しゆん間かん、デイルは自らが唱えていた呪じゆ文もんを締めくくった。

「〝雄お々おしくその威い光こうを示せ《大地変化》〟」

　海中から、地面が隆りゆう起きする。

　押し出された海水が、大きく波を作って周囲を洗い流した。あらかじめ漁船は港から引き揚あげてあったが、波は近場の建物にまで打ち付け、白く泡あわをはじけさせる。

「〝大地よ、我が名のもとに命じる、我の望むまま姿を変えよ《大地変化》〟」

　再び紡いだ呪文は、先刻のものと同種のもので、大きく隆起した地面の周辺に更に足場を生み出すためのものだった。

　デイルの大魔法によって隆起した地面により海中から引き出された瑪瑙眼竜に、状況を理解する間も与えずに、一瞬でその周囲からテリトリーである水場が消しよう滅めつする。水棲である瑪瑙眼竜は、手足が海中で泳ぐことに最適化した形に進化した生き物だった。地面を打つ水かきのついた四し肢しは、自らの重量を地上では思うように移動させることが出来ていないようだった。

　大きな魔法を行使させたデイルが、集中を僅わずかに切らして一歩ふらつく。

「無理に前に出る必要はないですよ」

　そんなデイルに視線を向けることもなく、横にいたカレルが声を掛ける。彼かれは視線を目標から微み塵じんも動かすことなく、引き絞しぼった弓の弦つるから手を離した。鋭するどく風を切る音とともに放たれた矢が、瑪瑙眼竜の長い首の先、頭部へと向かう。

「魔力を消費したわけじゃない……大丈夫だ」

　デイルは、剣を抜き放ちつつ、短く答えた。

　魔法耐性の高い瑪瑙眼竜相手では、彼の愛用する魔道具の弓の効力も低下する。故ゆえに、斬きりかかるべく目標に向かって駆けだしていく。

　デイルが魔法を完成させたと同時に前に出ていた前衛の三人は、既すでに瑪瑙眼竜のもとへと辿たどり着ついていた。最も早く到達していたサロモが、身を捩よじる瑪瑙眼竜の動きを見極めつつ、朱しゆ金きんに近い色の腹部へと剣けん先さきを振ふり払はらう。一撃、二撃。己の身に起こったことを理解した瑪瑙眼竜が、眼前の人間たちが己の敵であることを理解し、サロモをその瑪瑙色の目で視界に収める。その瞬間、サロモは躊ちゆう躇ちよすることなく距きよ離りを取ることを選せん択たくする。

　サロモは、己の武器では、竜種の硬かたい鱗の前では自らの攻撃が決定打にならないことを理解している。魔法使いのスキピオと共に、瑪瑙眼竜の気を惹ひく陽動に徹てつしていた。

　サロモへと瑪瑙眼竜の意識が向けられたのと、ほぼ同時。絶ぜつ妙みようとしか言えないタイミングで、ヘルムートが長槍を振るい、柔やわらかな腹部を狙ねらう。

　悲鳴のように瑪瑙眼竜が甲かん高だかい哭なき声を上げた。

　その声に明確に籠められた怨えん嗟さと敵意を聞き分けても、ヘルムートの攻撃は緩むことは無かった。幾いく度ど目めかの攻撃で、傷付いた鱗が大きくはげ、肉が切きり裂さかれ鮮せん血けつが舞まう。

　その苦痛の中、敵である人間たちを打うち払おうと振るわれた瑪瑙眼竜の尾。圧あつ倒とう的てきな物量というそれだけで致ち命めい傷しようを与えるに足る生来の武器を前にしても、ケニスは、冷静に仲間たちの前に立った。

　愛用の戦斧を盾に、瑪瑙眼竜の尾を受け流す。直接受け止めるのではない。力の向きを変え、意図する側とは別の方向へと誘ゆう導どうする。度量と技量が合わさっていないと出来ることではない。スキピオの魔法がケニスを援えん護ごし、水流の圧が仲間たちから脅きよう威いを遠ざける。

「デイル、首を狙えるか？」

「やってみる」

　その間に、ケニスから短く出された指示。

　デイルは、ついでとばかりに腹部を切りつけながら走り込むと、己の得意とする魔法を簡易式で解き放った。

「〝大地よ、我が名のもとに命じる、我が敵を討て《石槍》〟」

　攻こう撃げき魔ま法ほうを、本来の意図とは異なる形で発現させる。敵を討つ為に鋭く立ち上った円えん錐すい状じようの石を足場に駆け上あがった。デイルが目標である瑪瑙眼竜の首へと到達する寸前、頭部に向かってカレルの矢が連射される。激しく動く瑪瑙眼竜の視力を奪うことまでには至らなかったが、反射的に瞼まぶたが閉じられたことで、瑪瑙眼竜はデイルを見失う。

「はっ」

　それを好機と、デイルは裂れつ帛ぱくの気合いと共に剣を振るう。深く切り裂いた首筋から噴ふき出した鮮血に濡ぬれるのも厭いとわず、更に傷口を深くえぐる。

　デイルの攻撃で深く傷ついた瑪瑙眼竜から、明確な攻撃の意識が消えた。

「スキピオっ」

「ああ」

　瑪瑙眼竜から視線を外さぬままで、ケニスは仲間の魔法使いを呼んだ。血潮を浴びたデイルを猫ねこの仔でも投げるように後方へと突つき飛とばす。
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「応っ」

　苦痛にのたうち暴れる瑪瑙眼竜の不規則な動きを予測しつつ、ケニスは気き迫はくのこもった声と共に大きく戦斧を振り切った。ヘルムートが切り裂いていた腹部の傷に強力な一撃を叩きこむ。

　堪たまらぬといったように、瑪瑙眼竜の巨きよ体たいがその身を反らし、一拍ぱく後で力を失ったように首を垂れる。それは、傷付いた急所を無防備に晒さらすことと同義だった。

　ケニスが広げた傷口の内部、柔らかな肉の内側にヘルムートが己の槍やりの穂ほ先さきを深く刺し入れる。それとほぼ同時に、デイルが作った首筋の傷を、ケニスがその膂りよ力りよくで致命傷に至るまで大きく切り裂いた。

　地じ響ひびきを上げて、巨体が倒たおれ伏ふす。

「デイル」

「大丈夫だよ」

　瑪瑙眼竜が完全に絶命したことを見届けてから、ケニスは後方に視線を向けた。スキピオの『水』魔ま法ほうによって血潮を洗い流されたデイルが問題ないと軽く手を振る。

「目や、口の中には入れてねぇよ」

「食用として知られている種類だから、そこまで神経質になる必要も無いとは思うがな。念ねんの為だ」

　魔ま獣じゆうの中には、体液が毒性を持っているものも少なくはない。あまり知られていない種類の生きものであればなおさら、用心する必要があった。

「一応、自分で『解げ毒どく』魔法もかけといた」

「専門の魔法使いでも無いのに、お前って魔法の種類多く使えるよな……」

　呆あきれたように言ったスキピオに、笑って答えたのは応急処置の様子を見守っていたカレルの方だった。

「ティスロウは、魔法使いがいることが珍めずらしくないという、珍しい土地ですからね」

「使えるもんは使わなくちゃもったいねぇし。必然的にうちの村の連中は、読み書き計算の次くらいに、魔法の勉強するからなぁ」

　当たり前のことといったように答えたデイルは、水の滴したたる自分の前まえ髪がみを摘つまむ。その後で自分のコートの袖そで口ぐちのにおいをクンクンと嗅かぐと、顔をしかめた。生臭さが気になる前に本格的に洗おうと心に決める。

「まあ、これからが本格的な大仕事だよな」

「どうやって引き上げるか……」

　腰こしに手を当てて伸びをしながら、ケニスが言った言葉に、スキピオが同意をする。

「俺は、港の原状回復作業すればいいか？」

「あ、でも、引き上げるまでは待ってくださいね」

「ああ。引き上げ作業は俺らに任せて、カレルは、買い取ってくれそうな商人がいれば交渉、そうじゃなければ運うん搬ぱんの為の馬車の手配をしといてくれ」

「わかりました。ついでに、厨ちゆう房ぼうを借りれないかの交渉もしてきましょう。可食部は移送できないのでしょう？」

「頼む」

　会話で役割分担を進めているのと同時に、各おの々おのが自分の役割に向けて動き出す。サロモとヘルムートが調達していたロープを獲え物ものに掛けるのを見ながら、デイルは再び自らの魔力を練った。

　運搬の際の利便性を考えて、魔法でスロープを作り上げる。どうせこの後で地形を直す必要があるのである。ここまできたら、直す手間はさほど変わらない。

「そんなに魔法を連打して大だい丈じよう夫ぶか？」

「ん。少し休めば問題ねぇ。元々俺、魔力の消費はねぇし。集中することの反動があるだけだからな。いい加減、少しは慣れたいとこなんだけどさ」

　デイルは、ケニスの声に軽く手を振って答える。

　ケニスも、デイルが決して無理をしている訳ではないことを見て取ったらしい。それを見み極きわめた後で仲間たちに向けて声を張る。

「このまま引き上げるよりも、ある程度下で解体しちまった方が良さそうだな」

「ああ、成程」

「首を落として……そのまま血ち抜ぬきもした方が良いな。血ち塗まみれになるが、後で、海水で流れるだろう」

「……血の臭においで鮫さめとか寄って来ねぇか？」

「町の中で血だまりを作るよりはいいだろ」

「俺が大まかに捌いていくから、ヘルムートは皮を剥いでってくれ。サロモは、爪つめや水かきなんかの細かなところの回収だ」

　改めて役割分担をすると、その後は黙もく々もくと各々の作業に移る。始めは休きゆう憩けいがてらその様子を眺ながめていたデイルであったが、ティスロウの狩人かりゆうどとしての血が騒さわぎ始めたのか、やがてウズウズとしてきた。よくよく考えれば、珍しい大型の獲物を解体することの出来る機会というのは、なかなかあるものではない。

「ケニス、俺も手伝う」

「おう。皮剥いでいけるか？」

「ここまで大型のものは初めてだけど、でけぇ蜥蜴とかげなら故郷にもいた」

「まあ、俺らも、こんなでかい『蜥蜴』とはそうそうでくわさねえよな」

　笑うヘルムートを見ながら、デイルは愛用のナイフを片手に「ああ」と呟つぶやく。

「俺の個人的な取り分として、鱗かなんか、後でもらっても良いか？」

「そりゃあ構わんが、どうした」

「珍しい素材ってのは、故郷ウチの職人が喜びそうだからさ。話のタネに送っとこうと思って」

「成程」

　軽口をたたきながらも、作業のスピードは緩まなかった。脅威とされていた大型の竜種が、どんどん肉にく塊かいに切り分けられていく。

　というよりも、いちばん最初に『珍ちん味み』という情報を得ていたのが悪かったのだろう。ケニスはもとより、デイルたちも、そのうち食肉の解体作業をしている心境にすっかりと傾かたむいていた。目の前の肉塊を、「脂あぶらがのっていて旨うまそう」という観点で見ることに違い和わ感かんを覚えなくなっていたのである。

「蜥蜴の丸焼きとかだと、見た目がちょっとしんどい時もあるけど。こんだけでかいと、切り身になっちまうし。元の形も想像できねぇもんな」

　そう考えると、竜種を食肉の為の獲物として狩かるのも悪くはないなんてことを考えてしまう。故郷の近くに竜種は生息していなかったから機会がなかったが、もし生息していたなら、間ま違ちがいなく自分の故郷の連中は狩りに行くだろうなんてことも考えてしまった。

　背骨や肋ろつ骨こつなどの大型の骨も素材として売却することができる。デイルが魔法により港の原状回復作業を行う隣で、ほかの仲間たちはそういった素材の洗せん浄じよう作業を黙々と行っていた。そんな最中ふと気づくと、カレルだけでなく、ケニスの姿もいつの間にかなくなっている。

　だが、それについては仲間の誰だれも疑問に思うことは無かった。

　カレルが手配した荷馬車に荷物を積み、しっかりと固定する。その後各自、宿でお湯を貰もらい身体を清め、装備を洗う。麻ま痺ひしかけていた嗅きゆう覚かくがようやく戻り、自分が生なま臭ぐさくなっていることを自覚してしまって眉み間けんに皺しわが寄った。

　普ふ段だん着ぎにしているシャツとズボンは、デイルが数少ないながらも持ち歩いている荷物のうちの一つだった。移動が多い旅の中では、荷物の量も大きく制限される。それも故郷に居た頃ころには考えたこともないことだった。

　宿の外に出ると、日が傾き始め、空が赤く染まっていた。

　濡れた髪かみが、潮風に煽あおられる。

　視線を巡めぐらせば、篝かがり火びの準備がされており、町の女衆が彼あ方ち此こ方ちを歩き回っていた。人の流れの先に向かえば、屋外に設置された簡易の竈かま場ばの中心で、見慣れた大男が手慣れた様子で立ち働いている。

（……本職がどっちなのかとか、聞くべきことじゃねぇんだろうなぁ……）

　身に付ける清潔そうなエプロンは、サイズがぴったりと合っていることを考えると、借り物ではないだろう。利きき手てに握にぎるのも、普段使うナイフではなく、使い込まれた感のある包丁である。限られた荷物の内の何割を調理用具に割さいているのだろうと考えると、微び妙みような気分になった。

　町の女衆は手伝いに集められているらしい。

　きびきびと周囲に指示を飛ばしながら、自分自身でも複数の料理を同時進行で進めているのは、全くの専門外であるデイルの目から見ても見事なものだった。

　茜あかね色いろの空が、深い藍あい色いろへと移りはじめた頃には、用意されていた篝火に灯あかりがともされた。まるで夜祭りのような設しつらえは、まさにこの町を襲おそった例のない災さい禍かである水すい棲せい竜が駆く除じよされたことへの祝勝会であり、明日からはまた、生業である漁に出ることが出来るという祝いの祭りであった。

　好事家が金を積んでも欲ほしがるような珍しいものである反面、販はん売ばいには適さない輸送と保存が不可能な食材だといわれてしまえば、半ば開き直って消費してしまうよりほかにない。町を挙げての宴えん席せきとなった会場に姿を見せた人びとは、未知の食材に気き後おくれする心情を隠すことは無かったが、生業を妨ぼう害がいされていたことへの恨うらみつらみを酒の勢いを借りて飲み込めば、やがて単純に食味の良さから料理に手を伸ばすことを躊躇することは無くなっていった。

「旨」

　串くし焼やきは塩を振って焼いてあるだけのようだが、塩加減といい、焼き具合といい、絶妙としか言えない具合に仕上げられている。獣じゆう肉にくに比べれば淡たん泊ぱくだが、しっかりと歯ごたえもあり、嚙かみ締めると旨うま味みが染しみ出でる。

「旨いけど、確かに何に似ているって形容は難しいもんだなぁ」

　デイルは、そう独白しながら次の料理に視線を向ける。

　筋張った部分は、とろりとゼラチン状になるまで長時間煮に込こまれ、香こう味み野菜やトマトの旨味が移されている。食感も他では味わったことの無い独特のものになっていた。揚あげ物ものもまた面おも白しろい。少し濃こい下味がつけられているのも、酒が進むつまみとして見れば丁度良いといえる。蒸むし物に、柑かん橘きつの果か汁じゆうをメインにしたソースをかけて仕上げた料理は、この港町の郷土料理を元にしてアレンジしたものらしい。端肉を無む駄だにせず使い切るために作られたスープは、塩味が利いており、あらかじめ麺めんと柑橘が仕込まれた器うつわに注げばよいように調節が成されていた。

　杯さかずきに新しくワインを貰い、口を付ける。安物のワインだったが、酸味がある訳でも無く、飲みやすいという観点からは及きゆう第だい点てんだろうと考えた。

　料理を摘まみながら宴の中を移動していたデイルは、そこでつい先ほどまで宴の中心にいた筈の人物が、暗い夜の海を眺めていることに気が付いた。傾ける杯が空であることを見て取って、近場にあった酒さか瓶びんを一本拝借してから距離を詰める。

「ケニス」

「……デイルか」

「なんだよ。そんな顔して。ついさっきまで、あんだけ生き生きしてたっていうのに」

　ケニスの杯にどぼどぼと酒を注ぎつつデイルが問いかければ、何処か魂たましいの抜けたような顔でその様子を見ているケニスは、覇は気きのない様子のまま答えを返した。

「飯は、旨かったか？」

「ああ」

「瑪瑙眼竜か……」

　嘆たん息そくしたかのように呟いたケニスは、デイルの目には、何処か途と方ほうに暮れたかのようにも見えた。口には出さないが、兄貴分として敬意を払う相手のそんな姿に、デイルは言葉に迷って自分の杯を呷あおることで場を繋つなぐ。

「冒ぼう険けん者しやなんて稼か業ぎようをやっていても、遭そう遇ぐうすること自体可能性の低い、稀き少しような水すい棲せい魔ま獣じゆう。遭遇したとしても、討伐が可能かといったら、それはまた別問題だ。専門の漁の用意を整えて挑いどむことになるが、その為には、莫ばく大だいな資産を持つ出資者を探すところから始めなきゃならない」

「……はぁ」

「冒険者として名を上げても、一生に一度、機会があれば御おんの字じだろう。そんな、幻の美味たる食材……」

「確かに旨かったな」

「ああ。旨かったな……一度、食ってみたかったんだよな……」

　ぽつぽつと言葉を綴つづるケニスの様子は、やはりいつもの彼らしくはない。

　他の誰でもなくケニス自身から聞いた説明を繰くり返かえし聞かされたデイルが、どのようにそのことを指し摘てきするべきか迷っているうちに、ケニスは再び溜め息をついた。

「俺の冒険者になった目的だったんだよな……」

「え？」

　呆気に取られたデイルの様子にも気付かず、ケニスは、遠い夜や闇あんの中の水平線に視線を向けた。

「目的を果たしちまったら、俺はこれから、どうするべきなんだろうな……」

　デイルの抱いていた印象に間違いはなく。

　思わぬところで人生の目的を果たしてしまったケニスは、まごうことなく途方に暮れていたのであった。
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『ヴァールでの英雄譚』のいきさつをデイルから聞いたラティナがまず興味を示したのは、

「竜って食べられるの？」

　というところだった。ある種、予想通りの反応である。

「確かにあの時食べた『瑪め瑙のう眼がん竜りゆう』は、他の肉とも魚とも違ちがうが、旨味はめちゃくちゃしっかりあって……説明は上う手まく出来ねぇが、旨かったな」

「へえ……」

　きらきらと灰色の眸ひとみを好こう奇き心しんで輝かがやかしているラティナを見ていれば、どれだけ困難だといわれても、『瑪瑙眼竜』の一匹ぴきや二匹狩かって来てやろうなんてことを考えてしまうデイルである。自らの持つ伝つ手てと権限をどのように使えば最適なのかと、脳内でいくつかのプランを立ててしまうくらいには、デイルは本気であった。

「私は竜っていったら、王都で、飛竜を見せて貰ったくらいだけど。あんなに大きい魔獣相手なんて、デイルもケニスも凄すごいね……」

　そう言いながらも、ラティナの表情にあるのは不安の方が大きいようだった。デイルはそのことに気付くと、苦笑しながら彼かの女じよに幼い頃にしていたようによしよしと頭を撫なでる。

「確かに、『竜退治』という箔はくが付けば、冒険者として一流が名乗れるくらいにはなるけどな。言いい換かえればそれくらいにはよくあることだよ。俺もケニスもこんなだし、ラティナが心配することにはなんねぇよ」

「うん」

　ラティナは幼い頃からずっと、自分が留守の間、こんな不安を抱いていたのだろうということを思えば、一いち概がいに自分の仕事内容について詳くわしく語る機会がなくて良かったのかもしれないとも思ってしまう。

　なにせ、『七の魔王』の一派などは、好事家といっていいのではないかと思えるほど、頻ひん繁ぱんに竜種を引きつれていたものだった。一匹退治して『一流』ではあるが、そんな感覚が麻痺するくらいには度たび々たび駆く除じよ活動に勤いそしんできたのである。

　ラティナが心配してくれるのは嬉うれしいし、心情としてはわかるのだが、デイルにとって『竜退治』は決して珍しい仕事では無いのである。

「まぁ……『瑪瑙眼竜』は美う味まかったが、陸りく棲せいの竜種の多くは、食肉には適さねぇらしいからな」

「そうなの？」

　あっさりとラティナの関心が移ったことに安あん堵どする。

「元々の肉質が硬いうえに、『火』属性への耐たい性せいを持つやつが多かったりして、煮込んだり蒸したりと何しても、柔らかくなんねぇんだってさ」

「そうなんだ……」

「飛竜は、戦略的に貴重だから食用にはされねぇし、食ってもそんなにうまいもんじゃないって話らしいぞ」

「でも、美お味いしくないってことは……誰か食べたことのある人がいるんだね」

　そのラティナの発言に、デイルも沈ちん黙もくした。

　デイルもこういった知識の多くはケニスからの受け売りであり、ケニスがこの方面の知識を持っていることに疑問を抱くこともないのだが、言われてみればその通りである。

　ケニスも受け売りの知識だと思いたいが、断定することもできない。

「……そういうことなんだろうな」

「竜は、それなら美味しくないんだね……あれ？」

　それでも食べてみたいのかと聞くべきか迷っていたデイルは、ラティナが何かを考え込むように首を傾かしげたことで、彼女の続けての発言を待った。

「〝＊＊＊＊＊＊〟のお肉って、もしかしたら……大きな蜥蜴みたいなのだと思ってたけど、そうじゃなくって……？　あれ……？」

　呟きの合間に聞こえたのは、彼女の郷里の言葉だった。

「……まぁ……旨くないのも仕方なかったのかも知んねえよな……」

　少々目を逸そらして言うデイルの前のラティナは、眉間に皺を寄せつつ、その後もしばらく己おのれの遠い記き憶おくと闘っているのだった。

　そんなラティナではあったが、一通り記憶を辿る作業に満足した後、デイルと目が合った瞬間にふにゃりと可お笑かしそうに笑う。

「ん？　どうした」

「なんかね。お話の中のデイルが、私の知ってるデイルよりもずっと子どもな感じがして、不思議だなって思って」

「単純にまだあの頃は、俺も餓が鬼きだったからなぁ……」

　当時の自分は、周囲に自分を認めさせるために必要以上に肩かたひじを張っていた。そのこと自体が、幼さの裏返しだということも、そんな自分を周囲がどう感じていたのかも、歳としを経た今ならわかる。

「私にとってデイルは、初めて会った時から『大人のひと』だったから」

「俺がラティナを拾った歳は、今のラティナよりも若くなっちまうんだけどな」

「……そうだね」

　ぱちぱちとまばたきするラティナは、素で驚おどろいたようだった。

「そうなんだよね。なんか不思議だね」

「まぁ、だから。ラティナが子どもの頃ってのを、この店の常連のおっちゃんどもはほとんど知ってる訳なんだけど……実のところ、俺もあまり変わらねぇんだよな」

　クロイツを拠きよ点てんにする古参の冒険者たちの多くが、ケニスに面めん倒どうを見られていた半人前の自分の時代を見知っている。

「なんか、歳とってから見えてくるもんもあるから、思い返すといたたまれない気持ちにもなるんだけどな」

　若さゆえの勢いというものがなかったならば、あんなにも安易に、身寄りのない幼子を引き取るなどと、責任を負うことが出来ただろうか。一人前になったつもりで、実のところはまだまだ青かった自分は、腕うでの内に抱かかえた幼子と同様に周囲に見守られる側だったのだろう。

「デイルたち、昔からクロイツでお仕事してたんだね」

「いや、ケニス達たちは基本的に、クロイツはたまに利用するって程度で、拠点にしてたわけじゃなかったらしい」

「そうだったの？」

　不思議そうにしているラティナに、過去を思い返しながらデイルは再び昔話の続きを始めた。

「ケニスのパーティーが、本格的にクロイツを拠点にしたのは、ヴァールでの『瑪瑙眼竜』退治が理由だったって考えれば、不思議な縁でもあるんだけどな」
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　ケニス達の一行が次の目的地にクロイツの街を目指したのは、ヴァールで退治した『瑪瑙眼竜』が理由だった。素材としての価値がある部位として、皮や骨を取り分け、下処理はしたものの、早々に然しかるべきところに売りさばきたい。使う目的によって本格的な処理の方法も変わることを考えれば、劣れつ化かする前に買い取ってくれる先を見付けたいところだった。稀少で高額で売りさばける品であるから尚なお更さらだった。

　港町であるクヴァレにも多くの商人が集まるが、より多くの利益を得ようと考えるのならば、クロイツという街は冒険者にとっては別格の街となる。

　交易と流通で成り立つラーバンド国第二の規模を持つクロイツの街は、外部から訪おとずれる商人や冒険者たちを優ゆう遇ぐうしている街でもある。それは、買い取ってくれる先を見付けることが他の街に比べ容た易やすいということであり、同時に後うしろ盾だてのない冒険者にとっても、住民などを過度に優遇することの無い施し策さくが布しかれた、より多くの利益を得る機会のある街であるということも言えるのだった。

　手配した荷馬車で、ヴァールから最も寄よりの大きな港町を目指す。その後で、クロイツに向かう為ために一行が使ったのは、沿岸を経てクロイツに隣りん接せつする大河を遡そ上じようする船の便だった。

　人足を使い梱こん包ぽうした荷物を運ばせる。

　デイルにとっては、そういった手配の流れも、学ぶべき機会の一つとなった。

　海から河に入ると、船の旅は穏おだやかとしか言えないものになる。他の仲間がたまの休きゆ暇うかとしてゆっくり過ごすのを横目に、この時間を有効利用すべく故郷に送る為の報告書の束を作成していたデイルは、課題の山に追われる高等学舎の生徒を思わせて周囲を苦笑させた。

　船は、クロイツの北にある橋のたもとに接岸した。

　この先は、水深の関係もあって、大型の船が進むことが難しくなっているのだった。荷下ろしの為に整備された河岸で、荷馬車か小型の船に荷物を移して進むことになる。

　初めてこの河岸を訪れたデイルは、この場所を町だと思った。

　多くの人足が働くこの場所には、そういった働き手の為の宿しゆく泊はく施し設せつが幾いく棟とうも建ち並んでいる。働き手や、船を利用してきたもの相手に商売をする露ろ店てんも並んでおり、寂れた田舎いなかの村よりもよほど活気にあふれる場所となっていた。

「自然発生的な集落となっていますが、町としては数えられていない場所なんですよね」

　そうデイルに教えたのはカレルだった。

「町ではないから、税は取られない。その代わり、基本的に保証も保護もない自己責任の場ということになってますね」

「それで大だい丈じよう夫ぶなのか？　魔獣とか、盗とう賊ぞくとかは……」

「絶対安全とは言い切れないでしょうが、クロイツが近いから、ある程度は自助努力で何とかなっているみたいですよ」

　また、天候が長期に荒あれた時などは、早々に露店や荷物をまとめ、避ひ難なんすることが徹てつ底ていされているという説明もされた。逆に言うとそういった場合に危険度が上がる土地であるからして、正規の町を築かないのだということも出来た。

　デイルがそんな講義をカレルから受けている間に、荷馬車の手配と、クロイツで『瑪瑙眼竜』という稀少素材の買取りを行ってくれそうな商会の情報が集められていた。

　ヴァールのあの夜以降、何処どこか覇気の無くなったケニスではあったが、異常を指摘するほどには仕事ぶりに変化はない。あれ以来『危険度の高い』仕事に就ついていないことによる中なか弛だるみとも考えられる程度の変化で、再び危険な戦せん闘とうに身を置けば、元の状態に戻もどる可能性もあった。

（そうだと良いんだけどな……）

　ガタガタと揺ゆれる荷馬車の後ろに腰こし掛かけたデイルは、空を見ながら溜ため息いきをついた。山育ちの彼にとっては、水平線まで見み渡わたせる海の光景も、対岸まで渡るのも難しい大河の様子もどれも珍しい景色になる。空を映して青く輝く水面は、こんな心情であっても美しいものに見えた。ぼんやりと心を遊ばせながら景色を眺めるには、乗り心ごこ地ちが今一つの荷馬車の荷台であっても、特等席といえるだろう。

　クロイツには、東区にある門から中に入った。

　商業区域である東区は、デイルが今まで立ち寄ってきたどの街よりも賑にぎやかさだけではない活気がある。立ち並ぶ商店に並ぶ商品の豊富さや、道行く人々の様子からも、クロイツというラーバンド国有数の街の豊かさが感じられた。

「河岸で買取りを行ってくれそうな商会の情報は集めてきたが、一応、『緑の神アクダル』の旗がある店で話を聞いてきた方が良いか」

「確か、南区でしたっけ」

　そう言い合うケニスやカレルを横目に、中央区に差さし掛かかった時、デイルはあっと声を上げた。

「あ、『羽のついた封ふう筒とう』の意い匠しようってことは、配達組合の詰つめ所しよだよな。報告書と貰った鱗うろこも送っちまいたいんだが、寄っても良いか？」

「目印の緑色の旗がある店は、大通り沿いにありますし、後から追いかけて来てもいいですよ」

「混こんでるみてぇだし、そうさせてもらえると助かる。思ってた以上に分厚くなっちまって嵩かさ張ばるんだよな」

　デイルが掲かかげて見せた書類の束は、すでに手紙というよりも小包といった形容が正しくなる姿をしていた。油紙に厳重に包んだ『瑪瑙眼竜』の鱗が同どう梱こんされている為に、更さらにその印象が強まっている。

　一行から離はなれたデイルは、大都市らしく洒落しやれた意匠の施ほどこされた扉とびらを押おして、配達組合の建物へと入った。外から眺めていた印象を裏付けるように、多くの人の出入りがあり、賑わっていた。だが、その分受付も多く設置されているようで、予想よりは待たされるということもないらしい。

　定型化された送り先証に故郷の住所を記入するデイルは、だから、この後ケニスが起こしたことを直接は知らない。

　彼もまた伝聞で、予想もしていなかったことを聞かされることとなる。




　仕事の話をしに行ったはずのケニスが、初対面の店の看かん板ばん娘むすめを、口説いた。




　配達組合での手続きを終え、『緑の神アクダル』を表す徽き章しようである天馬が描えがかれた緑の旗が掲げられた、『踊おどる虎とら猫ねこ亭てい』という店名の酒場に辿り着いたデイルが見たものは、対応に困ったように途方に暮れる仲間たちと、その中心でどこか締しまらない表情をしているケニスの姿だった。

　そこで聞かされた事情が、それである。

　端たん的てきに言ってしまえばあまりにあまりな出来事であったが、普ふ段だんのケニスの姿を知るデイルにとっても、呆あつ気けに取られるという反応以外の対応が出来ない出来事だった。

「は？」

「いや、ということで、その相手に罵ば倒とうされたにもかかわらず、何処か嬉しそうなのがそこの彼です」

「は？　よくわかんねぇんだけど……？」

「大丈夫、その場に居合わせた僕ぼくたちも、よくわかっていませんから」

「ケニスが、誰かを口説いたとかって行動自体が、よくわかんねぇんだけど……？」

　絞り出だしたように言うデイルに、仲間たちも次々に同意した。

「まあ、僕たちも初めて見ましたからね」

「そうだな」

　困こん惑わくしきった結果、デイルから出る質問も、要領を得ないものになりがちだった。

「口説いたって……何だ？」

　それは質問としても、あまりに間が抜ぬけていたが、誰も指摘は入れなかった。

「いや、それは言葉通りだな」

「何でそんなことしたんだよ、ケニス？」

　問うデイルに、街中の人目がある場所だということを全く意にも介さないように、ケニスは何処か吹ふっ切れたような笑え顔がおを向けた。

「俺おれもこの歳になるまで知らなかったんだがな。どうやら世の中には、本当に一ひと目め惚ぼれというものが存在しているらしい」

「はあ？」

「一目惚れだった。だから、口説いた」

「はあ……？」

「急せいては事を仕損じるとは言うが、ここは先手必勝とするべきかと戦略的判断をした」

「……はあ」

　完全に状じよう況きようについていけない顔になっているデイルを、更に置いて行くような笑顔でケニスは言い切った。

「冒険者となるのは、俺の目的の為の手段だった」

「こないだ、そんなこと言ってたな」

「そして、いずれ冒険者を引退した後は、宿屋の親おや父じにでもなって、美人の嫁よめさんとたくさんの子どもに囲まれる。それが俺の人生の目標だった」

「……はあ……」

「冒険者としての目的を果たした今、次に目指すべきは人生の目標だ。思い出したぞ！」

　どうやら置いてきぼりにされているのは自分だけではないとデイルがおぼろげながら理解した頃、ケニスは生気を取とり戻した顔で清すが々すがしく天を仰あおいでいた。

　立ち直ってくれたのはありがたいが、この立ち直り方は予想してなかったという独白は、デイルだけのものとも言い切れなかった。




　一方で、そんなケニスに告白された側も、全く状況がわかっていなかった。




『踊る虎猫亭』の一ひと人り娘むすめであるリタは、両親が営む、酒場兼けん宿屋であるこの店の事務に関かかわる業務の一いつ端たんを担になっていた。

『緑の神アクダル』の神しん殿でんからの業務の委い託たくを受けているこの店に於おいて、神殿から貸たい与よされている情報端たん末まつの操作は、従業員がいたとしても安易に他者に任せることが出来ない業務となっている。故ゆえに、それは店主が主に担うべき業務となっていた。一人娘であるリタは、幼い頃より家業は己が継つぐのだと心を決め、『黄の神アスフアル』の高等学舎で経理をはじめとする事務過程の学術を修めてきた。いずれ店を継ぐ跡あと取とりとして、これからは店を回す中心となる。

　そんな意気込みを以もつて、店のカウンターに座すわる、未だ年若い女性だった。

　酒場という環かん境きようで育ったリタは、幼い頃から酔すい客きやくに揶揄からかわれたり、セクハラじみた発言を投げかけられるのには慣れている。

　それでも。いや、だからこそと言うべきか。

「惚ほれた。結けつ婚こんしよう」

「何言ってるの？　頭湧わいてる？」

　初対面の人間に、真ま面じ目め腐くさった顔でプロポーズされるのは、人生初体験であった。

「運命を感じた」

　冷めきった目で見ることには成功したと思うのに、全く応えた様子はない。邪じや険けんな自分の声にも、その男は動どう揺ようする様子が見られなかった。

「馬ば鹿かは死ななきゃ治らないなんて言うけど、一度死んでみる？」

「アンデッドがリタの好みなら、前向きに検討する」

「灰の一ひと欠かけ片らも残らないように、丹たん念ねんに浄じよう化か魔ま法ほうかけてもらうわよ」

　酔客や下げ卑びた視線には耐性があると思っていた。受け流せると思っていた。だからこそ、こんな真まっ直すぐな視線は知らなかった。

　混乱した。

　だから。

「リタ」

　真っ直ぐな視線に耐たえ切れずに、反射的に手が出た。

　破は裂れつ音おんに似た乾かわいた軽い音が響ひびいても、目の前の大男は何故なぜか満足気な顔をして、こちらを見ていたのだった。

　流石さすがに騒ぎになってはまずいと判断したのだろう。同行していた仲間たちによって大男が店の外に引っ張り出され、扉が閉まる。その瞬しゆん間かん、リタは堪え切れずに大声を上げた。

「なんなの!?　一体なんなの!?」

「何って……ナンパだろうなあ」

　荒れ狂くるうリタの様子すらおかしいものを見たとばかりに、髭ひげ面づらの常連客が笑えみを含ふくんだ口調で酒しゆ杯はいを口に運ぶ。

　冒険者として名を上げ、街の名士としての名めい誉よと富を得たこの常連客は、本来、邸てい宅たくを構える西区の高級店を贔ひい屓きにしていてもおかしくない男である。

　それが今でも足しげく南区にあるこの安酒場に通い、一角を常に陣じん取どっているのは、店主である幼おさな馴な染じみへの配はい慮りよと、その愛まな娘むすめの様子を見守るという理由が多分に含まれていた。

　大の男でも危険とは切きり離せない、冒険者なんて荒あらくれ者もの相手の商売を、一人娘だからと幼い頃から早々に継ぐことを決めてしまったリタに対し、父親の友人としての『ジルヴェスター小お父じさん』としては思うところがない訳ではない。

　そんな昔からよく知る相手ではあるが、リタがこれほど心を乱されているのを見るのは初めてだった。

「手が痛いんだけど！」

「思い切りが良すぎるくらいに、引っぱたいたもんなあ」

　そう笑いながらもジルヴェスターは、リタのビンタの軌き道どうを見極めたうえで、反射的に目を閉じることすらなかった男の腕うで前まえには、多少興味は抱く。クロイツでは見ない顔であったが、場数を踏ふんだ中ちゆう堅けんどころのパーティーなのだろうと推測する。

「見ない顔だったが、これからこっちで仕事をする気なのか」

「知らないわよ、そんなの！」

「知らないって言っても、クロイツを拠点にする冒険者だったら、これからも顔を合わせることはあるだろう」

「う……」

「『緑の神アクダル』の旗の店とは、情報を求めるもの全すべてに開かれた場所であるべきだというのが、理念だろう。個人的な感情で客を選ぶわけにもいくまい。それなら親父さんの言う通り……」

　明らかに動揺した様子のリタは、それでも続けられたジルヴェスターの言葉に虚きよ勢せいを張る。

「酒場の女主人なんて無理があるってのが、父さんの言い分でしょ。もうそんなの聞きき飽あきてる。ナンパのひとつやふたつ、簡単にいなすくらいわけないわよ」

「そうかそうか」

　予想通りの反応をしたリタに対してそれ以上何も言うこともなく、ジルヴェスターは空になった杯をリタに差し出した。




　ジルヴェスターの発言を裏付けるかのように、ケニスは早さつ速そくとばかりに、翌日再び『踊る虎猫亭』の扉をくぐった。

　昨日は連れていなかった茶色混じりの黒くろ髪かみの少年を連れたケニスは、射殺すようなリタの視線も気に留めず、『掲けい示じ板ばん』の前を陣取っている。この掲示板には、『緑の神アクダル』の神殿から送られてきた地域や賞金首などの情報や、街の人びとから寄せられた依い頼らいが張り出されている。駆かけ出だしらしい少年に対し、丁てい寧ねいな講こう釈しやくをしているといったのが二人の姿から受ける印象だった。

　張り出された依頼の内容をざっと確かく認にんした少年――デイルは、そのうちの一枚をまじまじと見ながら感想を口にする。

「討とう伐ばつ依い頼らいが多いんだな」

「この街の近くには、魔ま獣じゆうが多く生息する『森』がある。魔獣由来の素材の需じゆ要ようが高いというよりも、そういったものが欲しい商人がこの街に集まって来るんだろうな」

「素材の安定供給は、どの職人にとっても必ひつ須すなんだろうな……」

　呟いたデイルは、『兄貴分』に対して要望を口にする。

「こういった依頼を、暫しばらく受けてみることってできるか？」

「お前が自分からそういったことを言うのは珍めずらしいな」

「俺、やっぱりこういった狩しゆ猟りよう系の仕事の方が、向いてると思うんだよな。いつかケニス達のとこから独立するってことを考えると、前もって経験を積んでおきたいって思ったりする」

　弟分の珍しい『我わが儘まま』に、驚きを隠かくさない顔をした後でケニスは、デイルの頭をぐしゃぐしゃと掻かきまわす。

「子ども扱あつかいはよせって！」

「一人でいきなりやろうなんてことを言いださず、ちゃんと俺たちに頼たよろうとする辺りは評価してるぞ」

「発言が、子どもに対するものにしか、聞こえねぇんだけど」

「役割分担は、パーティー運営に対して、必須のスキルだろう。評価しているというのは本音だぞ」

　ずいぶん仲が良さそうだと、いつの間にか二人の会話に耳を澄すませていたリタは、はっと我に返って手元の書類に視線を落とした。

　視線で追って、何を話しているか気に留めて――そんなことをしているなんて、まるで自分が、相手のことを気にしているみたいではないか。

　気にするなんて、馬鹿らしい。

　酔よっ払ぱらいのたわごとみたいなものだ。

　自分だけが気にしているなんて、馬鹿らしい。

　敢あえて気にしないようにと振ふる舞まうこと自体が、気になっていることの裏返しだということにも気付いていないらしい。そんな『看板娘』の今まで知らなかった一面に知らず苦く笑しようを漏もらしながら、『ジルヴェスター小父さん』は、何い時つもの定位置であるテーブル席の片かた隅すみからカウンターに移動すると、新参者である二人に声を掛けた。

「見ない顔だな。竜種素材が持ち込まれたって『東区』で噂うわさになってたが、お前さんたちの仕事か」

　見知らぬ相手からかけられた突とつ然ぜんの言葉に不ふ審しんそうな顔をしたのはデイルだけで、ケニスは微かすかに外交用の笑みを浮うかべて応じる。

「運が良かっただけですよ」

「謙けん遜そんする必要はねえだろ」

「すんなり売ばい却きやくの目め処ども付きました。流石さすが、ラーバンド国第二の都市と称たたえられる街ですね」

「景気の良い話だな」

「お陰かげ様さまで。ご挨あい拶さつがてら、一いつ杯ぱい奢おごらせて頂きたいところですが、何分看板娘に嫌きらわれている身の上ですのでまたの機会に」

「おう」

　軽く片手を挙げて応じるジルヴェスターに対して、礼を尽つくした態度を崩くずさずケニスは踵きびすを返すとデイルを促うながしつつ店の出口へと向かう。

　だが、最後の最後で、意味もなく書類を整え続ける行動を繰り返しているリタへと視線を向けた。

「じゃあ、またな、リタ」

「もう来なくてもいいわよ」

　ちゃんと返事をして貰もらえたことが嬉しいとばかりに笑みを浮かべる大男のことを、リタはまっすぐ見ることが出来なくて、言い知れぬ敗北感を覚えたのだった。

「それじゃ、まずは薬師連盟からの依頼ってのの話を聞きに行ってみるか」

　店の外に出てすぐ、そう言って笑みを浮かべているケニスに対して、デイルはいくつか浮かんでいた疑問をぶつけることにした。深刻な話題でも無いから目的地に向かう途と中ちゆうに聞いてしまうことにする。体格に勝まさる相手に遅おくれないように歩く速度を速めながら問いを発した。

　クロイツの街は、大通りが街の形に合わせて十字の形に走っており、細かな路地を差し引けば、余よ所そ者ものであっても大体居場所が把は握あくしやすい。道を覚える為に割さく意識が最低限で済むのはありがたかった。

「他にも依頼があったのに、何でそこを選んだんだ」

　とりあえず、興味本位のものではなく、仕事に関する質問を選せん択たくする。

「俺たちは、現場の地理も状況もわからんからな。定期的に『森』の中に入りこんでる地元の団体からそういった情報を仕入れることが出来るなら、仕事の依頼と合わせて一石二鳥だろう」

「……なるほど」

　ふむふむと納なつ得とくした顔になっている『弟分』は、当人に指摘をすれば非常に嫌いやがるだろうが、歳相応のあどけなさを感じる姿だった。微笑ほほえましさに緩ゆるみそうになる表情は意志の力で押さえつける。

「あのおっさん、知ってる顔か？」

「確証はないが、噂に聞く容姿とは一いつ致ちするな。デリウス氏なんて大物が当たり前のようにいるんだから、さすがクロイツというべきだな」

「デリウス……？」

「いくらお前でも、ジルヴェスター・デリウスという冒険者の名前くらいは聞いたことがあるだろう？」

「え……あ、あぁっ！　あれって、実在してる人物なのか？」

「その言い方も大たい概がいだな」

「俺んちの方みたいな田舎じゃ、子ども向けの与よ太た話と区別がつかねえんだよ」

　吟ぎん遊ゆう詩人が歌う冒ぼう険けん譚たんや英えい雄ゆう譚たん。それが『偉い業ぎよう』と呼ぶべきものであればあるほどに、創作話との境はなくなっていく。元々デイルは、英雄譚に憧あこがれて冒険者を目指したという環境でも無かった為、実在の冒険者に対する憧れというものとは、意識的に遠いものを有していた。

「ケニスはいったいいつの間に、そういった噂うわさ話ばなしなんかを集めているんだよ」

「あそこで掲示板を眺ながめていた間でも、充じゆう分ぶん色々な情報は集められただろう。デリウス氏のこと一つとっても、そうだな……昨日も今日も、初めは同じテーブル席を陣取っていたようだし、決まった席のあるあの店の顔役ってところなんだろう。リタの様子をだいぶ気にしていたところを見ても、だいぶ親しい間あいだ柄がらなんじゃないか」

「……そのリタって、カウンターにいた女の名前だろ……？　それも何時の間に聞き出したんだよ」

「聞き出すも何も、周りがそう呼んでたからな。良い名前だよな」

　ほんの僅わずかな時間の中でも、必要な情報は把握していたらしい。

　そんな優ゆう秀しゆうな様子は尊敬している部分であるのだが、最後の最後であまりにも締まらない表情となってしまったケニスに、デイルはぎこちなく視線を逸らすことで話を終えることを選択した。

『兄貴分』の今まで知らなかった面に突っ込みを入れようにも、『弟分』の経験値の低い自分では、適切なやり方が今一つわからないのである。

　一方、『虎猫亭』の内部でも、ジルヴェスターがリタに向かって空になった杯さかずきを差し出していた。

「ただ酒を呑のみ損そこねちまったな」

「…………」

　無言で酒を注ぐリタの頬ほおには、まだ赤あか味みが残っている。

　ジルヴェスターはそんなリタに、少々複雑なものを感じながらも、言葉を続けた。

「昨日、『東区』に水すい棲せいの竜種の素材が持ち込まれたらしい。傷いたんだ様子が無いってことから、死し骸がいを回収したもんじゃなく討とう伐ばつしたんだろうってのも、血気盛んな若い連中の間で噂になっている。なかなかの凄すご腕うでだろうとな」

「竜種の討伐依頼なんて、この近辺では最近ないわよ」

「それも含めて、そのうち続報が出るだろう。生息域の移動なんかがあったんなら、大おお事ごとだ」

「……そうね」

「竜種の素材を持ち込んだ冒ぼう険けん者しや一行のまとめ役はタルナート。商隊警護を得意とする冒険者に同じ名前の奴やつがいるんだが、評判は悪くない」

「ふーん……」

　如い何かにも気にならないという態度を取り続けていることが、リタの意地っ張りな性格の一端を示している。それでいて、手て許もとの『緑の神アクダルの伝言板』を操作し、神殿経由で得られる情報を引き出し始めたのは、何の情報が欲ほしいからなのか。

　長年の友人の娘むすめが、今までに無い反応を示した相手に対して探さぐりを入れるということは、ジルヴェスターにとって当然ともいえる行動だった。

　噂や評判に陰かげりがある相手であったのなら、裏から手を回してクロイツ周辺ではまともな仕事にありつけなくし、この店に近付けないようにすればよいのだから、逆に話は早い。

　だが、ケニスやその仲間たちについての評判というのは、集めれば集めるだけ目に付くほどの悪い点というものが見当たらない。幾いくつかの商隊から名指しで警護の依頼を受けているというのを聞けば、信しん頼らいを寄せられるだけの仕事をしていることが透すけて見える。

　問題がない相手と言うのが、この場合では問題だった。

「俺があいつに恨うらまれるのも避さけたいところだし……どうするかな」

　長年幼馴染をやっているからこそ、冒険者なんて血気盛んな荒くれ者と対たい峙じしても一歩も引かぬ性格であることをよく知っている。そんな友人の顔を脳のう裏りに浮かべ、ジルヴェスターは微かに溜め息をついたのだった。




　それ以降、得意とするはずの護衛依頼を休業し、クロイツ南部の魔獣の生息地たる『森』での活動を開始したケニス達のパーティーであったが、それに関する評判というのもなかなかのものだった。

『森』は、クロイツに近い地域ほど魔獣の分布としてはまばらで、弱い個体が生息しているという傾けい向こうが強くなっている。それは、それだけ多くの冒険者が入りこんでいるという証でもある。冒険者の手が入っていない地域ほど魔獣の数も種類も多くなり、危険度が飛ひ躍やく的てきに上がっているのであった。

　奥おく地ちに入れるパーティーとは、すなわち、練度の高さに直結していることになる。

　クロイツでの活動を始めた当初は、浅部での狩猟や採取の依頼を受けていた彼かれ等らであったが、中深部へと歩を進めるようになるまでにはそう時間が掛からなかった。

「お前の魔ま法ほう、滅め茶ちや苦く茶ちや便利だな」

　半ば呆あきれたようにヘルムートが言ったのは、クロイツでの活動も軌道に乗ったある日のことだった。

　デイルの『地』属性魔法は、『森』の中の探たん索さくに対して有効すぎる働きをしていた。初見の筈はずの場所ですら、デイルは迷うことも、道を違たがえることもない。更に、周囲の地形の予測すら、ある程度は可能となっていた。

　異例の速さで『森』の奥おく深ふかくまで進んでいけるようになったのは、デイルの能力がやはり大きかった。更にティスロウ育ちのデイルのスキルは、森や山の中での活動に関しては突出している。

　それでも、それだけが理由でないことは、デイル自身が肌はだで感じていた。

「多分、俺自身が、この場所との相あい性しようが良いんじゃないかって感じてる」

「場所との相性？」

　おうむ返しに聞き返したヘルムートと違って、魔法の心得のあるカレルやスキピオは、率そつ直ちよくにうらやましそうな顔になった。

「『加護』との親和性って奴か」

「魔獣の生息地は、神気が強い土地が多いとは聞きますからね」

「神官の持ってる『加護』か？　そんなに影えい響きようするもんなのか？」

「俺の『加護』自体が、魔法との親和性が高いってのもあるんだろうけど。ここの神気は『橙の神コルモゼイ』と『青の神アズラク』……あとはたぶん、『緑の神アクダル』……かな。影響はかなりある。魔ま力りよく練ったりするのが、すげぇ楽なんだよな」

『橙の神コルモゼイ』と『青の神アズラク』から奇き跡せきの力の一端を受けているデイルにとっては、当人も驚くほどに親和性の高い土地であるのだった。

　本来冒険者は、単独での活動というものは推すい奨しようされてはいない。

　それでも後のデイルが、日常に於いては気き侭ままな単独での活動をしていたのも、この親和性が非常に高い土地であったというのが大きな理由を占しめていたのであった。

　一回の収益でみれば、商隊警護の仕事の方がもうかっている換かん算さんとはなるが、必ず換かん金きんできる獲え物ものを持って帰っていることを考えれば、悪くはない。

　デイルの修しゆ行ぎようの方も、百ひやく戦せん錬れん磨まのクロイツの商人相手に、獲物を売却する商談をするという実地研修に進んでいた。はじめは一方的に買いたたかれたが、今は収益を出せるようにはなっている。

　そんな充じゆう実じつしている毎日であったが、デイルの目から見て、ケニスの恋れん愛あい話に於いては進展が全くないように思えていた。

「リタ、この依頼についての詳くわしい話が聞きたいんだが」

「交こう渉しようは、各おの々おの依い頼らい人にんと交渉するのがルールよ。店は、間には入らないの」

　ケニスは『踊る虎猫亭』を訪れる度にリタに当あたり障さわりのない声を掛けるのだが、それに対するリタは、見事なほどに素っ気ない。

　だが、ケニスは全く応えた様子もなく、「そうか」と短く答えて店の奥おくへと向かった。

「申し訳ないが、ジルヴェスター。この依頼について尋たずねたい。目的の魔獣の生態に詳しい相手に心当たりはないか？」

　ケニスが声を掛けたのはジルヴェスターだった。そんなケニスに不ふ愉ゆ快かいそうな顔もせず、ジルヴェスターは顎あごに手をやりつつ思考を巡めぐらせているようだった。

　いつのまにやらジルヴェスターとの親しん睦ぼくを深めているらしいケニスに、リタの眉み間けんのしわが深くなる。如何にも不ふ機き嫌げんそうな看板娘の態度に触ふれることもなく、真ま面じ目めに着々と仕事の話が進んでいた。




　どうしようもなく、腹ただしい。

　そんな心情を抑おさえ切ることが出来ないまま、リタは自分の仕事に熱中する振りをした。

　真面目なのである。リタが知る、他の冒険者たちのどのパーティーよりも、仕事に対して真面目なのである。

　ケニスがリタに掛ける言葉も、仕事を受けに来た冒険者として、マナーを逸いつ脱だつしたようなものは全くない。下卑た発言の一つでもあれば、罵倒して追い出してやるのに、紳しん士し的てきと言っていい態度を崩さない。

　クロイツに持ち込んだ竜種の素材の出どころは、港町ヴァール。港を占せん拠きよして町の機能を止めていた『瑪め瑙のう眼がん竜りゆう』という稀き少しような竜種を討伐したらしい。的確な戦闘の組み立てで、町への被ひ害がいをほとんど出さずに巨きよ体たいの竜を討うち取る姿は、既すでに幾いく人にんかの吟遊詩人の新曲の英雄譚サーガとなっていると聞く。素材は討伐に対する正当な対価として占せん有ゆうしたが、町に報ほう奨しよう金きんを求めることは無かったそうだ。漁が止まり、経済活動が停てい滞たいしていたヴァールが、竜種討伐の報奨金なんてものを捻ねん出しゆつすれば、町の運営が傾かたむきかねない。そんな男気溢あふれる行動もまた、英雄譚の題材とされた理由だった。

　クロイツでの評判も、どんどん上がっている。

　ジルヴェスターが好意的な対応をしているのも、彼等の仕事ぶりを買ってのことだ。

　確かに、どんな依頼でも、受けたからには迅じん速そくで誠実な対応を徹底しているようだった。リピーターになっている依い頼らい人にんもいるらしく、時に名指しの依頼が出来ないかと問い合わせてくる相手もいる。こんな短期間で指名を受けるなんてことも、リタの知る限りないことだった。




　リタは苛いら立だちを隠さないまま、今日も『緑の神アクダルの伝言板』に手を滑すべらせる。

　嫌いならば、見なければいい。関わらなければいい。

　それなのに、職権乱用気味に情報を集めている自分自身の行動には、リタは理由をつけないでいた。時に浮かぶ疑問には、粗あらさがしをしているのだと、自分自身に対して言い訳をする。

「女だからって、質たちの悪い冗じよう談だんを言ってくる相手だし」

　無意識のうちに漏れ出でた言葉を、自分で肯こう定ていする。

　冗談。

　冗談に決まっている。

　だって、最初に会ったあの時以降、口説いてくることも、甘あまい言葉の一つもかけてくることも無い。

　欲しい訳では、ない。絶対ない。

　ただ、悔くやしいだけだ。こんな風に、必要以上に気にしているのが自分だけだなんて、不公平だから悔しいだけだ。




「じゃあ、行ってくるな、リタ」

「もう帰って来なくても良いわよ」




　だから今日も、可愛かわいげのない言葉を発する。客商売らしからぬ愛あい想その無さだと、とっとと見切りをつけたらいい。

　それでも明日も来てくれたのならば――

「少し厄やつ介かいな依頼を受けることにした、心配してくれるか、リタ？」

「そんな訳無いでしょ。あんたの顔見なくて良いと思うとせいせいするわよ」

　期待なんてしていない。でも、もしかしたら。本当に。

　その次も来てくれたのならば――




　ケニス達たちがぱったりと姿を見せなくなったのは、急な出来事だった。

　明日も来るといった軽い挨拶を交かわして、何でもないように店を出て行った。あの時自分は何と答えたのだったか。

　元々、クロイツを拠きよ点てんにしていた訳でない彼かれらのパーティーには、古くからの知ち己きがいるわけではない。消息を尋ねるという訳にもいかなかった。

　毎日のように辿たどっていた、彼等の情報を集めるのが怖こわい。

　こんな風に、急に姿を見せなくなる『冒険者』のことを自分は良く知っている。危険と隣となり合あわせの職業だなんて、この店の娘として生まれた以上、物心ついた頃ころにはその意味を知っていた。

　耳を塞ふさぐ。

　聞きたくない情報が、店の中を飛とび交っている。

　いつも定位置に座るジルヴェスターの姿もまた、今日もない。数日前に一報を受け、悲痛そうな表情で店を出て行ってから、各所に働きかけているらしい。




『森』の中部にも関わらず、深部から進出してきた強力な魔獣。それに遭そう遇ぐうした幾つかのパーティーが壊かい滅めつした。




　ジルヴェスターたちは、その魔獣が浅部まで出てきた時を想定して、対策に奔ほん走そうしている。

　犠ぎ牲せいになったパーティーも、中部で活動できるほどの実力を伴ともなっていたはずだった。経験の浅い冒険者たちには、今は『森』へと立ち入らないように厳げん戒かい態勢を敷しいている。

　実力者も犠牲になっている。

　竜種を打うち倒たおせる実力があっても、予想外の場所での不意打ちに、全て対処出来る保証はない。

　今回の事件の現場になったのは、ケニス達が主に活動していたあたりだなんてことは、誰だれに聞かなくても自分は充分に良く知っている。

　そんなことはわかっている。そんな事実なんか、直視したくない。

「こんなことになるなら、せめてちゃんと、無事に帰って来いって言うべきだったのかな」

　零こぼれた呟つぶやきは、自分でも驚おどろくぐらい頼りない声だった。




　打ちのめされていたリタのもとに、ケニスが再びひょっこりと姿を見せたのは半月ほど後のことだった。




「生きてたの……？」

　再会して早々に生死の確認をされたケニスは、理由がわからないというように首を傾かしげていた。

　眼前の現実を声に出して確認したリタは、自分の声が驚くほどに震ふるえてしまったことにも気付いていなかった。

「クロイツは大変だったみたいだな。しばらく旧知の商隊からの依頼で、王都への警護をしていたんだが、あっちまで噂が届いていたぞ」

　リタの声の震えを異なる理由だと解かい釈しやくしたケニスが、労わりの言葉を発する。

　その言葉すら、何処どこか現実味がないように、リタはぼんやりと聞いていた。

「大木すら丸まる呑のみに出来るような巨きよ大だいな蛇へび種しゆの魔獣だったんだろう？　大おお掛がかりな討伐隊が編成されたそうだな。ウチのデイルが、折せつ角かくだったら参加してみたかったって、悔しがっていたぞ。そうだ、街かい道どう沿いの盗とう賊ぞくが活性化しているって話だったが、王都への往復の際、それらしい姿は確認できなかった。情報の更こう新しんはされているか？」

　返答が無い為ために滔とう々とうと語り続けていたケニスは、無言のままのリタの顔を改めて見て、ぎょっとした。気の強い、強気な表情しか見せたことの無かった彼かの女じよが、ぽろぽろと涙なみだの雫しずくをカウンターの上に落としている。

　自分の行動の何が彼女の涙を引き起こしたのか見当もつかない。更さらに、清潔な手布を差し出すなんて気の利きいた真ま似ねも出来ない自分に対して呆れかえる。

「リ……リタ？」

「何でもないわよ」

「何でもないって、様子には……」

「何でもないって言ったら、何でもないの」

　その返答には、彼女らしい気の強さが感じられて、心底ほっとする。

　正直にそんな心情を表に出したケニスに向かい、リタは泣き顔ながらも、にっこりと笑った。

「無事に帰ってきたんだから、何でもないの。……おかえりなさい」




　初めて見たリタの笑顔は、ケニスにとっては、彼女に改めて惚れるのには、十分すぎるほどに魅み力りよく的てきな笑顔となっていた。





†






　デイルに聞かされた昔話は、ラティナの好こう奇き心しんを刺し激げきするものであったらしい。

　自分にとっては、『大人』だった周囲にも、『子ども』であった時期がある。当たり前といえば当たり前の事実であるのに、全く想像できない。

「赤ちゃんだったテオやエマが、こんなに大きくなっているんだから。みんなそうなんだろうって思うんだけど、なんか不思議だなって思って」

「そういう嬢じようちゃんだって、卓たくに手が届かねぇほどちっこかったのにな」

　目を細めながら言うジルヴェスターに対し、淹いれたばかりの茶の入ったカップを差し出しながらラティナは微かに口を尖とがらせる。

　そんな孫まご娘むすめを見るような好こう々こう爺や然としたジルヴェスターの姿に、カウンターの定位置にいるリタは表情を和なごませた。
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　リタがいくら言っても酒量が減らなかった父の時代からのこの常連客が、常に手にする酒杯をいつの間にか半数くらいはティーカップに持もち替かえてくれるようになったのは、ちいさな看かん板ばん娘むすめが手ずから淹れる茶を味わう為だったということには、功労者たるラティナは気付いていないのだろう。

「ジルさんは、リタが子どもだった頃から知っているの？」

「リタが子どもの頃っていうよりも、この店の先代と俺おれは幼馴染でな。仕事で彼あ方ち此こ方ちに行くようになっても、この店には情報収集のために寄る機会が多かったから、交流が長く続いてた。その過程で、リタが生まれた時のことなんかも知ってるってことになるな」

「へえ……赤ちゃんだったリタ……？」

「私にだって、赤あかん坊ぼうの頃だってあるわよ」

　首を傾げているラティナに対して、流石にリタが突っ込みを放つ。それでもラティナは、考え込むような難しい顔を崩すことは無かった。

「うーん……エマが赤ちゃんだった時みたいな感じかな」

　想像力の限界らしくラティナがそう言えば、ジルヴェスターが真顔で否定した。

「いや、テオ坊とそっくりだったぞ」

「それは、髪かみの色のせいでしょ」

　母親譲ゆずりの黒髪をしている長男に対して、長女であるエマは、父親譲りの金の髪をしている。猫ねこっ毛けなところも含めて、あまりリタと似ているという印象がない。

「そうとも言えねえぞ。テオ坊と泣き方なんかそっくりでな。俺ら昔むか馴しな染じみはてっきり男の子が生まれたんだと思い込んで祝いを用意してたから、娘だと知って泡あわを食ったもんさ」

　リタの気の強さは、生まれた時からの折り紙付きであるようだった。

「女の子のお祝い……でも、あんまり女の子らしい格好のリタって……やっぱり想像できないかな……」

「父さんは私にそういったの着させたがったけれどね。私の好みとはやっぱり違うし」

　リタは自分では着たいとは思わないが、そういった女性らしいものが嫌いという訳でも無い。

　思う存分『可愛らしい格好』をさせることが出来る、可愛らしいちいさな妹分の存在に、どれだけ癒いやされたかなんて説明は改めてする必要がないほどだった。

「今のエマくらいの歳としの頃だと、ふりふりしたもん着てたこともあったぞ」

「嘘うそ」

「嘘ついてどうすんだよ」

　驚いたような顔のリタと、それに応じるジルヴェスターを見ていたラティナは、最初の疑問に立たち戻もどった。質問を発する時にちいさく首を傾げるのは、彼女が幼かった頃から変わらない仕草である。

「ジルさんたちは、デイルが子どもだった頃も知ってるの？」

「俺たちが知っているのは、デイルが冒険者になってこの店に来るようになってからだな」

「ケニスは、デイルが故郷に居た頃から、仕事で出入りしてて面識があったって言うから、もっと子どもの頃も知っているんだろうけどね」

「そっか……」

　呟くラティナは、再びどこか難しいような顔に戻る。

「うーん……やっぱり少し、悔しいような変な感じがする……」

「あんまりそんなことばっかり言ってると、デイルみたいになっちゃうわよ」

「デイルみたい？」

　その言葉に不思議そうにラティナが顔を上げれば、リタは心底呆れたような声こわ音ねで言葉を続けた。

「だって、あなたのお姉ちゃんに向かって、本気で張り合っていたじゃない。故郷に居た頃のラティナの様子とか……言葉も含ふくめてわからないことを、本気で悔しがっていたでしょ」

「あれはフリソスも悪いとは思うんだけど……」

　デイルのことを積極的に煽あおっていくスタイルである姉にも、そのあたりの責任はあると思うラティナは、公平なジャッジを以もつて夫の擁よう護ごを試みる。

「まあデイルの場合、悔しいというだけよりも……もっとちいさかった頃のラティナも、間ま違ちがいなく可愛かったんだろうっていう発言であるところが、救いようがないわよね」

「ええと……」

「普ふ通つう、嫁よめに対して言う台詞せりふじゃあねえよな」

「ええと……うん……私も、それにはちょっとどうかなって思う時はある」

　だが、擁護はしきれなかった。ラティナも流石さすがに庇かばいきれなくなって、肩かたを落とす。

　デイルがそういったことを言うのは、間違いないというか、確定事じ項こうなのであるから致いたし方かたない。

「まあ、凄すごくちっちゃいラティナは、確かに可愛らしかったんだろうとは、私も思うけど」

「双ふた子ごの姉ちゃんと並んだ姿は、親おや御ごさんにとっても、目に入れても痛くねえほどだったんだろうってことはわかるがな」

「ふぇ？」

　良家の子女然とした躾しつけの行き届いた幼い頃のラティナを思い返せば、両親に惜おしみない愛情を受けていた子どもであったのだろうと、出自を知った今ならはっきりと断言できる。

　理り不ふ尽じんな目に遭あい全てを失っても尚なお、彼女は両親のことも生き別れた姉のことも、慕したい案じることはあっても恨むことはなかった。優やさしくまっすぐな性根は、生まれの良さだけで身に着いたものではないだろう。

　そんな彼女が、両親の庇ひ護ごのもとすくすくと育っていた時分である。愛らしくないはずがなかった。その辺りは、あの現嫁バカである『（元）親バカ』に同意せざるを得ない。

「だから、そんなことを言いだしたらキリがないわよ。私だって、ケニスの昔のこととか、全部知ってる訳じゃないんだし」

　そう話をまとめようとしたリタは、ラティナが興味深そうに自分のことをじっと見ているということには気が付かなかった。再開した書類仕事に視線を向けてしまったというのも理由である。

「そっか……リタがケニスと会った時より、ケニスがデイルと会った時の方が先になるんだね」

「そうだな」

「リタとケニスが結けつ婚こんしたのって、どうしてだったのかな。どっちから告白したのかな」

「……」

　無言で茶を啜すすり出したジルヴェスターをちらりと見て、ラティナは一人、うーんと腕うでを組んだ。この疑問には答えて貰えないようだと、即そく座ざに判断を下す。

「ケニスに聞いたら、教えてもらえるかなあ？」

　そこでリタ相手に聞こうという発想にならないあたり、ラティナも長年彼女の『妹分』をやっているだけのことはあると言えるのかもしれなかった。

　一応、店主夫ふう婦ふに気を遣つかい、言葉を濁にごしたジルヴェスターだったが、彼の気き遣づかいはある意味では杞き憂ゆうであった。

「ケニスは、どうしてリタと結婚することになったの？」

　仕込みの作業中に、抱いた疑問を発したラティナに対し、ケニスは全く恥はじ入いる様子もなく即そく答とうした。

「俺とリタが結婚した理由なんて、俺がリタに惚ほれたからに決まっているだろう」

「ふぇ……」

　はっきり過ぎるほどの発言に、ラティナの方が微かに赤面する。

「そして俺は、リタが承しよう諾だくしてくれるまであきらめなかった。それだけだ」

「なんか、ケニスがデイルにとっても『お師し匠しようさん』だってことを、凄く納得できたような気がする……」

「あいつと同一視されるのは、俺の方に言いたいことが色々と出てくるんだが」

　ラティナに告白された結果、動どう揺ようのあまり、仕事を理由に敵前逃とう亡ぼうを果たしたデイルの行動は、数年たった今でも語り草になっていると言わざるを得ない。

　魔ま王おう相手でも単たん騎きで切り込む歴戦の勇者であっても、ラティナと喧けん嘩かになって本気で怒おこらせた日には、再び敵前逃亡を厭いとわないと思わせるのが、その最たる理由である。

「嫌われているんだったら、大人しく引き下がったがな。リタはああ、少し意地っ張りなところも可愛いだろう」

　そういえばこの店主夫婦は、自分が幼い頃から仲睦むつまじいところを隠かくすことは無かったなと、ラティナは思いを巡らせながらするすると芋いもの皮を剥むく。手慣れた包丁使いは動揺して手を滑らせるということもなく、危なげがなかった。

「嫌われている訳じゃないことは態度を見ていればわかることだったからな。後は最善を尽くしただけだ」

「最善？」

「義父おやじさんに認められるまで、商売上の利点も合わせて、徹てつ底てい的てきに売り込んだ」

「売り込んだ？」

「厨ちゆう房ぼう仕事をはじめとした、宿屋と酒場を経営することに対するスキルだな。ジルヴェスターの紹しよう介かいを受けて、クロイツの食堂や酒場の人手の足りないところに入るって依い頼らいも時折受けたから、実績もあった」
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「……そういったお仕事、ちょっと面おも白しろそう」

「実際、他所の厨房のやり方とかってのは勉強になるぞ。ラティナなら即そく戦せん力りよくだろうから、先方にも重宝がられるだろう」

　ケニスの言葉は、現実的なことを置いておいた本音といったものだったが、ラティナは酷ひどく真面目そうに検討している顔になった。

「デイルとか、絶対無理だって言うと思うんだけど。厨房の中に籠こもってたら、大だい丈じよう夫ぶだってことにならないかなあ」

「難しいだろうな」

　そこはちゃんと師匠らしく止めておく。

　知名度が上がりすぎてしまった彼女が、多くの庇ひ護ご者しやに護まもられているこの店以外の場所で、平へい穏おんに過ごせるという保証は出来なかった。

　ラティナもそこはわかっているらしく、残念そうに微笑むことでケニスに応こたえたのだった。




　そうして一通り、質問をして回ったことでラティナの好奇心も満たされたらしい。

　彼女の様子に、デイルはそんな判断を下した。

　自室である屋根裏部屋で、その日の終わりに一日の報告をするのはラティナの日課であるが、今日の彼女は、デイルに対して本日のそれらの総そう括かつで締しめくくりたいらしい。

　妙みように真面目なところも、性格が出ていて可愛らしいと感じてしまえるのは、デイルの一種の特技となっていた。

「私にとっては、ケニスが冒険者だった頃を想像するのも難しいんだけど。デイルにとっては、冒険者としてのお師匠さん、になるんでしょ」

「そういった言い方をされるとそうなるよな」

「後ね、ちょっと思ったんだけど……」

　そこで言葉を一度切ったラティナは、少しだけ照れくさいような顔になった。頬を紅あかく染め、上うわ目め遣づかいでデイルの顔を覗のぞき見みる。

「魔人族と人間族の文化が違うこともあって、私の両親は、人間族の夫婦って関係とも少し違う感じだったから……私にとって、ケニスとリタは、『夫婦』のお師匠さんでもあるのかななんて思ったりもしたの」

「んー……それには、俺は、どう答えれば良いのか困るんだけどなぁ……」

　困こん惑わくした様子のデイルに対し、ラティナは花はな咲さくように綻ほころんだ笑えみを向けた。

「ケニスやリタに負けないくらいに、幸せで仲良しの夫婦になるのが、私の目標ってことかな」

　そんなことを言われたデイルのとる行動は限られている。

　少なくとも、熱々具合では既に『師匠』を超こえているのではないだろうか、という突っ込みを入れられるものも無く、夜は更ふけていくのであった。
















３　物語のおわりの頃の、裏で起こったちいさなお話。







　ばんと、石造りのテーブルを両手で叩たたきながら、彼女は宣言するかのように大きな声ではっきりと言った。

「うん。わかったちょっと待て。それはない」

「む」

　それに対して不服そうな声を上げたのは、一国の主であるまだ若い女性であった。




　魔人族の国家たるヴァスィリオは、文化の違いや知識を得る為に国交を結んだばかりである隣りん国ごくラーバンド国に使節団を送ることになった。

　これは、その少し前の話である。




　シルビア・ファルは、新たな情報を集めて回るという『緑の神アクダル』の神官としての基本理念に基もとづき、ヴァスィリオで、社会体制から風ふう俗ぞく、生活様式などの様々な情報収集に勤いそしんでいた。彼女にとっては、やりがいと共に渇かつ望ぼうに似た己おのれの知的欲求を満たす、充実した毎日を過ごしていたのである。

　そんなある日、シルビアは国主たる『黄金の王』から呼び出しを受けた。

　情報通のシルビアである。ヴァスィリオが使節団の人員選せん抜ばつを行っていることも知っていたし、通常ならばあり得ないが、その人員に、国主も名を連ねていることすら、既に彼女の知るところであった。自分を名指しで呼び出すということは、ラーバンド国の実情などの情報が欲しいのだろうと当たりを付ける。

　呼び出された先は、国主の執しつ務む室しつだった。

　必要最低限といった、シンプルな様式を好む魔人族の文ぶん化か圏けんにあっても、流石に国主の執務室は豪ごう勢せいな造りとなっている。だが、それは見た目に派手だということではなく、石の柱に彫ほり込まれた彫ちよう刻こくや、巨大な貴石の結けつ晶しようを切り出して仕立てたテーブルといった具合に、手間や素材からそうと感じられるものになっていた。




　その執務室で、シルビアは大声を出したのであった。

　シルビアは、己に落ち着けと言い聞かせながら、しばし人差し指を眉間に当てながら考え込んだ。半ば無意識に、眉間に刻まれた皺しわをときほぐすようにぐりぐりと揉もむ。

　彼女は飄ひよう々ひようとした性格をしているものの、通常であれば、身分のある相手に対して、このような物言いはしない。親友の実じつ姉しという関係から、フリソスとは個人的に親しくしているとはいえ、限度がある。

　だから思わず出たこの言葉は、ただひたすらに、動揺ゆえのものだった。

「ラーバンド国への使節団に同行するっていうのはわかった」

　指折り数え、事実を確かく認にんする。

「お忍しのびで、ラーバンド国の中を回ってみたいっていうのもわかったけど」

　未だ準備段階であるような国家間の交流における使節団の一員に国主が名を連ねている段階で定石から外れているのだが、更にフリソスはお忍びでの行動をすることを宣言した。

　まず、あり得ない行動である。だが、その部分ではシルビアは、疑問を抱かなかった。フリソス自身の性格を知った上で、あのラティナの実姉だという事実を鑑かんがみれば、そこには疑問を抱く必要性が感じられないのであった。むしろやるだろうと、納なつ得とくしてしまう。

　通常の規格では計り知れないから、天然は天然ものなのである。

「なら、尚のことそれはないから」

「む」

「いや、そんな顔しても、お忍べないから、それ」

　不服そうな顔をするフリソスには、一国の主としての貫かん禄ろくは感じられない。親友と同様の年相応な、天然由来成分配合のあどけなさが見えていた。




　そんなフリソスは、猫耳フードを身に着けている。




　突とつ飛ぴなところまではまあいい。それだけであるならば、シルビアもここまで動揺はしなかった。ぽんやか美少女な親友と似た容姿のフリソスは、そんな猫耳フードすら似合ってしまうのである。

　今回シルビアが問題としたいのは、それが、フリソスが提示した『お忍び』の際の衣装であるからだった。

　いや、目立つだろ、それ。

　そう思ってしまったシルビアの感性は間違いなく正しい。

「ヴァスィリオとラーバンド国の服ふく飾しよくはだいぶ異なるものだろう」

「うん。そうだよね」

「使節団の面々が、自国の衣装でいることには何も問題は無い」

「それは、そうだよね」

　文化の違いを理解し合うのが、対等な国家間の交流の前提である。無理に片方が相手の文化に全すべてを合わせる必要も無い。

　だが、それが『お忍び』となると話が変わる。

　存在を必要以上に目立たせることの無いように、滞たい在ざい先さきに紛れ込む。その際に必要となるのは、相手国の文化に合わせた衣装となるだろう。

　ヴァスィリオの人員だけでは、ラーバンド国での『当たり前の服装』がわからない。だからこそ呼び出されたシルビアであるのだが、その候補として提示されたのが猫耳フードであれば、厳しめの突っ込みを入れざるを得ない。

　だが、フリソスは強気のドヤ顔のままであった。

「これはヴァスィリオでは由ゆい緒しよ正しいお忍び用の衣装であるからな」




　フリソスがこれだけ強気であるのは、彼女が尊敬する『巫女みこ姫ひめ』と呼ばれた才さい媛えんであった亡なき母親が、かつて直々に用意した『お忍び用』の衣装が猫耳フードであったからであった。

　母親を偉い大だいな存在だと尊敬しているからこそ、フリソスの認にん識しきはずれている。

　ヴァスィリオに、お忍びが猫耳である文化などはないのだが、聞かされたシルビアを、誤解させるような言い方であった。

　亡き母親であるモヴは兎とも角かくとして、父親であるスマラグディであるならば、間違いなく突っ込みを入れたであろう事態である。モヴの選せん択たくではあるが、由緒正しくはない。




「丸耳くまみみではなく、三角耳ねこみみであるのが、重大な意味を持っているのだとか」

　大おお真ま面じ目めな顔をしていることで、フリソスが至って真しん剣けんであることを察したのだろう。シルビアは、多少強ごう引いんではあっても話を転てん換かんさせる決断をした。フリソスをこの格好でクロイツに向かわせた日には、既き知ちの人びとに自分が色々と言われかねない。

　お忍びお忍びと言ってはいるが、結局は、ラティナの所まで無事に辿り着つけさせれば問題は無いのである。『踊おどる虎とら猫ねこ亭てい』には、多くの庇護者が存在している。それ以降なら多少目立っても問題は無い。あの店にたむろっているメンバーが何とかするだろう。猫耳フードはそれ以降にして貰もらおう。

　そうやって結論を出すと、シルビアは、これまでの付き合いで承知していたフリソスの弱点を明確につくことにした。

「ラティナはね、こんな感じのワンピースとかが好きなんだけど……」

「む？」

　予想通り食いついた。流石さすが、まごうことなきシスコン魔王である。

　ラティナの服飾の好みは、淡あわい色しき彩さいのフェミニンなコーディネートである。幼い頃より『可愛らしい』という形容に相応ふさわしいフリルやリボンのついたワンピース姿が多かったラティナであるが、彼女自身もそういったラインのファッションを好んでいる。

　外見にもほんやかとした性格がどこか滲にじみ出ているラティナに、そういった格好はやはり似合う。

　例にと示されたワンピースを試着したフリソスの姿を見たシルビアは、まずは、ちゃんとラーバンド国風の衣装が用意してあるなら、最初からそっちを着れば良いのにと内心で突っ込みを入れざるを得なかった。

　こうやって目にすると、やはり親友と眼前の女性はよく似ている。

　ふわりと裾すそがたなびく柔やわらかな色彩のワンピースは、間違いなくフリソスによく似合っていた。良家のお嬢じよう様さま風とでも形容するべきか。

「うーん……」

　だが、シルビアはそこで腕を組んで首を傾げた。

「性格の違ちがいの分かな……？　似合ってるんだけど……なんか違う？」

　はっきりと明言できないところが如いか何んともしがたい。

　こういったことを得意としているもう一人の親友ならば、はっきりとした意見を出してくれるのだが、なんてことも考えた。

（クロエ元気かな……って心配しなくても、大丈夫だろうけど）

　ラティナが帰って来て、心配事が片付いた現状であるならば、今いま頃ごろは既すでに立ち直っていることだろう。そうそう簡単に、弱音を自分からは口にしない親友の性格も考こう慮りよした上で、周辺から得た情報をもとに楽観的な判断をする。

「お忍びってことだから、動きやすさを重視した服装にしてみるとか……」

　スポーティーさを意識した、パンツスタイル。合わせる上着も、装そう飾しよくが控ひかえめなシンプルなものに。

「クロイツまで行けばいいんだから、冒ぼう険けん者しやの格好に寄せてみるとか……」

　魔ま法ほう使つかいらしく見えるように、大きいフード付きの全身を覆おおうローブ。角を隠す為にフードをかぶっていても、周囲から咎とがめられることが無いという点では、理にかなっているだろう。

「……」

　そこでまた、シルビアは頭を抱かかえざるを得なかった。

（基本、どれも似合っている……！）

　ラティナに対しても思ったことのある事態である。

　外見が非常に整っている上に、髪の色彩などが淡いラティナやフリソスは、どんなファッションも色も、それなりに似合う。スポーティーなものも、街まち娘むすめらしい普ふ段だん着ぎも、社交界をにぎわせる最先端の高級なドレスであっても、似合ってしまう。

　どれも似合っているが、どれも今一つ違うような気がする。つまるところ、決定打がなかった。

「うーん……」

　やはりこういったことは、クロエの専門である。

「クロエだったら、何て言うかな……」

　呟いた瞬しゆん間かん、脳のう裏りに親友の顔が浮うかんだような気がした。




　ラティナはね、もっとはっきりした色のものの方が似合うの。白金の髪が映はえるように、コントラストがもっと強いものね。ふんわりしたシルエットのワンピースが好きなのも知ってるけど、もっとタイトなラインのものも似合う筈はずだよ。子どもっぽいって気にしているくせに、フリルとリボンが多いデザインのものばっかり手に取っちゃうんだから。だからといって、露ろ出しゆつ度どが多いものを選べば大人っぽくなる訳でも無いんだからね。

　まあ、ファッションは、好きなものを好きなように着るのも良い事なんだけど。作る側としては、きちんと似合うものを似合うように着て欲ほしいとも思うんだけどね。




　なんか、そんなことを怒ど涛とうの勢いで言われるような気がした。

「……ん？」

　そう言えば、ラティナが普ふ段だんの自分の好みと異なる『大人っぽい』けれど『上品な』ものに挑ちよう戦せんしたいとクロエに相談している時があったなと、記き憶おくを辿る。さっきの回想もその折にクロエがラティナに対して演説していたものだった。そうだった。

「ん？」

　白金の髪が映えるようにシックではっきりとした色味のもの。フリルやリボンを排はいした、女性的ではあるもののシンプルなライン。フェミニンなラティナの好みからは外れるが、ラティナに良く似合うもの。更に当時のラティナを思い返せば、一いつ般ぱん的てきな平均よりも少し起き伏ふくの少ない体型であっても、対応できるということだろう。

「ん？」

　フリソスとラティナは、よく似ている。

　つまりはそういう事かと、シルビアは、眼前のフリソスを見た。




　シンプルなデザインの濃のう色しよくのワンピース。かといって繊せん細さいな細工や仕立ての良いシルエットは、非常に女性的なラインに仕上げられている。それに合わせるのは、緋ひ色いろのボレロ。これもシンプルなデザインのものだが、艶つやの感じられる美しい布目が、それだけで非常に良い素材で仕立て上げられていることを示している。

　角を隠す為に帽ぼう子しを被かぶるのは、余計な詮せん索さくを避さける為の防衛策である。これもボレロと同じ布で仕立てる。つばのちいさな帽子は本来狩しゆ猟りよう用の男性向けのものであったが、丸みを帯びたデザインもあって、冒険者をはじめとした女性が被っていることも多い種類の物である。悪目立ちすることは無いだろう。

　女性の一人旅の際には、冒険者、すなわち魔法使いであることを示すのもトラブル回かい避ひの為に有効であるというのも、親友の経験談に基づいたものだった。魔法使い用の杖つえを携たずさえて貰う。

「これか……」

　ようやく定まった方向性に、シルビアは安あん堵どの息を吐いた。

　自分がトータルコーディネートした衣装に身を包んだフリソスの姿に、及きゆう第だい点てんの自己評価をする。脳内のクロエの幻げん影えいも、「合格！」とサムズアップで応えていた。

「これなら、お忍びも大だい丈じよう夫ぶ」

「成なる程ほど」

「ラーバンド国の中でも、変に目立ったりはしない筈だから」

　整った容姿や言動で目立つことは確定事項であるだろうが、そのあたりは『踊る虎猫亭あのみせ』の面々が何とかするだろう。そんな風に、丸投げすることを決める。

　猫耳フードは回避した。

　自分はもう、やるべきことはやった。これでも猫耳フードを着たがった際には、そちらで何とかしてくれ。

　そう内心で呟つぶやきながら、シルビアはふと、親友を溺でき愛あいする婚こん約やく者しやが『猫耳フード』の存在を知ったらどうしたのかな、なんて事を考えた。

「……」

　面めん倒どうくさい反応になるような気がした。

　世間一いつ般ぱんでは英えい雄ゆうと称しよう賛さんされ、実績も当人の素質もその評価に相応しいものでありながら、残念勇者という通つう称しように相応しいとしか言いようのないそのひとの所業を、シルビアも実際に目にしている。実際、ヴァスィリオでのデイルの言動は酷すぎた。

「私、何か凄いくらいに良い仕事した……？」

「む？」

　思わずといった風に呟くシルビアの姿に、フリソスは不思議そうに首を傾かしげたが、じきに気にするのをやめたように早さつ速そくといったようにクロイツへの出発に向けての指示を出し始めたのであった。




　かくしてシルビアとクロエは、ヴァスィリオとラーバンド二国間の国交開始を前に、未然に残念勇者の暴走というトラブルを防いだのであった。決して歴史の表には出ない貢こう献けんである。クロエ当人に至っては、当人の全く知らないところで起こったことであった。
















４　物語のはじめの頃の、ちいさな娘のとあるお話。







　ラティナは、幼い時分から食事というものに対して貪どん欲よくなまでの興味を示す子どもであった。

　それは、彼かの女じよの生国であるヴァスィリオの生活環かん境きようが大いに関係している。

　農耕に適さない乾かん燥そう地帯に存在するヴァスィリオは、先代の魔王による保守的な統治が未だに大きな影えい響きようを与あたえている土地であった。他国との関かかわりを断って貿易なども行っていない彼かの国は、食しよく糧りよう事情が非常に良くない。

　そんなこともあって、彼女が知る食事というものは、あくまでも生きる為ための栄養を摂せつ取しゆすることを最優先に考えられているものであった。

　美お味いしい食事というものを、ラティナはクロイツに来て初めて知った。

　ラティナは、故郷を追放されるという理不尽そのものの不幸に晒さらされてクロイツに来たのだが、食事事情という点に関しては、自分は幸運であったのかもしれないと、真ま面じ目めに考えてしまうのである。

　ケニスという師匠を得られた点も、ラティナにとっての『幸運』である。

　場末の酒場たる『踊る虎猫亭』で腕を振ふるう彼ではあるが、ケニスの知識と技術は、酒場の主人という言葉から想定できるレベルをはるかに超えている。望めば高名なレストランに就つくことも出来そうなケニスではあったが、彼は愛妻の夫として、思うままに腕を振るうことの出来る今の環境を気に入っている。

　そんな和なごやかな環境であることもまた、幼いラティナが健すこやかに育つのには、またとない環境であったのかもしれなかった。




　持って生まれた好こう奇き心しん旺おう盛せいな性格と、真面目で努力家な性質。そんなラティナが、衝しよう撃げきとでも呼ぶべき程ほどのカルチャーショックを受けた『美味しいごはん』。そこに執しゆう着ちやくを見せるのも、致し方ない当然の帰結であるのかもしれなかった。




　そんな九歳になる前のラティナに対し、ケニスはある日、一つの提案をした。




「俺おれが仕入れをしている畜ちく産さん農家に興味はあるか？」

「ちくさんのーか？」

　賢かしこい質をしているとはいえ、まだ幼い彼女に、知らないことがあるのも無理はない。

　だからケニスは丁てい寧ねいな対応を崩くずさぬままで、目の前の幼い弟で子しに向かって言葉を継ついだ。

「正確には、俺が仕入れをしている肉屋が契けい約やくしている畜産農家だな。肉になる家か畜ちくを育てているところだ」

「おにく」

　こくん。と頷うなずいて、ラティナは言われたことを飲み込んだ。母国語が異なることもあって理解や返答までにワンクッション挟はさむことも多いラティナであるが、そんな仕草までも小動物のような愛あい嬌きようがある。

「おにく、おいしい」

　だが、そこで彼女がぐっと握にぎりこぶしをしながら力説した言葉は、少々ケニスの想定とは異なっていた。

「家畜の種類はわかるか？」

「うし、ぶた、にわとり……後は、ひつじ、やぎ……」

　問われたラティナは、指を折りながら幾いくつもの動物の名前を挙げていった。それを満足気に見たケニスは、ちいさな彼女の、二本目と三本目に折った指に触ふれた。

「豚ぶたと鶏にわとりを飼っている様子を見に行くか？　ってことなんだが、どうする？　興味はあるか？」

「どーぶつ！」

　提案の意味を理解すると、ラティナの表情が、ぱあっ。と、輝かがやいた。

　クロイツは都会である為に、愛あい玩がん動物などとして飼われている動物くらいしかいない。故ゆえに、ラティナは日ひ頃ごろ、犬や猫ねこ、運うん搬ぱんに使われている馬や驢ろ馬ばといった動物ぐらいしか実際に見ることが出来なかった。一方で読書を好むラティナは、絵本などによって、同年代の子どもたちよりもだいぶ、動物の種類自体には精通していた。

　彼女は、生来の強い好こう奇き心しんもあって、生き物全ぜん般ぱんが好きなのである。

「ラティナ、どーぶつ、見たい！」

　幼いながらも自分の立場を理解していてか、遠えん慮りよしがちであったラティナが、はっきりと自分の要望を口にするようになったことも良い変化である。

　ケニスはそう思いながら、幼い彼女でもわかるような言葉を選んで質問を続ける。

「自分たちが、日頃口にしているものがどんなものであるのかを知ることは、大切なことだ。わかるか？」

「うーん。お料理するまえの、じゅんびに必要なおべんきょう？」

「ラティナはそう考えたか。それも間ま違ちがってはいないな」

　幼いながらも自分の中から答えを導き出そうとしているのは、将来有望な兆きざしであるだろう。ケニスは微笑ほほえみながら、幼い弟子の頭を撫なでたのだった。

　そんな風に、ケニスの提案に対して、すっかりラティナは行く気になったのだったが、彼女の『保護者』である青年は難色を示した。

「ラティナには、まだ早いんじゃねぇか……」

　とはいえ、デイルが眉まゆをひそめた理由は、自分がいないところでラティナの興味をすっかり持って行ってしまう提案をされてしまったという点にではなかった。

　デイルは、一連の事情を説明したケニスから視線を外し、後ろを振り返かえる。そこには、動物の絵姿が並んでいる絵本を、店のカウンター席で広げているラティナの姿があった。早速予習に勤しんでいるらしい。うきうきと如い何かにも楽し気なラティナをちらりと見て、デイルは再びケニスへと向かう。

「ラティナは、基本的に動物が好きだろ。でも、畜産農家ってのは、動物を可愛かわいがるために飼っている訳じゃねぇ。俺なんかは田舎いなか育ちだから、獲え物ものや家畜を絞しめるのも見てきたけど、都会育ちの奴やつはそうじゃねぇだろ」

　心こころ優やさしく純じゆん粋すいなラティナが傷つくような事実は見せたくない。

　そんな養い子に対する溺愛っぷりを、表情や言動の端々から覗かせるデイルに対して、ケニスは苦く笑しようした。デイルは過保護気味ではあるが、彼女を心配しているという事実に嘘うそ偽いつわりはない。また保護者として、見当はずれな心配という訳でも無い。

「ラティナは、あれでかなりしっかりしているからな。大丈夫だろうと判断した。後、伝つ手てで見学の了りよう承しようを貰ったわけだが、先方の都合もあるし、次にこういった機会があるのが何時になるかの予想はつかない」

「それはそうだな」

　ケニスの言う事もわかると、デイルの表情も少し和やわらぐ。親バカ思考であるからこそ、デイルは、ケニスの提案が、ラティナにとっては学ぶ良い機会であるという判断は出来るのである。

「ツィーゲは、馬車を使えばクロイツから数刻もかからない。まあ、日帰りで帰って来れる距きよ離りとはいえ、クロイツから外に出る機会自体、めったにないことになるだろ」

「ああ。ツィーゲか」

　ケニスが出した名前に納得したようにデイルは微かすかに頷いた。

　ツィーゲというのは、クロイツにとっては隣となり町まちとなる。北のハーゼと並び、クロイツの食しよく卓たく事情を支える農業が盛んな土地となっていた。ハーゼよりも距離が近いことや地形の関係もあって、クロイツに出回る青物の野菜の多くはツィーゲで栽さい培ばいされたものとなる。

　流通の関係もあって、街と町の間の街かい道どうは整備されている。馬車を使えば、幼いラティナを連れての行動でも問題は無いだろう。

「本来は、俺が先方に挨あい拶さつをしたいということで話を付けてもらったところを、折せつ角かくならばラティナを連れて行くかということでの提案だ。俺が責任を持ってラティナを連れて行くか……」

「俺も行くぞ」

「いや、近いし、急に決まったことでもある。お前の手を煩わずらわせ……」

「いや、だから俺も行くから大丈夫だ。ラティナの面倒は俺に任せろ」

　冒険者として日々依頼を受け、勤勉に仕事に勤しんでいるデイルである。故にケニスは、了承だけ取って、デイルの手を煩わせるつもりはなかったのだが、デイルは食い気味にそんな気き遣づかいを全力で否定した。

「ラティナにとっては初めてのお出で掛かけだぞ」

　そんなことを言いだす予想はしていた。

　デイルは欠かけ片らも笑みを浮かべていない、真ま面じ目め腐くさった顔でケニスに詰つめ寄よる。

「クロイツの外に出る。そんな初めての体験だぞ。後々まで思い出に残るような出来事だぞ。そんなことを俺がいないところでやらせるわけねぇだろ。そんなこと認められるわけねぇだろ」

　目が据すわっていた。

　知ってはいたが、やはりこうなったかという気にしかならない。

　面倒くさいスイッチが入ったデイルの相手をするのは、ものすごく面倒くさい。恐おそらく、外出先でもこんな風に面倒くさくなる予想が出来ていたからこそ、自分だけで引いん率そつするつもりだったというのもある。

　だからケニスは、手っ取り早くデイルの気を逸そらす選択をした。

「そんなお出掛けの時のラティナの服装は……動きやすさや汚よごれても良いといった、普段とは異なる基準で選ぶ必要があるんだろうな」

　自分でも無理やりすぎる話題転換だと思った。

　だが、デイルは真面目な顔のままで考え込んだ。眉み間けんに深い皺を寄せ、腕うでを組む。

　絵本を見るだけでは楽しみな気持ちが抑おさえ切れなくなったらしいラティナが、大きな紙いっぱいに豚や羊といった家畜の絵を描いているのを、そのままじっと見つめる。

　しばし動きを止めていたデイルから、低い声が漏もれた。

「エプロンドレス……！」

　結論が出たらしい。

　どうでも良かった。

「今日の夕飯は、久しぶりに羊肉にするか」

　ラティナが描いている羊は、非常に丸々として、肉質が良さそうである。

　仕入れに行くついでに、肉屋に先方の都合の良い日時を聞いておいてくれるように頼たのんでおかなくてはいけない。その時に羊肉を買って来よう。そう考えながらケニスは立ち上がると、外出の用意を始めたのであった。

　夕食の骨付き羊肉の香こう草そうパン粉焼きは、ラティナもだいぶ気に入ったようで、小食の彼女にしては珍めずらしくおかわりを所しよ望もうするほどであった。




　穏おだやかな日差しが暖かく降り注いでいる。

　ぽくぽくと長のど閑かな蹄ひづめの音も、規則的な馬車の揺ゆれも眠ねむ気けを誘さそうのだろう。ついさっきまで飛とび跳はねんばかりにはしゃいでいたラティナであったが、今は不安定に揺れていた。

「眠ねむかったら、寝ねてても良いぞ」

「ううん……」

　うつらうつらとしていつつも、そんなデイルの提案には、嫌いや々いやと首を振る。

　彼女がこれだけ眠そうなのも、外出が楽しみ過ぎて、昨夜寝ね不ぶ足そくになってしまったからだと知るデイルは、微かに苦笑を浮かべた。

　彼女にとっては、この移動の時間すら楽しみにしていた時間である。眠ってしまうのは勿もつ体たいないとでも考えているに違いない。

　今日の移動の為に借りた一頭立ての馬車は、御ぎよ者しや台だい以外には、大人が二人座すわれる座席のついた小型のものだった。ケニスは御者台で幉たづなを握っている為、座席はデイルとラティナの二人で使える。ラティナが小こ柄がらな為、スペースは充じゆう分ぶんである。だがデイルはその分、クッションを多めに持ち込んでいた。ラティナが途と中ちゆうで眠ってしまっても対処できるようにという気遣いだったのだが、彼女としては、不本意な気遣いであったらしい。

　とはいえ、ラティナでなくても、明るいブルーの空と街道周辺の低い草木の広がる長閑な光景は、眠気に誘われてしまっても仕方がないものではあった。

（俺も眠っても良いんだが……ラティナを見てるのは飽あきないからな！　寝てる暇ひまはないな）

　御者台で幉を操あやつるケニスに問題はなさそうである。

　暇にあかせて仮か眠みんをとっても良いのだが、すぐにその考えは消え去った。

　ラティナが寝るというのであれば、仲良く一いつ緒しよに昼ひる寝ねをするのも良いとは思うのだが、眠らないように頑がん張ばっている姿すら愛らしいのであるから、保護者としてはそうせざるを得ないだろう。

「無理しなくていいぞとは思うが、頑張ってるラティナは偉えらいなとも言ってやりたいし。難しいところだよな」

「んー……？」

「お前は起きていても、寝ぼけたことを言うからな」

　御者台からケニスの突っ込みが飛んだ。

　クロイツから幾らも離れてはいないというのに、景色は更さらに長閑なものへと移りつつあった。種蒔まきが終わったばかりなのだろう、如何にも柔らかそうに掘ほり起おこされた土の、黒々とした畝うねが続いている。その先には、若芽が芽め吹ぶく畑があり、更にその先には、旬しゆんの盛りを迎むかえた葉物野菜が収しゆう穫かくを待っていた。

　穀物畑の面積は少ないようだった。だが、毎日食べているパンの材料になるものだと教えてやれば、ラティナは興味深そうに、黄こ金がね色いろに変じる前の未熟な穂ほが揺れるさまを見ている。

　そんな姿を見ていれば、ケニスがわざわざラティナを外に連れ出した理由が分かったような気がした。

　ツィーゲの町は、完全に田舎という程辺へん鄙ぴな場所にある訳ではない。

　クロイツという大きな街と離れていないこともあって、都会暮らしのものが、商談や静養目的で滞たい在ざいすることも多い町である。

　故に、町の景観にも気が使われていた。

　町の建物の多くは、外がい壁へきが明るい茶系のレンガ造りになっている。微かに濁にごった色彩の赤い屋根と調和のとれた色調で、町全体が朗ほがらかなイメージで統一されていた。

　此こ処こに来るまでの間、何台もの荷馬車とすれ違ってきた。山積みにされた野菜や果物の農作物は、これからクロイツの市場に並ぶものだろう。

「ラティナ、気になるものがあっても、勝手に他所の畑の中には入るなよ」

「どろぼうだと、思われるから？」

「それだけじゃねぇぞ。まぁ、ケニスだって、知らない奴が勝手に店の厨ちゆう房ぼうに入ってきたら、何もしてなくても叩たたき出だすだろ」

「……はたけも、のーかのひとの、おしごとのばしょ」

　成程と、理解したように頷くさまも愛らしい。理由は様々にあるのだが、幼いラティナはそこまでわからなくても問題は無いだろう。悪戯いたずらをするような子ではないのだが、釘くぎを刺さしておく必要があるのは、好奇心旺盛な性格故である。悪気がなくとも、何を仕出かすのかがわからない怖こわさがある。

　やがて、町の外れの家の前でケニスは馬車を停とめた。

　ツィーゲの町の建物は、クロイツよりも一軒けん一軒がかなり広々とした距離感で建っている。目的地であるこの家は、母おも屋やだけではなく、家畜小屋や物置小屋などを敷しき地ち内ないに所有していた。ラティナにとっては、どれも目にしたことの無い光景だった。

「うわぁ……」

　馬車が停まり、ケニスが御者台から下りるのを見届けると、待ちきれないとばかりに外へと、ぴょん。と飛び出る。緑のチェック地のスカートと、たっぷりのフリルがあしらわれたエプロンが、ふわりと大きく風を孕はらんだ。

　汚れても良いようにという理由で選んだはずの、エプロン付きのワンピーススタイルであるが、ラティナには可愛いものを着せるのが自分の使命であると思っている節のあるデイルがチョイスしただけあって、彼女の愛らしさをかなり強調する服装となっていた。

　急ぎ足で先を行くケニスの後ろを追いかけるラティナは、真まっ直すぐ後を追っているようでいて、その実は彼あ方ち此こ方ちに意識を逸らしている。使用途中で立てかけているらしい農機具や、飼料の載のった猫ねこ車ぐるま。家畜小屋から発せられている独特の臭しゆう気き。どれもラティナにとってはじっくり確かめて歩きたいものなのだろう。見たいという気持ちと、ケニスを追いかけたい気持ちの間で葛かつ藤とうしているようだった。

　最さい後こう尾びをデイルがゆっくりと歩いているのは、ラティナを見失って迷子にさせないようにという配はい慮りよあってのことだが、そんなさまをつぶさに見ているのを楽しんでいることもあって、注意をして急せかすこともなかった。

　母屋の前の庭では、商品用ではないらしく少ない量ではあるものの様々な品種を植えてある家庭菜園が設しつらえられていた。ラティナは興きよう味み津しん々しんではあるものの、先さき程ほどのデイルの言いつけをしっかりと守り、手を出したり不用意に近づいたりもしていない。

　そんな姿を確かく認にんしてしまえば、デイルが表情を緩ゆるめるのも致いたし方かたなかった。

　抱だき締しめて褒ほめ称たたえるべきかと思案するデイルが彼女のもとへと辿たどり着く前に、ケニスが鳴らしたノッカーに反応があった。母屋の扉とびらが開いたことで、ラティナの意識がそちらへと向く。ケニスにとっては、間かん一いつ髪ぱつのタイミングであったと言えるだろう。

　家主は、ケニスよりも年上に見える寡か黙もくそうな男性だった。ごつごつと節くれだった手指も、日に焼けた容よう貌ぼうも、労働に勤いそしんでいる勤勉さが滲み出でている。身に付けた衣類は、贅ぜい沢たくなものではないにせよ、継ぎが当たっている様子もなかった。来客を迎える為もあるのかもしれないが、そんな衣類の様子一つとっても、この家がそれなりに裕ゆう福ふくであることが察せられる。

　前もって馴な染じみの肉屋に連れん絡らくしてもらっていたこともあって、ケニスと、ヤンと名乗った家主は初対面らしい当あたり障さわりのない挨拶を交かわした。その後ケニスは振り返って短くラティナを呼んだ。

「ラティナ」

「きょうは、よろしくおねがいしますっ」

　一歩前に出たラティナは、見知らぬひと相手に少し緊きん張ちようした様子ではあるものの、はっきりとした声で丁寧に挨拶をする。

　そんな彼女の様子に、ヤンも微かに表情を緩めたようだった。

「とりあえず、中に入って茶でも」

「いや、長く時間を割さいて貰うのも申し訳ない」

　形式的に茶でもと勧すすめられたところには当たり障りなく答えた後で、ケニスは案内を先にと頼んだ。留守を預かるリタには、前もって本日の夜の営業は休みにして構わないという話をしているのだが、それでも暗くなる前には帰路につきたい。そんな心情もあってのことだった。

　ヤンは気を悪くした様子も見せずに、微かに了承を示して頷くと、先に立って歩き出した。

　一方最後尾を歩くデイルは、ラティナの知的欲求を満たす食育の一いつ環かんだとしても、ケニスがこのような機会を急に設けたことに疑問を抱いている節もあったのだが、その疑問もこの後すぐに氷解した。

「成程、飼料にそういったものを混ぜて……」

「デイル、しりょうってなあに？」

「餌えさのことだよ。家畜のごはんだ」

　家畜小屋を案内されながら話を聞くケニスは、デイルが予想していたよりも随ずい分ぶんと熱心に説明を受けている。どうやらラティナを連れてきたこと自体は本当に、ケニスの目的のついでであったらしい。

「配合も、一般的な飼料とは異なるようだが」

「試し行こう錯さく誤ごの結果、この方が、豚の脂あぶらが良くなった」

　ケニスの熱心さが伝わるのだろう。寡黙だったヤンの説明にも、だんだんと熱が入っている。

「ブタさんのごはん、他のところとちがうの？」

「……いや、ラティナ……俺もそこまでは詳くわしくねぇ……ごめんな……」

　師し匠しよう譲ゆずりの熱心さの片へん鱗りんを見せる幼い弟子は、自分の知らない言葉についての説明を隣となりの『保護者』に尋たずねてくるのだが、流石のデイルも畜産事情については専門外であった。

　彼の故郷には家畜もいたし、畑仕事も盛んな土地ではあるので諸もろ々もろを目にしたことはあるのだが、一族の当主家育ちのデイルはそういった作業に従事していたわけではないのである。

「俺は、せいぜい忙いそがしい時期に手伝うくらいだったからな……」

「ふうん」

　ラティナは、理由はわからないまでも、そういうものかと納なつ得とくしたようであった。

　彼女の表情には落らく胆たんしたものはないのだが、それはそれでデイルとしては残念に思うのだった。何でも知っている頼たよれる『保護者』でありたかったという心根の問題である。

「ブタさん、おっきいねえ」

「そうだな」

　子どもらしい興味に移ってくれたことには、本音を言えば安堵する。

　この娘の質問は、本質をつくというか、ケニスと変わらぬ専門的な疑問を抱いていきそうな怖さがあるのだった。

「かわいいねえ」

「そういうラティナが可愛いぞっ」

　餌えさ箱ばこに鼻先を突っ込んで、夢中になって食事をする豚の様子を見ていたラティナは、デイルを見上げてふにゃら。と笑った。

　それに答えるデイルは、まったくもって相変わらずである。

　その直後、何かに気付いたらしく隣の柵さくに駆かけ寄ったラティナは、非常に嬉うれしそうに灰色の眸ひとみを輝かせた。

「コブタ……」

　その柵の中にいたのは、数頭の豚だった。成せい獣じゆうである母豚の周りを取り囲む数頭の豚は、わかりやすいほどにはっきりと小さい。顔立ちも何処どこかあどけなく、愛嬌があるように感じられる。

「あかちゃんブタ……かわいい……っ」

　そんなラティナを見ていたデイルは、自分が最初に抱いた不安に立ち返った。

　長年の付き合いがあるから察せられるが、ケニスのことである、この後、解体の現場の見学までするに違ちがいない。流石さすがに幼い彼女に屠と殺さつの現場までを見せることは無いだろうが、可愛いと眺ながめている動物と同じ種の生き物が肉にく塊かいとなる光景は、トラウマになったりしないものだろうか。

　だが、どう切り出すべきだろうか。

　悩なやみながら、齧かぶり付つきの姿勢で熱心に仔豚の様子を観察しているラティナに声を掛かける。

「……ラティナ」

「なあに」

「豚、可愛いか？」

「うんっ」

「見れてよかったな」

「うんっ！」

　なかなか質問にまで辿り着つけなかった。

　何せ、今自分がしようとしているのは、『ラティナにとって意地悪な質問』である。彼女の為だとは言っても、彼女に嫌きらわれるリスクがある質問を好き好んでするわけがないのである。

「廃はい棄きされる予定だったのを、試ためしに与えてみたのが元々の切っ掛けで……」

「ああ。そういえば、大豊作になった年があったな。あれもこの町の特産品だったか」

　ケニスとヤンの会話は、まだだいぶ弾はずんでいるようだった。どうしてそこまで盛り上がっているのか、デイルには全くわからない次元になっていた。

　時間はまだある。ならば、それを理由に避けることも出来ないだろう。これも『保護者』としての役目である。

「……あのな、ラティナ」

　意を決して、言葉を発する。

「ん？」

「ラティナが今、可愛いって見ている動物は、俺たちが毎日食べている肉なんだが……」

　言葉を選ぶことが上う手まくいかなくて、随分と直接的な表現となってしまった。反省するも、取り返しもつかなくて、デイルはそのまま言葉を続ける。

「こういった生きている姿を見て、それでもラティナは、これからも肉を食べることができるか？」




　そもそもデイルがここまでナーバスになり、気を遣つかったのは、ラティナが非常に心優しい質の少女だからである。

　自分が生きる為に他のものの命を口にする。

　それは、生き物全すべてに共通のことであるのだが、優しい彼女が心を痛めるのはデイルにとって本意ではないのである。




「…………」

　だが、ラティナの反応は、デイルが想像していたものとは全く異なっていた。

「あのね、デイル」

　彼女は少し言葉を切って考え込むと、それはもうきっぱりと、持論を述べた。

「かわいいのと、おいしいのはちがうの」

「は……？」

　あんまりといえば、あんまり過ぎる発言である。

「かわいくてもね、おいしいのは、仕方ないの。ごはんはね、大事なの。食べないと死んじゃうんだよ」

　何い時つも朗らかなラティナからは想像も出来ないほど、発言に闇やみがあった。

　いつもは好奇心でキラキラと輝いている灰色の眸も、今は何処か深しん淵えんを覗のぞいているような昏くらさがある。




　実のところそれは、デイルが忘れがちである反面、ケニスはしっかりと把は握あくしている、ラティナの一面でもあった。

　普ふ段だん毎日を楽しそうに、幸せそうに暮らしているラティナの姿を見ていると、ある種デイルの反応も致し方ないのであるが、彼女は一度、栄養不良で衰すい弱じやく死ししかけているのである。

　デイルが、父親と死に別れて一人クロイツ南の『森』でさまよっていたラティナを発見するのがもう少し遅かったならば、危なかったかもしれない。それが『虎とら猫ねこ亭てい』に集つどうもの全員の見解だった。それほどに『虎猫亭』に連れてこられた当初のラティナは、痩やせ細っていたし、体力もなく、頻ひん繁ぱんな休息を必要としていたのである。
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　魔人族が元より頑がん強きような種族であることと、適切な食事と生活環境を整えたことで、快復も早かった。それらを管理していたのは調理の技術と知識に秀ひいでたケニスであったのだから、余計に差があるのかもしれなかった事実ではある。




　ラティナが食事に固こ執しゆうするのは、生まれ育った環境によるカルチャーショックだけではなく、孤こ独どくと飢うえに苦しんだサバイバル期間が、それこそトラウマとなっているからなのでもあるのだった。




　そんな背景を鑑かんがみれば、彼女のシビアで現実的な発言も致し方ないものであった。

「見た目がへんなモノもね、毒がなければだいじょーぶなの」

　シビアすぎるにも程がある。

「え？　ちょっと……ラティナ……？」

「うえってなる草もね、にがくて、ぴみゅってなる草もね、毒がなければだいじょーぶなんだよ」

「毒の有う無むだけが、可食の判断基準じゃねえぞっ!?」

　因ちなみにラティナは、生まれ持った危険察知能力により、明確に動植物の毒の有無などを『見分ける』ことが出来た。父親ラグと共に『森』の中を移動していた際も、父親亡なきあと独りでさまよっていた時も、彼女の命を救ったのはその能力なのである。

　ラティナにそんな能力があることを知らないデイルではあるが、どうやらラティナが『普ふ通つうはしないこと』をしていたという結論には至ったらしい。若じやつ干かん裏返った声で突っ込みを入れていた。

　だが、未だ深淵を覗き込んだ目をしたラティナは、再びきっぱりと断言した。

「おいしくなくても、食べないと死んじゃうんだよ」

「え……ええと……」

「だからね、おいしいものは仕方ないの」

「なんか……うん……その……何か、ごめんな……」

　ある種の真理に辿り着いているらしい彼女の姿に、この歳としでそうならざるを得なかったということも含めて、デイルはもう何も言えなくなったのだった。

　デイルがそんな風に可愛い養い子の新たな一面を確認していた隣で、ケニスの知識欲もどうやらある程度の満足を得たらしい。

　ケニスが今回、わざわざツィーゲに来たのは、クロイツでいつも仕入れをしている肉屋の商品の中で、一部の商品だけ、明らかに肉質が異なることに気付いたのが理由らしい。肉屋の主人に話を聞けば、それはすべて同じ畜産農家が育てたものだということだった。

「育て方や、飼料に明らかな違いがあるだろうと踏ふんでな。実際に見に来たという訳だ」

「ふわ……」

「ラティナは気付かなかったか。今度、食べ比べることが出来るような献こん立だてにしてやろう」

「うんっ」

　明らかに興味津々といった反応になっているラティナは、明らかに師し匠しようの影響を大きく受けている。

「まだ試行錯誤中とのことだが、今後、付加価値が付いてもおかしくない」

「おいしいおにく、すごいねえ」

　無む邪じや気きに言うラティナは非常に可愛らしいのだが、先程の発言を聞いた後では微び妙みような顔になってしまうデイルである。

　その後案内された鶏とり小ご屋やでも、ラティナは非常に楽しそうであった。

　かなり大きいスペースで放し飼いにされた鶏は、荒あら事ごとの専門家であるデイルにしてみても、なかなかに迫はく力りよくのある気の荒あらさを感じるのだが、相変わらずラティナはそういったところでは怯おびえることもないらしい。

　ヤンが、生まれたてのひよこを大だい胆たんにも思える手つきで掴つかみ上あげて、ラティナの手の上に載のせる。

「ふわあぁぁぁっ……」

　ふわふわの手て触ざわりと、確かに感じる体温。

　手の上の小さな命に感動したような反応をしたラティナは、どう動いて良いのかわからなくなったように、ひよこを渡わたされた姿勢のままで身じろぎもしなくなった。

　そんな一連のラティナの行動は、初対面のヤンにも好印象を与えたらしい。

　悪戯や悪ふざけをすることもなく、行ぎよう儀ぎが良い。それだけでなく、初めて目にするもの全てに、真しん摯しで熱心な目を向けている。幼いながらも、ちゃんと学ぼうとしている姿勢が、はっきりと感じられるのである。

　だからヤンは、ラティナに鶏たちに餌を与えるという作業を手伝わせることにした。

　客人に仕事をさせるというと言葉は悪いが、家畜に興味津々といった視線を向けているラティナには、もっと触れ合あう機会を与えてやろうと思ってくれたらしい。そうとなれば、ラティナは元来ワーカホリック気味の性質を持つ少女である。

『お手伝い』というスイッチが入れば、ヤンが想定していた以上にきびきびと動き出すのが、ラティナという少女なのである。

　餌の量や種類、餌や道具の置き場所、使い方。そういった様々なことを、ラティナは一度の説明ですんなりと理解した。

　広い飼育場で、近きん距きよ離りで鶏の観察が出来ることも嬉しいらしい。

　ちょこまかと彼方此方を移動するラティナは、まるで何度も行ったことのある作業のように、任された仕事をこなし始めたのだった。

　あまりにも、ラティナの物覚えが良かったために、彼かの女じよの行動には妙みような安心感があった。

　――それが原因だろう。

「デイル」

「ん？　なんだ」

「そういえばこの間、お前が……」

　問いかけた疑問の内容はたいしたものではなかった。だが、ケニスがデイルを呼んだその瞬しゆん間かん、この場にいた大人たちの全てが、ラティナから目を離はなした。

　時間にしたら、ほんの数分にも満たない。

　その瞬間を狙ねらったように、ラティナが飼育小屋を出たのは他意があってのことではなかった。手にしていた飼料がなくなったので、次の分を取りに行ったのである。ちいさな彼女が運んでこられる飼料の量は限られる。すでに何度も繰くり返していた行動であったので、特に周囲に断ることもなく、ラティナは外に出たのであった。

　想定外の事態は、そこで起きた。

　ラティナの視界の隅すみで、何かが動いた。

「ん？」

　呟つぶやきながら、首を傾かしげる。

　そこで彼女は、ひよこが逃にげ出してしまったのではないかという推測をした。出入りの際は気にしていたが、世の中には絶対ということはあり得ない。賢かしこいが故に、歳に似合わぬリスクマネジメント的な考え方をした彼女は、そろそろと何かが動いた先へと近付いていった。

　草むらの陰かげを覗き込む。

　再び動いた何物かは、ひよこよりも大きな存在であるようだった。そのことに、とりあえずは安あん堵どする。

　安堵というものは、緊張の糸が切れたことも意味している。幼いラティナが、そんな緊張の糸が切れた状態で、『何物か』の正体を見み抜ぬいてしまった。

「うさぎ……」

　そこにいたのは、ちいさな野のう兎さぎであった。

　抑え切れない興奮に、ラティナの表情が輝かがやいた。

　見目が愛らしい兎という生き物は、古今東西を問わずに幼子向けの童話の題材に用いられることの多い生き物である。

　読書家のラティナは、そんな絵本や童話に、数多く慣れ親しんでいる。挿さし絵えや擬ぎ人じん化かしたイラストモチーフ。そんな媒ばい体たいで見ているだけであった、もふもふの生き物。

　そんな彼女が、初めて実物の兎を目にしてしまったのだった。

「うさぎ……っ」

　ぴょんと、飛び跳ねてこの場から離れようとする仕草ですら、絵本で見た通りである。ラティナにとっては、興奮を煽あおるだけの状じよう況きようであった。

　かくしてラティナは、逃げた兎の後を夢中で追いかけるという行動に出てしまったのである。デイルやケニスに断りを入れるという判断は、彼女の中から消え去っていた。今は目の前の兎を見失わないようにするのが、最優先事じ項こうとなってしまったのだった。

「ちゃいろ……毛のはえかわりって、してるのかな。あかちゃん育てるときは、お家作るって絵本にかいてあったけど、あかちゃんうさぎ見れないかな」

　つい先ほど見た、仔豚ですらあんなに愛らしかったのである。もふもふ可愛いうさぎの赤ちゃんであったならば、もっと可愛いに違いない。

　そんな風に彼女の脳のう裏りは、兎のことでいっぱいになっていた。

　賢い質をしているとはいえ、ラティナはまだ幼い。興味の引かれる事こと柄がらによって軽はずみな行動に出てしまうことも、致し方ない。好こう奇き心しん旺おう盛せいな性格が悪い方に働いてしまったとも言えた。

　かくして、エプロンドレスのたっぷりとしたフリルを翻ひるがえしながら、ラティナは鶏小屋とは全く異なる方向に走りだしたのだった。




　一方で、ラティナの不在にまず気付いたのは、デイルだった。

　とはいえデイルも、初めはそのことに疑問は抱かなかった。彼女が鶏にわとりの餌を両手に抱かかえて、小屋の外と中を何度も往復していることは、デイルも知るところである。

　そんな一いつ生しよう懸けん命めいなラティナの邪じや魔まをしないように、手を出さずに見守っているのだから、無論の事なのである。

　暫しばし待つ。だが、それでもラティナが戻もどってこないことに疑問を抱いた。

　真ま面じ目めな彼女が、仕事を放ほう棄きして勝手に何処かに遊びに行くことは考えられない。ラティナが他のことをそっちのけで夢中になってしまうのは、道みち端ばたで猫ねこに遭そう遇ぐうした時ぐらいのことである。何かがおかしい。

　デイルは、そう、現時点での判断をした。

　猫ではなく、兎ではあったが、大体状況判断が正しかった。判断が誤差の範はん囲い内ないであるのも、日ひ頃ごろ、ラティナを溺でき愛あいするだけではなく、しっかりと彼女のことに心を配っている証しよう拠こなのだろう。彼は『保護者』として、存外、まともなのである。

「ケニス、ラティナが戻って来ない」

「ん？　……そういえば、そうだな。何時からだ？」

「今までの平均時間の２．８倍はかかっている。何か、起こったのかもしんねぇ」

　やけに具体的に平均時間を割り出せるところが、驚おどろきの発言であった。

「ちょっと、周り、見て来る」

　一言断って、デイルは鶏小屋から出た。そのまま小走りで周辺をまわる。ラティナの姿が無いことを確認すると、今度は彼女が往復していた飼料置き場を確認する。

「……いない」

　表情を少し厳しいものにしながらも、デイルはそれでも一度、鶏小屋へと戻った。此処はヤンの私有地の中である。ラティナを捜さがすためにも、家主の許可を求める必要があるだろう。

　ヤンも、ラティナが勝手に遊びまわる子でないことを理解していてくれたようで、デイルの心配を受け入れてくれた。『虎猫亭』の常連客のように、日頃の親バカベタ甘あまモードのデイルを知らないからこそ、保護者として心配するのも当然だと思って貰もらえたようであった。

「ラティナっ！」

　名を呼んで、周辺を捜しまわる。返事はない。再び名を呼ぶ。

　それを繰り返かえす度、心中の不安は大きくなっていく。

　ラティナは非常に見目の良い、幼子である。良からぬ人品のものが獲え物ものとして狙うことを、過か剰じような心配と言い捨てることが出来ないほどに、愛らしいのである。

　とはいえクロイツの中であれば、彼女に手を出すことは難しいだろう。

　冒ぼう険けん者しやとして名をあげているデイルが、養い子たる幼子を溺愛していることは、既すでにクロイツで広く知しれ渡っている。更に、『虎猫亭』のアイドルとしての認にん知ち度ども高いラティナに手を出すことは、あの店の常連客の大多数を敵に回すことと同義である。常連たちの目も、クロイツの彼方此方にある。

　過信は出来ないが、クロイツの中ならば、ラティナを庇ひ護ごしているものは何人もいるのである。

　だが、このツィーゲではそうはいかない。

　だからデイルは、万が一や、最悪の事態のことも含めて、状況を再確認する必要があると踏んだのだった。




　とはいえ、結論から言えば、事件性はなかった。

　理性を失った状態で、兎を追いかけていったラティナは、あまり使われていない風の物置小屋へと辿り着いていた。兎にとっては、都合の良い隠かくれ家がとなっているのだろう。扉の隙すき間まからするりと中に潜もぐりこんでいく。

　ラティナも、その後に続いた。

　扉の隙間は、小柄なラティナでもギリギリで、何度もつかえてしまったが、夢中になって通とおり抜ぬける。

　やっと野兎に追い付いたラティナが、じりじりと距きよ離りを縮めていけば、兎は不思議そうな表情にも見える顔で、くりっとした目を彼女に向けた。

　本来、臆おく病びようで警けい戒かい心しんの強い筈はずの野兎なのであるが、それ以上逃げようとする素そ振ぶりは見られなかった。ラティナには、一部の動物に好かれやすいという妙な性質があるが、それは草食動物相手であっても有効なスキルであったらしい。

「うわぁ……」

　大きい声を出して、驚かせたりしないように気を付けながら、手をそっと伸のばす。兎は鼻先を動かしながら、ラティナを観察しているかのような仕草を見せた。

「かわいいねえ」

　にこにこしながらご満まん悦えつであったラティナは、そこではっと我に返った。

　そのタイミングで彼女が我に返ったのは、常ならばこのような時に発せられる「そんなことを言うラティナの方が可愛かわいいぞ！」というお約束の台詞せりふがなかったことに対する、無意識のうちの違い和わ感かんだったのかもしれなかった。

　きょろきょろと周囲を見回す。

　夢中になってしまっていたが、自分が今いるのは、知らない場所である。教えられて出入りを許可されていた物置の何処どことも異なる。

「……！」

　自分の失敗に気付いて、慌あわてて扉へと向かう。だが、手を掛けて動かそうとした扉は、何処かに引っ掛かってしまっているのか、動く様子がなかった。

「……っ!!」

　慌てて扉をガタガタと動かしたのも悪手であった。少しでも動く方向にと力を入れた結果、元の状態よりも隙間が狭せまくなってしまっていた。

「どおしよう……」

　呟いて途と方ほうに暮れた。

　入ってきた以上、本来ならば隙間を通って戻れたはずだった。だが、既に小柄なラティナでも通り抜けることが出来ない状態になってしまっている。

　失敗してしまったことに、眉まゆを情けなく下げるも、ラティナは泣き出すことは無かった。大声を出して騒さわぐこともせずに、物置の中、木箱の上の埃ほこりをさっと払はらってちょこんと座すわる。

　泣いたり、大声を出して消しよう耗もうすることは、状況の改善にはつながらない。

　それは、齢よわい七歳にして彼女が悟さとった生存戦略の一つであった。

　更にそこには、自分の保護者に対する絶対的な信しん頼らいもある。大人しく待っていれば、きっと捜しに来てくれる。約一年ではあるがデイルやケニスと暮らした日々によって、ラティナはそのことに全く疑いを抱いていなかった。

「おてつだいちゃんとできなくて、ごめんなさいってあやまらなくっちゃ……」

　はしゃぎすぎて、様々なことがおろそかになっていた自分に思い至って、しょんぼりと肩かたを落とす。独りで座り込んでいると、悪い方向に考えが傾かたむいてしまう。

　と、ラティナが既に反省会モードになっていたその時、彼女の膝ひざの上にぴょこんと毛玉が鎮ちん座ざした。

「っ!!」

　ネガティブ思考がいっぺんに吹ふっ飛とんだ。

　まさかの、兎の方からの接せつ触しよくである。触さわりたい、撫なでたいといったもふもふ欲求が、再び脳裏の全てを埋うめ尽つくした。だが、嫌いやがられて逃げられても残念である。どうしたら良いのだろう。

　予測もしていなかった事態に、処理能力が追い付かず、結果ラティナは膝の上に兎を乗せた姿勢でフリーズした。

　それでも至近距離で兎のもふもふぶりの観察が出来たことによる多幸感でいっぱいになる。動けない。だが、幸せだった。兎のぬくもりで膝の上が温かい。そして、やっぱり動けない。ぬくぬくする。うごけない。もふもふ……ぬくぬく……

　そんな葛藤を経たのち、ラティナは寝ね落おちした。

　敗因は、間ま違ちがいなく昨夜の寝不足である。

　デイルがラティナを捜しまわる声はこの場にも何とか届いていたのだが、うとうとと舟ふねを漕こいでしまったラティナは気付くことが出来なかった。

　そうして暫し後――ヤンが、立てかけていた農具が倒たおれ込んで挟はさまり、開かなくなっていた物置小屋の中でラティナを発見した時、彼女は三匹の野兎に囲まれてちいさな寝ね息いきをたてていたのだった。兎がいつの間にか増えていたことは、夢の中であったラティナには、残念ながら与あずかり知らぬことであった。




　そのように、ついついお昼ひる寝ねへと移行してしまったラティナを発見したのは、家主であるヤンである。

　その頃ころ、ラティナを捜しまわっていた筈のデイルが何をしていたかといえば――




　――地元ツイーゲでちょっと知られている、所謂いわゆるやんちゃをしている青少年のグループに、トラウマを与あたえつつ締め上げるという更こう生せい事業に着手していたのだった。




　ラティナがいなくなったことに対してデイルが『最悪の事態』を想定したことは、悪い事とは言えない。ラティナ自身の容姿が非常に整っていて、好き者の標的になる可能性があるということだけではない。ラティナはその服装一つとっても、裕福な保護者に可愛がられていることがありありとわかるのである。彼女を溺愛するデイルは、服装一つとっても金銭を惜おしむことが無い。フリルがたっぷりとあしらわれたエプロンも、緑のワンピースも、庶しよ民みんの普ふ段だん着ぎとするには華か美びに過ぎる服ふく飾しよくなのである。

　金銭目的の誘ゆう拐かい。その可能性を排はい除じよできなかった。

　という可能性の話をしていた折に、すぐ近きん隣りんの廃はい屋おくを根城にしている『やんちゃ坊ぼう主ず』たちの存在をヤンが思い出してしまったことが、『彼かれ等ら』の不幸の始まりである。

　飲酒や暴行、器物破損など、所謂反社会的な行動に興じていきがっている『やんちゃ坊主』たちの存在をヤンが快く思っていなかったことは事実だろう。彼等の根城の廃屋が近い為ために、自らの農場が少なくはない被ひ害がいを受けていることも原因である。

　だからヤンは、『可能性の一つ』として、『やんちゃ坊主』たちによる犯行の線を示し唆さした。

　無論デイルも、その状況だけで『彼等』を犯人と断じたわけではない。周辺の捜そう索さくをヤンに任せ、ケニスと共に何か事情を知ってはいないか話を聞きに向かっただけである。

　ところで、デイルという男は、本来殲せん滅めつ戦を得意にしている。

　そう言ってしまうと身も蓋ふたもないのだが、普段デイルが『魔ま王おう』関連で行っている『仕事』の大半がそういったものなのだから仕方がない。

「ラティナがいるかもしれないってんじゃなければ、その廃屋ごと埋めちまうのが手っ取り早いんだけどな」

　血も涙なみだもない発言である。

　そう、独り言ごちながら、教えられた廃屋に向かう。廃屋に続いている私道は、荒あれた様子はあるが、草が生おい茂しげって通行に困るということもない。それなりの人数が頻繁に利用している証拠だろう。

　途と中ちゆうで廃屋の裏手に回るケニスとは別れる。ゆっくりと歩を進めるのは、回り道となったケニスが所定の場所に辿り着く時間を稼かせぐ為だった。

　目的地が視界に入る。

　入り口の前に、数人の『やんちゃ坊主』がたむろしているのが見て取れる。向こうもデイルの存在に気付いたらしい。不ふ審しんそうに彼を見た後で、如い何かにも不ふ愉ゆ快かいそうに顔を歪ゆがめる。

　非友好的な態度のものに、笑え顔がおで対処する気はデイルにはない。だからデイルは、高圧的な態度でつっけんどんに用件を告げた。

「いくつか聞きたいことがある」

「あ？」

「なんだぁ。うるせぇよ、こっちくんな」

　予想は出来たが、やはり彼等もまた、デイル相手に友好的な対応をする気はないようだった。

　不愉快そうに言い捨てた男たちのうちの一人が、無造作にデイルの胸むな倉ぐらに腕うでを伸ばす。そんな相手の反応は、デイルにとってはなかなか新しん鮮せんなものだった。クロイツでは、黒の革かわのコートと左ひだり腕うでの籠こ手てというトレードマークで、腕うで利ききの冒険者として名が知られているデイル相手に喧けん嘩かを売ってくる破落戸ごろつきはめったにいない。

（こっちに来るなと言いながら、引き寄せる動きをするってのは、あんまり頭が良い行動には思えねぇな）

　そんなことを考えながら、身体は半ば無意識に動く。伸ばされた手を払いのけ、相手の体勢が微かすかに崩くずれた瞬間に足を掛けて転ばせる。やっちまったなと思う反面、一人二人黙だまらせても事情を聴きく相手は残っているだろうと、あまり冷静とは思えない判断を下す。

　デイルがそんな判断を下したのも、仲間の一人が無様な姿勢で転ばされたのを見た他の男たちが、すぐさま激げき昂こうしたことにも理由があった。あまり意味のない怒ど号ごうを放ちながら、デイルへと殺さつ到とうする。明らかに格が違う相手だということも理解できないのは、所しよ詮せん、小さな町中で自分たちよりも弱い立場の者しか相手にしたことがないからだろう。

　暴力に訴うつたえる相手には、それ相応のもので応じるのみである。

　そもそも自他ともに認めるラティナ馬ば鹿かのデイルである。そのデイルが、彼女の所在がわからないという現状で、冷静な筈が無かった。普段よりも短気で短絡的な判断となったのは否いなめない。彼は充じゆう分ぶん過ぎるほどに、苛いらついていたのである。

　左腕の籠手で殴なぐりつけるのは、場所によっては致ち命めい傷しようになる。だから角度には気を遣い、相手の顎あごを粉ふん砕さいする程度で済ませる手心を加えておいた。

　拳こぶしの軌き道どうを避けるのは、反射に任せても充分な温ぬるさだった。身を屈かがめて距離を詰つめ、投げ飛ばす。最初に転ばせた男は立ち上がろうとしていたが、巻まき添ぞえを食って再び地面との距離を詰めた。

　あっという間に仲間の数を減らされたことに、最後の一人が得物を抜く。戦意を喪そう失しつしていないことは、褒ほめるべきことではなく、未だ現実を見ていないと非難するべきところだろうか。

　突つき出だされたナイフを特に避けることもせず、デイルは対たい峙じする。

「な？」

　起こったことがわからずに、男がきょとんと抜けた表情となったのは、凶きよう器きがその役割を果たすことなく、革のコートに微かな傷すらつけることが出来なかったからだった。

　デイルの黒いコートは、ただの革のコートではなく、魔ま獣じゆうの皮製の魔道具の防具である。破落戸の持つなまくら程度では脅きよう威いとはならない。

　呆あつ気けに取られた表情の男は、次の瞬間にはデイルの拳の一いち撃げきにより、意識が刈かり取とられた。

　廃屋の中には、その時、まだ複数の男たちがいたのだが、乱らん闘とうの音に気付いた時には直すぐ様さま制圧されているという状態に、恐きよう慌こう状態に陥おちいった。

　彼等は、自分たちの素行の悪さを自覚している。だから、町の誰だれかが、自分たちを制圧するために人を送り込んできたのだという判断をした。目の前の男は危険すぎる。ならば裏口から脱だつ出しゆつするべきだという判断までは、間違ってはいないだろう。

　そこで彼等は、裏口の方に大おお柄がらの男が佇たたずんでいることに気が付いた。

　互たがいに顔を見合わせ、逡しゆん巡じゆんする。

　見るからに屈くつ強きようそうな大男を相手にするよりは、まだ、眼前の若い男の方が倒せる可能性があるかもしれないと結論付ける。

　実際には、現げん役えきを引退してから間のあるケニスの方がデイルに比べれば脅威度は低いのだが、そこまでを見抜く眼力は彼等にはなかった。

　半ば破れかぶれで廃屋を飛び出してきた残りの面々を沈しずめるためにデイルが要した時間も、さほどではないのだった。

　だが、彼等の恐きよう怖ふはこれだけでは終わらなかった。

　デイルは戦意を喪失し、震ふるえている男のうちの一人を引き上げると、わざわざ回復魔ま法ほうを施ほどこした。その後で、低い声を発する。

「聞きたいことがあるといっただろ。大人しく質問に答えろ」

　戦意を完全に喪失し、完全に牙きばを抜かれた男は、首しゆ肯こうする以外の行動はとれなかった。

　男の反応を確かく認にんしたデイルは、ここに足を運んだ目的を果たすべく口を開いた。

「とてつもなく愛らしくて、物もの凄すごく可愛い、ちいさな女の子のことを知っているか」




　その頃ラティナは、ヤンによりお昼寝に移行してしまっているところが発見されているからして、男が知る訳がない。そうは言っても、彼等の方が先に暴力的な行動に出ているのだから、冤えん罪ざい被ひ害がいとも言い切れないところがある。

　被害者（多分）である男から見た今のデイルは、圧あつ倒とう的てきな力の差で自分たちを容よう赦しやなく叩たたきのめした後で、わざわざ治ち療りようを施し、幼女について真顔で尋たずねてきている見知らぬ存在である。

　まったくわけがわからない。

　自分たちを排除に来た冒険者、そんな名乗りを受けた方が、よっぽど理解に容た易やすい。

「知っているのか、知らないのか、はっきり答えろ。めちゃくちゃ可愛くてお利口で言動の全てが愛らしい女の子だ」
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　真顔で更さらに詰め寄よってきた。

　知らないと素す直なおに答えたところで、信用して貰える気が全くしない。そして、この質問の意図が全くわからない。そしてさっきから、修しゆう飾しよく語ごが過剰に過ぎる意味もわからない。

　表情が読めないのもまた恐おそろしい。

　えてして、理解の出来ない存在というものは、『恐ろしい』ものである。

　そういった意味では、この時のデイルは、恐ろしい存在以外の何物でもなかった。

　裏口から回り込んできたケニスがこの状況を観察し、どうやら彼等は全く無関係であるだろうという判断を下した。その結果、デイルから救い出された時、デイルに吊つるし上げられていた男は、解放された安堵から子どものように泣き出したのだった。

　デイルは呆あきれた顔をしていたが、ケニスは少し、彼等に同情したのである。

「何だ、知らねぇのか。なら、最初からそう言え」

　舌打ち交じりに悪態をついたデイルは、『地』属性の回復魔法を使った。『加護』による恩おん恵けいで魔ま力りよくを消費しないという出で鱈たら目めな性能を持った彼の魔法は、田舎いなか町まちの若者たちにとって、文字通りの『魔法のような』理解できない事象である。




　全身の傷が癒いえても、彼等の心に刻み込まれたトラウマは癒えなかった。

　これを機会にツィーゲの『やんちゃ坊主』たちの大多数は、真っ当な道に進み更生を果たした。残る反骨精神を忘れることが出来なかったものも、何かに怯えたように、さほど酷ひどい行動はとらないようになる。

　そして、彼等が大人になり、親になった時には口を揃そろえて子に対して言うようになるのである。「周囲に迷めい惑わくを掛かけるようなことをしていると、黒い服の魔王がやって来るぞ」と。

　その『魔王』は、対外的には魔王を打うち倒した英えい雄ゆうであったりするのだが、幸か不幸か、彼等は『白金の勇者』と謳うたわれることになる英雄の姿を見ることは無かったので、救国の英雄についてのイメージが崩れることもなかったのである。




　デイルとケニスが、収しゆう穫かくが無いことを報告しに戻った時には、ラティナはヤンによって発見されていた。

　流石さすがに目を覚ましていたラティナは、傍はた目めから見ても消しよう沈ちんしている様子がはっきりとしていて、ヤンも苦く笑しようを浮うかべていた。

「デイル、ケニス……しんぱいかけて、ごめんなさい」

「ラティナっ！」

　とりあえずケニスは、しょんぼりとしながらもきちんと謝罪の言葉を発したラティナを問答無用で抱だき締しめにかかっていたデイルを、引き留めることに成功した。

「自分がしてしまったことはわかっているのか」

「おてつだい、ちゃんとできなかったこと。……かってに、行っていいところじゃないところに、行ったこと。……ひとのおうちなのに、かってに入っちゃったこと……」

　すらすらと、自分の失敗点を挙げていったラティナには、ヤンも驚いたようだった。そんなヤンに、ケニスも苦笑を向ける。

　悪いことをしたことは叱しかるべきであるが、既に自分の過失を理解して反省している幼子に対しては、もう叱るべき言葉がほとんどないのである。

「ヤンさんも、せっかくおしごとさせてくれたのに、めいわくかけて、ごめんなさい」

「そんなの良いから、もう大だい丈じよう夫ぶだから。とにかく、ラティナが無事で本当に良かった」

「ラティナ、しっぱいして、わるいことしたから……デイル、『そんなの良い』はダメなの」

　さらに、自分に甘々な保護者に叱しつ責せきを要求する。

　そこまでされれば、ケニスももう、必要以上に叱ることは出来なかった。ぐしゃぐしゃと少し乱雑にラティナの頭を撫でた後で、ヤンへと向き直る。

「この度たびは、お時間を作って頂き丁てい寧ねいな対応をして頂いたにもかかわらず、ご迷惑をおかけしてしまって本当に申し訳ない」

　ケニスの謝罪の言葉にはっとした顔をした後で、ラティナもその隣となりでもう一度しっかりと頭を下げた。

「いや。子どものすることだ。気にしていない」

「そう言って頂けると、有あり難がたい」

　ヤンの返答に答えると、ケニスは、自分の隣で頭を下げたままのラティナの頭をもう一度撫でた。

「とても有意義な話が聞けて勉強になった。今後も取引の上で世話になると思うが、よろしくお願いしたい」

　ケニスの言動から、ラティナは自分が言うべきことは謝罪だけではないことも気付くことが出来たらしい。彼女は顔を上げると、ヤンに向かい、はっきりと声を上げた。

「今日は、ありがとうございました」




　こうして初めての遠出の思い出は、ラティナにとっては少し苦い、失敗の記き憶おくも含ふくんだものとなったのである。




　帰りの馬車の中、言葉少ないラティナをデイルは自分の膝の上に載せた。

　ラティナは自分に対して叱るべきだと言っていたが、ケニスが既に叱った後である。ならば自分は、甘やかすだけでいいだろうと判断していた。

　それは自分が『親バカ』だからというだけではなく、役割分担の観点なのである。周囲の大人全員に叱られてしまえば、逃げ場ばがなくなってしまう。それは避けてやるべきなのである。

「だから、ラティナが無事でいてくれただけで、俺おれは良かったって思ってるんだ」

「デイル……ごめんなさい」

「俺も、ラティナをすぐに見つけてやれなくて、ごめんな」

　そうしてから、言葉を探す。

　折せつ角かく、ラティナが楽しみにしていたこの外出を、こんな悲しげな顔で終わらせるのはデイルの本意ではないのである。

「……動物見れて、楽しかったか？」

「うん」

「クロイツの中じゃ、そうそう見れないからな。ツィーゲの町はどうだった？　クロイツとはだいぶ雰ふん囲い気きが違ちがっただろう」

「うん、クロイツより、なんか、ゆったりしてた」

「そうか。いつか、ラティナと他の町に遊びに行けたら良いな。俺の故郷なんかは、山の中にあるんだぞ」

「おやま？」

「そうだ」

　興味のありそうな方向に話を逸そらしたが、どうやら乗ってくれたらしい。デイルは安堵しながら再び話を続けた。楽しいことも沢たく山さんあった筈なのに、失敗した思い出で終わりにしてしまうのはあまりに勿もつ体たいない。

　デイルのその意図は、声が漏もれ聞こえる御ぎよ者しや台だいのケニスにも届いていたようで、彼も笑えみを口くちの端に浮かべたのだった。




　ところで、ラティナは、自分が物置小屋に入りこんでしまった詳くわしい理由を、未だしっかりと語ってはいなかった。

　自分の非を理解しているラティナにとっては、謝罪が第一であって、一歩間違えば言い訳になってしまうような状態は望んでいないからである。

　だからデイルは、この時にようやくラティナが理性と自制を失ってしまった理由を知った。

「兎がいたのか」

「うん。もふもふでね、ちいさくてね。かわいかったの」

「そんなことを言うラティナが、可愛いけどな」

　やはりお約束の台詞が出た。

「もっとちかくで見たくて、おいかけちゃったの」

「ラティナは本当に動物が好きだなぁ」

　猫ではなく兎であったことは予測できなかったと思うデイルは、一方で物凄く腑ふに落ちていた。

　めったに失敗などしないしっかり者のラティナであるが、歳とし相応の顔を覗のぞかせることもある。猫などの動物が絡からむと若じやつ干かん暴走気味になるが、それも普ふ段だんの生活態度を思えば、充分におつりが来るだろう。

「また、兎を見れると良いな」

「うん」

「どんな風だったか、リタにも土産みやげ話ばなしが出来るな」

「お絵かきするの。にっきにもね、かいておくの」

「そうか、いっぱい書くことあるな」

　揺ゆれる馬車は、行きの道中と同じく睡すい魔まを誘さそう単調なリズムを刻んでいる。だが、行きとは違い、ラティナは眠ねむ気けに襲おそわれることは無いようだった。お昼寝が出来たのも、結果としては良かったのだろう。

　傾いた陽ひにより、茜あかねの色に染まる寸前の空は、淡あわい黄色を帯びている。

　街がい壁へきに囲まれ、建物が密集しているクロイツではそうそう見ることが出来ない、雄ゆう大だいな夕焼け空。そんな景色を楽しめる余よ裕ゆうが出来たのも良いことである。

　子どものうちのささやかな失敗も、大人になった時にはそんなこともあったと思えるようになるだろう。

　デイルはそう思いながら微笑ほほえんで、道の先の方を指した。

　そびえたつ街壁は、異様さと威い風ふうを兼かね備そなえた、立派な建築物である。いつもは内側から見ているその壁を、外から見ることが出来るのもめったにない。

　それが何であるかに気付いて、ラティナの表情も輝いた。




　帰ってくる場所があるからこそ、遠くへ出かけることも『外出』として楽しむことが出来るものになるのだろう。

　ラティナの初めての外出は、こうして、失敗と発見、新たな体験と成長という、大きな成果を経て終しゆう了りようしたのである。




　無論「ただいま」を言うまでが、本日の遠出なのであり、フラグなどは発生せず、無事にラティナは「ただいま」へと至ったのであった。
















５　物語のその後の、とあるちいさなエピローグ。







　ラーバンド国、第二の都市と呼ばれる規模を誇ほこるクロイツの街には、『踊おどる虎とら猫ねこ亭てい』という酒場と宿を兼ねた店がある。クロイツの街は、旅人と冒険者という外部から訪おとずれる者たちを優ゆう遇ぐうして発展した街である。故に、クロイツには日々、多くの旅人たちが訪れている。

　この店が入り口に下げている緑の地に天馬の意い匠しようの旗は、情報を司つかさどり旅人を守護する神である『緑の神アクダル』の出先機関であることを示している。神しん殿でんから開示された多くの情報を得ることができる場所として、多くの者が利用する公的機関に近しい役割を担になっているのである。

　とはいえ『踊る虎猫亭』が多くの客を集めているのは、それだけが理由ではない。安い料金と、場末の酒場とは思えぬほどの料理の良さも人気の理由である。

　厨ちゆう房ぼうで腕を振ふるう酒場の主人は、若い頃は冒険者として戦せん斧ぷを振るっていたこともあるという噂うわさも頷うなずけるほどの体格の持ち主だった。店の主要な客層は、冒険者という血の気の多くなりがちな荒あらくれ者ものたちであったが、酒が入ったそんな輩やからたちも制することの出来る豪ごう胆たんさも兼ね備えた男であった。

「カウンター席の料理できたぞ」

「はーい」

　明るい声で答えて次々と皿を運ぶ給きゆう仕じの姿も、繁はん盛じようする店の店員らしいきびきびとしたものだった。細い両りよう腕うでに似合わぬほどの多くの料理やジョッキを、混雑する客の合間をスイスイと抜けながら危なげなく運んでいく。

「姉ちゃん、美人だな」

　酔すい客きやくが下げ卑びた笑いを浮かべながら伸ばした手を、するりと躱かわすのも慣れたものだった。幼い頃からこの店で育っている彼かの女じよにとっては、酔客をうまくいなすのも慣れたことなのである。

　常連客たちの何人かが、そんな光景に、その客が新参者であることを悟って人の悪そうな笑みを零こぼした。

　古くからの常連客の誰もが、彼女の背後には、大層恐ろしい存在が目を光らせていることを知っている。最近は忙いそがしくて店に顔を出す機会がとんと減ったが、どんな些さ細さいなことであっても彼女に危害が加えられたことを知れば、地の果てからでもすっ飛んでくる存在である。いわゆる魔王よりも恐ろしい存在なのだから、大魔王と呼んでも差し障りはないだろうと常連客たちに思われている彼かれは、世間一いつ般ぱんでは英雄という称しよう号ごうで呼ばれていたりもするのであった。

「ラティナ、次の皿、上がったぞ」

「はーい」

　積み上げた汚よごれた皿を持って厨房に戻もどる彼女の背中では、束ねた白金色の髪かみが、元気のよい仔こ馬うまの尻尾しつぽのように楽し気に揺れ動うごいていた。

　いかにクロイツという街が都会であっても、夜間に出歩くひとというのは限られる。街灯の明かりが限られており、夜間の町は非常に暗い。治安もあって、酒場といえども営業時間はある程度限られる。『踊る虎猫亭』も宿を併へい設せつしているとはいえ、客たちは夜が更ふける前に切り上げ、それぞれのねぐらへと帰っていくのである。

　ふぅとひとつ溜ため息いきをついて、ラティナは次の仕事へと移る。手て際ぎわよく汚れた卓たくを拭ふき、床ゆかも清めていく。日中の客の少ない時分に念入りな掃そう除じを行う為、通とおり一いつ遍ぺんのものとなるが、あまり時間をかければ就しゆう寝しん時間などに影えい響きようが出て、翌日の営業に響ひびく。身体に沁しみついた動きは非常に効率的であり、彼女はそう時間をかけずに作業を終えると、満足そうに店の中を見回した。

　次は厨房の中の作業をと、振り返ったところに、温かな湯気が立つカップが差し出された。カップを手にした自分よりも大きな相手を見上げて、ラティナは困ったような声を出す。

「厨房の後片付け、終わっちゃった？　間に合わなくてごめんね」

「謝あやまる必要も無いだろう」

　困るというよりも、残念という感情の方が正しいだろうか。

　長い付き合いでラティナのそんな感情を正しく見み抜ぬいて、彼は苦笑いに近い顔になった。

「デイルは、まだかかるって？」

「うん。今回は結構かかるみたい。貴族の真ま似ね事ごとみたいなことは柄がらじゃないって、随ずい分ぶん文句も言ってたけど、他のひとに頼たのむわけにもいかなくて」

　そう言って微笑むラティナの顔には、今は隣にいないデイルへの確かな信頼も感じられた。仲睦むつまじい関係は全く変わっていないようだった。

　カップを両手で持ったラティナは、如何にも嬉うれしそうな顔になった。

　陶とう器きで出来たクリーム色のカップは、少し丸みを帯びた形が気に入って、彼女が購こう入にゆうしたものだった。同じ窯かま元もとの形の異なる焦こげ茶ちや色いろのカップを、一いつ緒しよにデイル用にと買い求め、質感が同じというさりげないお揃い感が気に入っていたものである。

「デイルのカップは、洗っている最中に手を滑すべらせて、落っことしちゃったんだよね……」

「しばらく、消沈していたものな」

「デイルは気にしないって笑ってくれたんだけど……」

「それは、割ったのがラティナだったからだろう。俺が割ったんだったら、後々までぐちぐち言われたところだ」

　彼の返答に、その頃のことを思い出したのだろう。ラティナはくすくすとちいさな笑みを溢こぼした。




　そんな姿も記憶の中と全く変わっていなくって、彼もまた笑みを溢す。

　その笑みが、微かに苦いものとなってしまったのも仕方がないだろう。

　幼い頃からずっと知っていた事実。それを今いま更さら突つき付つけられたところで、どうしようもない。




「悪戯いたずらばっかりで、いつもデイルに怒おこられていたもんね」

「デイルの大人げがないだけだと思わんか？」

「そうかもしれないねえ」

　一ひと頻しきり笑った後で、ラティナは優やさし気げな顔で目の前の彼を見る。

　自分よりも遥はるかに上背のある、壮そう年ねんに入った男に対し、まるで母親のような優しい笑顔を向ける。




「昔みたいに『お姉ちゃん』って呼んでも良いんだよ、テオ」




　そう呼ばれたテオドールは、ますます困ったような顔になった。自分の幼い頃から容姿が変わることが無いこの『姉』は、未だ少女のような若々しさを保っている。

　テオドールが父親譲ゆずりの体格を生かして、若い時分に一時冒ぼう険けん者しや稼か業ぎように就ついたのは、いずれ家業を継つぐ前に『冒険者』について深く知るためでもあったのだが、その時も両親以上に自分のことを心配したのがこの姉である。外見上の年ねん齢れい差さが逆転したのはかなり以前のことだったが、未だに彼女にとって自分は庇ひ護ごされるべき存在であるらしい。

「事情を知らない客が、困こん惑わくするだろう」

　外見上は、父と娘むすめといっても不思議がない。そのことはラティナも自覚はしているらしい。微笑みながら首肯する。

「そうだねえ」

「それに、曲がりなりにも、領主夫人に対する呼び方じゃないだろう」

「領主っていっても、小さな町だし。ほんとに何も無いから、私としては、大きなお店を経営しているのと感覚的には変わらないんだけど……」

　デイルが、その功績によって授さずかった土地は、未だ開かい墾こん中の辺境の町である。することがありすぎる忙しい毎日と、飛び地という他者の目が届きにくい立地もあって、二人は一いつ般ぱん的てきな『領主夫ふう婦ふ』とは毛色の異なる生活を満まん喫きつしていた。デイルに至っては、開墾作業の労働者に交ざって作業に勤いそしんでいたりする。彼の得意とする『地』属性魔法が、そういった作業に強いことが、基本的な言い分となっていた。

「私もデイルも、指示出すだけっていうよりも、一緒にお仕事した方が、気が楽だから……」

　そんなことを言いだすところも、昔から全く変わっていなかった。

　デイルが王都での『貴族らしい』仕事に向かうことになったと言って、『踊る虎猫亭』に姿を見せたラティナは、彼が仕事を終えるまでの間、昔むかし馴な染じみであるこの店で過ごすと宣言した。「お休みを満喫すると決めたのっ」と、テオドールに向かって言いながら、昔取った杵きね柄づかとばかりに当たり前に厨房を手伝い、フロアに立った。

　休みとはいったい何だろうと思わないこともないのだが、そんなところも『姉』らしくって、テオドールとしては苦笑することしかできない。

　そもそも、テオドールは、この美人で優しい姉に対して弱いのである。

　テオドールは、幼い頃から、彼女のことが大好きだった。







[image: ]







　反はん抗こう期きだなんやらといった期間も、とうに通とおり越こした歳の今となっては、下手に照れを見せたり遠えん慮りよをすることの不毛さも悟さとっている。家族に対する優しい好意を否定する必要性は見み出いだせない。




　彼女は、本当に変わっているように見えない。

　それは、恐らく、これからもそうであるのだろう。

　自分が老いた後も。恐らくは、その後も。




　全すべては限りのある時間の中なのだ。ならば自分が出来ることは、彼女が笑顔でいてくれるように、与えてくれる好意に好意で応こたえるだけだった。

　初はつ恋こいの相手でもある大切な彼女に、『弟』という家族として応えることだけなのである。





†






　数日の滞たい在ざいを終えると、ラティナは大おお振ぶりのバッグ一つに荷物を詰め込み、朝の仕込みを始める前の『虎猫亭』を出た。『虎猫亭』の店の前でテオドールと交かわす別れの挨あい拶さつは、如何にも近所に出で掛かけるといったような軽いものだった。

「じゃあ、テオ、またね」

「ああ」

　テオドールも、そんな挨拶に軽く応じる。

「今度は、エマの顔も見に行ってやってくれ」

「うん」

　結けつ婚こんして隣となり町まちに暮らす妹とは、テオドールもなかなか会えてはいない。そもそも一いつ般ぱん人じんの多くは、めったに街から出ることもないのである。その点では、遠方に住んでいるにもかかわらず、フットワークの軽いこの姉の方が、機会が多かった。

　そうしてラティナが歩き出そうとするのを遮さえぎるように、テオドールは何ど処こかためらいがちに声を上げた。

「デイルにも……」

「ん？」

「デイルにもたまには顔を見せるように言っておいてくれ。直接は言わないかもしれないけど、親おや父じがいつも気にしてる」

「……うん。伝えておくね」

　そう答えて、ラティナは微笑む。ちいさく手を振って、テオドールに向かい別れの挨拶をして歩き出す。

　その後ろ姿はテオドールが幼い時分に見た、遠方へと旅立つ彼女を見送った時の背中と、同じように見えた。




　ラティナがクロイツの外に出ると、街がい壁へきに凭もたれるようにして待っていた黒い革のコート姿の青年がこちらを見た。彼女にとっては見慣れた、よく馴な染じんだ姿だが、最近ではこの『外出着』であることの方が珍めずらしい。

「ごめんね、待たせた？」

「いや、俺が早く着いちまっただけだ」

「……ちゃんと、休きゆう憩けいした？」

　ラティナのその質問には答える気が無いようで、デイルは目を逸らした。彼女に対して嘘うそは吐きたくないと、露ろ骨こつな仕草で誤ご魔ま化かす。そんな子どもっぽい態度は、もうすでに癖くせとして染しみついてしまっている仕草であるらしい。

　デイルはラティナが持つ荷物を受け取りながら、結局質問には答えずに問いを発した。

「ヴィント呼んで帰るか？」

「ううん。道路の完成状じよう況きようも確認したいし、歩いて帰ろう」

「帰ったら、また仕事三ざん昧まいだしな」

　そう言って笑うデイルと、ラティナは並んで歩きだす。

「テオ、元気そうだったよ」

「そうか」

「たまにはデイルも顔を見せろって言ってたよ。ケニスが気にしてるって」

「……ああ。そうだな」

　いつの頃ころからかデイルは、クロイツの中に入るのを避けるようになった。

　ラティナはそれに気付いた時から、むしろ時間を作っては、旧知のひとのもとを訪ねるようになった。会うことの出来なくなってしまったデイルの分まで、大切な人びとの近きん況きようを訪ねて回る。

　そうしなければ、いけないと思った。

「会わなかったことで後こう悔かいするよりは、会った方が良いよ。きっと」

「……そうかもしれないな」




　それでもラティナには、自らを苛さいなむ気持ちがある。

　デイルがこういった煩はん懊おうを抱くのは、全てが『自分の我わが儘まま』が発ほつ端たんだ。

　少しでも、彼の気持ちが救われてほしいと、願う。




「そんな顔するなって、ラティナ。俺は大丈夫だよ」

　そんな風に心配していることが顔に出てしまった彼女に対して、殊こと更さらデイルは明るく笑った。手を繋つなぎ、引き寄せたラティナの頭を軽く撫なでる。

「正直言って、複雑ではあるけどな。それでも、こんな気持ちをラティナひとりに味わわせなくって済んだことの方が、俺には大きい」

「デイル……」

「だから、俺は大丈夫だ」

　そう繰くり返かえして笑うデイルを、ラティナは見上げた。目を逸らすことなくまっすぐに彼を見て、考える。

　そして、ラティナは微笑んだ。

　デイルの黒い眸ひとみの中に映る自分は、うまく微笑むことが出来ているように見えた。




　時間に取り残される恐怖を、誰よりも自分は知っている。

　そんな業ごうを自分の為ために負ってくれた彼に対して、自分がすべきことは謝罪することではない。




「私と一緒に在ることを、選んでくれてありがとう、デイル」

　だからラティナは、精せい一いつ杯ぱいの思いを籠こめて、感謝を伝える。

　これからも、忘れることなく、伝えていく。

　この幸運が、幸福な時間が、決して『当たり前』に得られたものではないことを忘れずにいる。当たり前だなんて思ってはいけないのだ。

　謝罪ではなく、今とても幸せだと、伝える。それは、やらなくてはならないことであり、自分に出来る、当たり前だけど何物にも代えることの出来ない大切なことだった。




「ああ。これからも、よろしくな」

　そう答えたデイルは、繋いだ手に力を籠めた。優しい微笑みを交わし合う。

　そうして二人は自分たちの『家』への帰路を辿たどりはじめた。

　いつかそこを、自分たちは新しい『故郷』と呼ぶようになるのだろう。そして、多くの者の『故郷』となるのだろう。

　誰だれにとっても『当たり前』な日常を過ごすことの出来る優しい場所になれば良い。そんな願いを籠めて、つくりあげている場所だった。

　そんな場所へ向かい、二人は手を繋ぎ、歩き出したのだった。
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あとがき







「風が吹けば桶おけ屋やが儲もうかる」と申しますが、そんなことを言っていたあの頃の自分は、まさか事態がこれほど大事になるとは思いもしませんでした。

　多くの皆さまには今日は、もしかしたらはじめまして。CHIROLUと申します。この度は拙作『うちの娘の為ならば、俺はもしかしたら魔王も倒せるかもしれない。』九巻をお手に取って下さり、誠にありがとうございます。

　前巻のあとがきで申し上げた通り、大人の事情の短編集と相成りました今巻でございます。アニメという媒ばい体たいから、本作に目を留めてくださった方もいらっしゃるでしょうか。大変ありがたいことと存じます。

　ネットの片隅で、スマートフォン片手に綴りはじめた趣味の小説が、このように多くの方の目に触れることになったことには、いまだに「何が起こった」という心境が拭えておりません。書籍化をはじめ、コミカライズ、ドラマＣＤ、海外版、そしてアニメ化。様々な媒体にして頂ける機会を得ることができた、大変光栄で幸福な作品となったと思う次第であります。

　これも全ては、拙せつ作さくにお付き合いくださいました数多くの皆さまのお蔭にございます。本当にありがとうございます。

　運動会に行ったあの頃の自分は、まさかこんな未来が待っているなどと、欠片も想像しておりませんでした。次に吹く『風』はどんなものとなるでしょうか。




　最後になりますが、様々なこちらの要望に、いつも想像以上の美麗なイラストで応えてくださった景けいさま。愛されツインテ幼女を描いてくださいましたトリュフ様。作者以上の熱量で作品を推してくださいました編集のＮさま。そのほか、当作品に関わってくださいました多くの方々に最大限の謝しや辞じを申し上げたい所存にございます。

　そして何よりも、数多くの作品の中から、当作品にお目を留めてくださった皆々さまには、深く、深く心より御礼を申し上げる次第にございます。

　多少なりとも『うちの娘』で、皆さまがほにゃんとする時間をお過ごしになれたのならば、幸いと存じます。


二〇一九年　八月　CHIROLU　　
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